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刊行のことば
　国立国語研究所は，昭和38年度に島根県訟江市において「国民各層の華語
生活の実態調査」を行なった。この調査の目的は，市民の各層がどのような言
語生活を営んでいるか，また，早舞生活についてどのような問題を持ち，どの
ような意識を持っているかを調べることであった。
　松江調査では，特に市民の話しことばに中心をおき，性別，年代，学歴，職
業，屡住経歴等から冤たいくつかの層における言語使用の実態を種々の観点か
・ら調査した。その一一つとして，いわゆる「騒時間調査」を一一一一市民の家蹉にお
いてi爽施し，午前6時から午後10時の問，その家庭において行われたすべて
の会話を録音して，その文字化資料を作成した。
　松江調査で重点的に採り上げた事がらの一つに，待遇表現に関する種々の言
い方がどんな場面にどのように選択されるかという問題があった。本書は，24
持間調査で得られた文字化資料をもとに，各種の待遇表現の現われ方について
分析したものの，一部の報告である。
　もちろん，この報告によって，松江甫民の待遇表現の実態のすべてが明らか
になったわけではない。しかし，実際の会話における例を分析したという点
に，この調査研究の一一つの疑惑があると考えられる。
　もう一つの特徴は，資料の処理に電子計算機を利用したことであろう。本研
1究所では，書きことば資料としては，新聞の語彙調査はじめ電子計鋒機を利用
した調査研究を実施し，すでにいくつかの成果を公表してきたが，話しことば
資料の処理という点では，塞報告書における調査研究が最初の仕事である。処
理計爾立案の段階において分析方法の検討に不徹底な点などがあったため，電
子計算機による処理が十分に利用されていない感もあるが，話しことば研究に
おける一つの試みという意味で，将来のさらに進んだ研究方法の開発に役立つ
ことができれば幸いである。
　本報告書の執筆にあたっては，分析に関する部分は第四研究部第一資料研究
室　南不二男，処理に関する部分は，松本昭（当時，同窒員。昭和42年4月
1日　東京教育大学に転出）が，それぞれ抱当した。
おわりに，特に私生活をわずらわすことの多い調査に長時問にわたって協か
してくださった松江市の落合春雄氏の家族の方々に厚く御礼申しあげる。
　　　　昭和46年3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩淵悦太郎
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o．　総説
0ユ．　国立国語研究所は，昭和38年度に，島根県松江市で「国民各層の旧記生
活の実態調査」（以下，r松江調査」と呼ぶ）を実施した。本書は，その調査の
一部をなす，いわゆる「24階閥調査」によって得られた資料の処理と分析の報
告である。
　松江調査は，いろいろの年齢，学歴，居住経歴，職業に属する一毅市民が，
H常どんな言語生活をいとなんでいるか，また言語生活についてどのような問
題を持ち，どんな意識を持っているか，の実態を，話しことばに重点をおきな
がら明らかにしょうという意図のもとに計画された。その計画の中には，いろ
いろな条件のもとにおける，各種の表現の使い分け一たとえぽ，いろいろな段
階の待遇表現の使い分けとか，方言的表現と標準語的表現の使い分けなど一
の実態を明らかにすることが含まれていた。この報告で扱うことがらは，もっ
ぱらその面に関するものである。
　本書における分析については，おもに南不二男，処理とくにコンピュ．’一タに
よる資料の処理については，おもに松本昭が，それぞれ担当したQ執筆の分担
はつぎのとおりである。
　　0．　総説
　　　　　　e．L　o．　2．　e．　3．　e．　4．　1．　o．　s．　・…　t…　一…　“tg
　　　　　　O．4．2．　　一・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　t一一一一一・・一・…　一…　一・・一・…　一季刷本
　　x　AfJ　gyrr　一一・一・一・一・…一・一・一・一一・一・一・．一・・一．一””．一．H”一HHH”．rt．ig’
　　2．　処理　………………・………・……・…・……・…………・………松本
　　3の　付録　・・………………・……・…・………・………・…・……・……松本，爾
　なお，この仕事の初期の段階で，コンピュータによる処理プログラム作成の
ために，山本武氏（i二階日本ビジネスコンサルタント社員，国社より国語研究
所に出向）の援助をあおいだ。また，研究補助員沢田さち子，益子芳江，アル
バイタ安田悦子，小照久子が仕審を助けた。
0．2．松江調査のあらまし。
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）松江調査は，以下のような各種の調査からなるものであった。
調査項眠
く1）言語生活の弓造に関する調査
　　a　一般市民の丁丁行動の内容。　b　市民の言語生活に対する意識。
　C　個人が一巳の書語行動に費やす時間。
〈2）種々の条件（相手，話題，場所など）による，ことばの使い分けに関す
　る調査
　　a　家庭の内部あるいは外部における書語行動の変容。　b　市民各罵
　における呼び名の使い方の変容。　C　棄京語の敬語，松江方書の敬語に
　対する市民の意識。なお，付帯調査として，d　季紙文の中における敬語
　の使い方，e　外来語の浸透状況についても調べた。
（3）言語環境に肥する調査
　　a　市民の雷語的環境（市街地の麿板・掲示，ラジオ・テレビ・地：方新
　聞・広報紙・通達・チラシ広蛋など，図書館・貸本麗の利用状況，：交房具
　等の利用状況など）。　b　市民のコミュニケーション的環境（交通圏，商
　業圏，人口動態）
調査実施の概要
（1）　準備調査三（β召轟轟38年7月1日～7月6日）
　　a　基礎抽出の準備。　b　松江方言の体系記述。　c　生徒調査のプ
　リ・テスト。　d　言語環境調査。　e　交通圏調査。
②　概観調査
　①基礎調査（質聞紙調査。昭和38年10月1日～1◎月8日）
　　〔調査事項〕　調査票A：市sei　一・　Rの言謡行動の種類，きまり交句のあ
　　いさつ，外来語の理解度。　調査票B：場面や相手による敬語の使い分
　　け。　調査票A，B共逓：新聞・雑誌・手紙・電話の利胴度，言語生濡
　　および方言と共通語に関する意識。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あげの　ぎ　　　　　ほまの　ぎ　　〔調査対象〕　注民登録票に基づき，旧市域および上乃木町・浜乃木晦
　　　こ　しはら　　・古志原町地区に住む15歳～69歳の市民1，887入を選んで，調査表を届
　　け，　1，414通を回収した。（抽出比1／25，回収率74．9％）
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　②市民調査（面接調査。昭稠8年11H26臼～12月3M）
　　〔調査審項〕　主として場面による敬譜の使い分け。
　　〔調査対象〕　基礎調査票で回収できた1，414人の中から，さらに男
　　女，年齢，居住経歴によって22◎人を選び，所員8人と島根大学学生6
　　人が面接調査した。
　③生徒調査（集合調査。昭和38年10月2N～10月5H）
　　〔調査事項〕　家庭内の雪語生活の実態および意識。外来語の理解度。
　　〔調査対象〕　市内小学校3校（各校とも，　5年生2学級ずつ），常内
　　中学校5校（各校とも2年生，うち4校は2学級ずつ，1校は1学級），
　　市内高等学校3校（各校とも3年生，うち2校は2学級ずつ，1校は1
　　学級）。
　④主婦調査（面接調査。昭和38年／1月26日～12月引鷲）
　　〔調査事頂〕　生徒調査の場合に岡じQ
　　〔調査対象〕　生徒調査の家族構成の記載に基づき，しゅうとまたはし
　　ゆうとめと同居する主婦90人（俸給生活者，商業，農業の各暦にまたが
　　るよう考慮）を選び，所員4人用よって面接調査をした。
　⑤婦人学級調査（集含調査。昭和38年1！月30　H）
　　こ調査事項〕　生徒調査，主婦調査に同じ。
　　　　　　　　　もちだ　　〔調査紺象〕　持田婦人学級（62人）。
　⑥PTA調査（集合調査。昭和38年11月27日，12月2H）
　　〔調査事項〕　生徒調査・主婦調査・婦人学級調査に同じ。なお，この
　　調査に付随して「手紙文の敬語調査」も実施した。
　　〔調査対象〕　島根大学付属中学校PTA（39人），松江市立第四中学校
　　PTA（42人）o
（3）事例調査
　①24蒋間調査（昭和38年11月29臼）
　　　松江市生えぬきの家族よりなる一家族を選び，その家族および訪問者
　　の言語行動を一田じウう観察し，記録した。観察・録音は，午前6時か
　　ら午後10時までの16時問。実施の詳細については，0．3．参照。
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　　②継続観察調査（昭和38年11月30日～12月1H）
　　　　24時間調査を補うものとして，毎日1～2時間ずつ，違った時聞帯で
　　　何資閥か継続的に観察し，記録した。調査対象は，デパート店員（21歳
　　　女。延べ5時聞），古書籍商（35歳男。延べ4時間），高級公務員（53歳
　　　男。延べ3．5時間）の3人。
　　③裏づけ調査（昭和39年3月12旨～16日）
　　　　市罠調査の結果，疑問の残る点，さらに細かく調べたい点などを，松
　　　江市生えぬきの各年齢層の市民数人について面接調査をした。
　これらの調査は，林大（委員長），齋賀秀夫（幹事）のほか，石綿敏雄，柴
田武，林四郎，松本昭，南不二男，渡辺友左よりなる調査委員会が，その企画
・実施にあたった。（24蒔間調査実施の蒔には，さらに高田正治が参加した）
　また，個々の調査の結果については，何人かの委員がすでに発表したものが
ある。それらについては，「松江調査関係文献」の項（p．223，224）を参照して
いただきたい。
（｝．　3．　24時間調査について。
0．3．1．位置・穏的。上にあげた各種の調査のうちで，おもな部分をしめる，
②の概観調査は，質問紙に紺する書き込み，または面接調査によるものであっ
た。つまり，この方法は，調査対象となった市民各個人の内省に頼るものであ
る。
　調査方法としては，このような調査対象各個人の意識を調べるやり方のほか
に，言語行動が実際に行なわれる現場をおさえるやり方も考えられる。（3）の事
例調査はそれであり，24時間調査はその一つであった。
　この蕩例調査によって，われわれは，概観調査で得られた結果を実例によっ
て裏づけすることもできるし，また，その結果を訂正することもできるはずで
ある。24時問調査について，われわれが期待したのは，
　　a　方言的表現と標準語的表現の使い分け
　　b　待遇表現の各種の段階における言い：方の使い分け
　　c　あいさつ
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　　d　呼び名
　　e　家甦内の言語生活（とくに家族閾の会話一だれとだれがよく話す
　　　カtS，　言前さな㌔、カ、など）
などの実態であった。これらの諸点のうち，とくにa，b，　c，　dは，概観調
査のうちの①基礎調査，②市民調査の結果の裏づけと訂正のために役立つと考
えてよいであろう。また，eは，③生徒調査，⑤婦人学級調査，⑥PTA調査
などの結果に関係させて扱うことも可能と思われる。また，記録された会話の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）中には，④主婦調査の問題に関した話題を含むものもあった。
　最初の予定では，調査紺象にえらんだ家庭の主婦の言語行動だけの観察と記
録に重点をおくはずであった。しかし，結果としては，他の家族や訪問者の発
話もほとんど記録することがでぎた。分量が多くなったために，ある程度正確
さを減じた部分もあるが，一方では，上にのべたような，いろいろな問題に関
係のある資料が得られた。
　また，この資料は，いうまでもなく何人かの話し手と聞き手による，実際の
発話の記録である。個々の切りはなされた：交ではなく，一m一・一つづきのまとまった
会話をいくつか含んでいる。それで，一種の会話の文章の研究のための資料と
して使うことができると考えられる。この観点からの資料の分析は，待遇表現
の使い分けや，方言的表現と標準語的表現の使い分けの聞題とも密接な関係が
ある。
　本意では，資料処理の関係で，16時間分の資料全部の分析はできなかった。
扱ったのは半分の約8時品分（午前6隠から午後2隣まで）にとどまった。他
の難例調査，すなわち継続観察調査の資料は，その整理が済んでいないので，
使うことができなかった。
　松江調査以前に行なわれた24時間調査としては，福島県白河市で行なわれた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3）もの（昭懲24年）と山形県鶴岡市で行なわれたもの（昭和25年）とがある。
これらの調査は，以下にあげることがらに重点をおいていた。
　（1）一日じゅうの面面量。
　　　　話題の数，文の数，文節の数。
　　　　言語量の晴刻崩分布Q
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　　　　一βのことなり語数。
　〈2）　よく使われることぽ。
　　　　語と文節の使用度数。
　　　　よく使われる語の個人的相違。
　（3）一臼のうちどのくらい読み書きするか。（鶴岡ではラジオ聴取の状況も）
　（4）話しことばの文の長さ。（鶴岡では文節の長さも）
　つまり，白河，鶴岡の調査のばあいは，一臼じゅうの言語量，語，文節の使
用度数，文，文節の長さなど言語の量的な面に重点がおかれている。それに対
して，松江調査では，もちろん墨的な面も妾然扱われるけれども，中心はこと
ば一一とくに待遇表現一の使い分けの実態という，いわば質的な而にある。
また，調査対象となった発話者も，白河4名，鶴岡3名であったが，松江のば
あいは29名にのぼる（同居家族5名，訪問考24名）。記録の方法も，白河，鶴
岡の巨寺は，手書きまたは一部録音機併用であったが，松江では，全面的に録音
機にたよった。以上のように，この松江での24時間調査は，それ以前の二つの
調査とは，いろいろの点で違っている。
0．3．2．調査実施の概要。調査を行なった巳時，場所は次の通りである◎
　　昭和38年11月29臼午前6時から午後10時まで（約16時…間）。
　　　　　みなみだ　　松江市南田町127番地，落含春雄氏宅。南田町は，松江市暇市域の中心か
　　らやや東によったところにある。住宅地域である。（次ページ勉図参照）
　当日は，録音機2台を置き，交互に使った。マイクロフォンは岡三に3個使
用し，会話がいちばん多く行なわれると思われる，茶の間，台所に配羅した。
　調査員は2人1組となって，録音テープのとりかえ，音量の調整などにあた
り，また，発話巻の行動について適宜メモした。1組1時間半ないし2時間で
交代した。調査員，録音機などは，家族や訪問者に見えないようにして，でき
るだけ発詣煮に影響をあたえないよう注意をはらった。また，録音暗閥中は，
家族と調査員の会話を禁じた。しかし，一部調査員の不注意により，また，や
むをえない事情によって，家族と調査員の間に会話が生じたばあいが，ほんの
わずかあった。
　録＝音テープは，大きさ7インチ，速さ9．5センチ／秒で，のべ10本。実際に
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は，うらおもてを使ったので，6本で足りた。
　当田，落合自宅で行なわれた会話のほとんどは記録されたといってよい。た
だし，家族が外出したばあいの発話は記録できなかった。近所，たとえば，隣
家とか近くの商店に，家族，とくに主婦が，外出した際の記録のために，携帯
用録音機を用意したが，実際にはほとんど役に立たなかった。ワイヤレスマイ
クPフォンを使用すれぽ，この種の発詣もある程度は記録できたはずである。
そのほか，テープのかけかえの際の不手際で，数分間録音もれができた箇所於
ある。
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　録音状態は，ふつうの日本家屋で，属常そのままの状態で録音したのである
から，きわめて良好であったとはいえない。しかし，そのような条件のもとで
は，まずいい方であったというべきであろう。茶の間および台所の茶の間に近
い部分で行なわれた会話，とくに発情春が坐って話しているぼあいのものは，
抵ぽ完全に記録されている。茶の間の隣りのへやでの会話は，一般に聞き取り
がむずかしいものが多かった。台所の繊口あたりのものも，やや聞きにくい。
lO．3．3．調査対象。その発話が記録された発話岩は，全資料においては，5人
の隅居家族および訪問老24人である。この報告書で扱う範囲肖では，陶居家族
5人，記聞者16人である。以下に，報告書で扱う範囲の発話巻をあげる。　（敬
称略）
　同居家族
　　落合寿葵子　　　　　　　主婦　　明治37年生　旧高女卒
　　落合春雄　　　　　　　　主人　　明治38年生　高小卒　　漁業
　　　　や　ち　よ　こ　　落合八千代子　　　　　　三女　　昭和王1年生　高校卒　　事務所勤務
　　　　とくすげ　　落合憲友　　　　　　　　　　　　　　長男　　　　日召和17年生　　高校z弊　　　　会社勤務
　　かん　ど　　神門章子　　　　　　主人の妹1　大正7年生　　　　　　病院勤務
　訪問者
　　新聞配達
　　落合徳三　　　　　　主婦の兄　　明治35年生　旧中卒　　会社勤務
　　野菜売りの婦人1　　　　　　　30歳台？　　帯内西尾町から
　　　　　　　　　　　　　　注4）　　落合てい　　　　　　主婦の母　　暁治19年生　女子師範卒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさくみ　　野菜売りの婦人2　　　　　　　　60歳台？　　市内朝酌町から
　　洋服屋店員
　　郵便配達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やつか　　　　　　　　　　か　が　　　　　　　　　　　落合氏長女　　昭和5年生　旧高女卒奥村群肝
1出航某
福島登
村上某
かなつ金津某
蒲生八重子
クリーニング屋1
寺本某
クリーニング屋2
近所の奥さん
主入の妹2
30歳～40歳？
20歳台？　　　　高校卒
60歳台
40歳台？（女性）
明治45年生
八東郡島根村魏賀に住
む
葭陰合同銀行員
富士銀行員
主婦の友人　主婦と同年輩　暇高女卒
8
温灸師
落合家の隣りに住む
以上の発緬者の，資料に現われた行動を，時間を追って簡単に示す。
6時
6時15分
6鐸寺35分
6時50分
7時
7蒔すぎ
8時すぎ
8時30分すぎ
8時55分
9時55分
ユ0時20分
10時30分
10聴33分
10捺茅56分
11時24分
主婦（落合寿美子）すでに起床。
主人（落合春雄）起床。主婦と話。
長男（落合懲友）起床。主人の妹1（神門幸子）起床。
新聞配達来る。主人，主婦，主人の妹1の聞で雑談。
空負，朝食を食べずに外繊。
三女（落合八千代子）起床。主人以外の家族の朝食，出
勤準備など。
主婦の兄（落合徳三），花を持って来る。主婦，三女と
数分慰して帰る。三女，長男，主人の妹1あいついで嵐
勤。
野菜売りの婦人1来る○主婦，二三の野菜を買う。しば
らくして帰る。
主婦の母（落合てい）来る。へやに上って，主婦と，家
族，親戚のうわさ，その他の世間話。
野菜売りの婦人2来る。へやに上る。主婦，主嬬の母を
相手に，大根，かぶの話，漬物の話，世間謡などをする。
野菜売りの婦人2帰る。洋服屋の店員来て，用件だけで
帰る。
郵便配達来る。長女（奥村節子）来る。へやに五って，
主婦，主婦の母と話をはじめる。
山陰合同銀行員（山内某）来る。へやに上って，主人の
帰りを待つ。主人，漁でとれた魚を持って帰宅Qしばら
くして，寓士銀行員（福島登）来る。霞陰合同銀行員，
用件をすませて帰る。主人，主婦の母，寓士銀行貴の問
で雑談。
近所の奥さん（村上某），ちょっと来て帰る。
手網銀行員帰る。このあと，主人，主婦，主婦の母，長
女で，魚のよりわけをしながら雑談。
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12琵寺35分
12蒔55分
13艮寺24分
13時32分
13時50分
湿灸師（金津某）来て，へやに上る。　（主人に温灸をす
るため）
主人の妹2（蒲生八重子）来る。魚のよりわけに参加。
　　　　　　　　　　　　　　　注5）主婦の母，長女と話す。昼食はじまる。
クリーニング麗1来て，用件だけで帰るQ温灸師，治療
をすませて，話に仲聞入りする。
主婦の友人（寺本某），女学校の同窓会名簿のことで来
る。主婦，長女としぼらく謡して帰る。
クリーーニソグ屋2来る。温．灸師帰る。そのあと，主人，
主婦，主婦の母，長女，主人の妹2の間で雑談。
0．3．4．資料の種類・性格。この調査の結果から作られた資料には，次の種類
のものがある。
　（1）録音資料
　　　　録音時問：約16時間（午繭6時から午後10時まで）
　　　　録音テープの大きさ：7イソチ
　　　　速度：9．5c副秒
　　　　原テープ：6本（表6本分，裏4本分）
　　　　コピーテープ：10本（表のみ）
　（2）　　文字イヒ資料
　　録音資料は調査後文字化した。文字化資料には次の三種のものがある。
　　a　音声表記テぞスト。録音資料を聞きながら文字化した，最初のテクス
　　　　トである。
　　　　分量：16時間分全部
　　　　表記：国際音声字母による簡略表記。ただし，テープ（片面）二本分
　　　　（午後5時15分ごろから午後8時30分ごろまで）はカタカナ表記。
　　　　付加情報：話し手，文にあたる部分の切れ目，文節にあたる部分の切
　　　　れ黙。
　　b　音韻表記テクスト。理論的に雷えぽ，aのあとに来る第二次的テクス
　　　　トである。aのテクストは，そのときそのときの三一の音声上の形に
　　　　　　　　　　　　　　　　1o
　　　　近い表記なので，岡じことぽでも表記が違うことがよくある。このb
　　　　のテクストの方は，一応の音韻論酌鯉釈をへた形にしてあるので，こ
　　　　とぽの形が一定している。ことばの形が一定しているということから
　　　　いえぽ，次のCにあげる形態音韻表記テクストの方がさらに一定して
　　　　いる。しかし，Cのテクストは，書かれた爾では実際のことばの形に
　　　　遠い。
　　　　分：量：約8時間分（録音テープ片薦5回分）
　　　　表記：音韻表記（原則として国際音声字母使用）
　　　　付ヵ鯖報：交番号，話し手：聞き手コード（これはさらに，次の情報
　　　　を含む。同居家族／訪問表の別，個人番号，性別，詳細は◎，5参照），
　　　　文の切れ輿，文の種類（三種。普通文，疑問文，中断文），交節の切
　　　　れ瞬。
　　C　形態音韻表記テクスト。理論的に言えば，第三次資料である。ことぽ
　　　　を形態素に分析し，それを形態音素で表わしてある。これは，直接に
　　　　は，コンピュータにinputして処理するために作ったテクストであ
　　　　る。実際の作業の過程では，aのテクストからすぐこのCのテクスト
　　　　を作り，そのあとで。からbのテクスyを作った。音韻化規則によっ
　　　　て，このCの形態音韻表記テクストを，bの音韻表記テクストに転写
　　　　することが可能だったからである。また，それを前握として，形態音
　　　　韻論的分析を行なった。’
　　　　分量：約8目孤塁分（録音テープ片面5ホ分）
　　　　表記：形態音韻表記（HITAC　3010の64文字コード使用）
　　　　付加情報：文番号（bの場合と同じ），話し手：聞き手r一ド（bの
　　　　場合と同じ），丈の切れ騒（bの場合と同じ），文の種類（bの場合と
　　　　隅じ），交節の切れ屠（bの場合と同じ），形態素の切れ目。
　以上三種のテクストのうち，b，cのテクストが全体の約半分しかないのは，
主として担当表（南）の罪能率による。
　これらの資料が，松江市艮の言謡生活の実態をよく代表しているものである
かどうかについては，かなり問題がある。
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　第一に，調査写象にえらんだ家庭が，松江市民の一種の平均的な生活に近い
ものであるかどうか，ということである。その点では，あまり平均的であると
は言えないかもしれない。職業の漁業は，松江市の中でもきわめて少ない職業
　　　　注6）だからである。しかし，あえてここをえらんだのは，この種の調査は，被調査
者に大きな犠牲を強いるものであって，落合家のような自発的な協力は，他に
期待できるかどうか，疑問だからであった。
　第二に，これは必然的に，一一つの家薩における，一Hの記録が，雷語生活一
たとえそれを話しことばの面だけに局限してみても一のすべての分野をおお
うものであるとは言い切れない。おそらくそれは不可能である。だから，この
記録だけをもって，すべての分野における実例を得るための資料とすることは
できない。しかし，上述の4うに，当臼は偶然わりに多くの訪走者にめぐまれ
て，いろいろな種類の発話を記録することはできた。
　第三に，被調査者がこの調査を意識するために，ふだんとは違った点がいく
つか言語行動の上に現われたのではないか，ということである。前にものべた
ように，調査員や録音機類を職こっかぬようにして，出来るだけ影響をおよぼ
すことを避けたが，すでに調査が行なわれていることを知っている被調査者に
その影響を全然なくすることは不可能なことである。ただ，それをわずかな程
度にとどめることは出来たと考えられる。また，訪問春の多くは，調査が行な
われていることを知らなかった。調査のことをまえもって知っていたのは，同
居家族の全部5人と，訪問表の中では，主婦の兄，主婦の母，長女，主人の妹2
の4人であったと思われる。すなわち，同居家族，訪聞者あわせて21入のうち，
9人が調査を知っており，12人は知らなかったということになる。
　第四に，とくに文字化資料についての問題がある。録音資料の墨字化のため
には，　「準備調査」におけるr松江方言の体系記述」が役立った。しかし，録
音状態不良のための聞き取り困難，あるいは松江方量についての知識不足のた
めのことぽの認識困難が漂因となって，文字化できなかった部分がすくなから
ずある。また，文字化してあってもまちがっている箇所もすくなくないと想像
　注7）される。なおまた，二組以上の会i謡が行なわれている際には，聞き取りがむず
かしい方の組の会話を一定時間無視して野江化しなかった場合もある。
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　以上の諸点から考えて，この記録が完全な資料であるとは言いにくい。枳当
程度までは，言語生活の実態を反映しているとは考えられるが，具体的ないく
つかの点について，それぞれその信頼できる程度を客観的に示すことは出来な
F”
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歌4．　分析と資料の処理。
10．　4．　1，分析について。
　この報告書における分析の一般的な融勺は，まず，待遇表現にもっぱら関係
「していると考えられるいくつかの雷語要素と，それらの要素の選択を規定して
いるいくつかの条件を開ちかにすることである。
　ここで闇題にする言語要素は，いわゆるrていねい表現」　「尊敬表現」　「要
求表現」および呼び名に関係したものに限る。取り扱う具体的な形は，多くの
場合，形態素または形態素の連続である。
　資料に現われているこれらの要勲こは，方言的な形のものもあるし，標準語
葡な形のものもある。たとえば，GOZAINSとGOZAIMASくいずれも「ご
ざいます」にあたる〉，NASAINSとNASA王MAS〈いずれも「なさいます」
にあたる〉，RAEとRARE〈いずれも「られる」にあたる〉など。また，あ
らたまった形のものも，それほどあらたまった形でないものも現われている。
たとえぽ，ANATA〈あなた〉とANTA〈あんた〉，（…te）k：udasa三mase
〈（…して）下さいませ〉と（…te）cjoodai〈（…して）ちょうだい〉。研究の
日安いかんによっては，これらは厳密に区別して扱わなければならないだろう
（たとえぽ，そこの方書の文法体系の記述など）。しかし，ここでは，それら
の混在状態そのものが分析の対象となる。各種の条件のもとでの，各種の要素
の選択の実態を明らかにすることが臼的だからである。
　要素の選択を規定する条件の種類についてはいろいろの観点がありうる。た
とえば，霜曇体系内のものと虚語体系外のものとを区：凝するのも一つの見方で
ある。標準語では，いわゆる連体修飾語の中の述語の部分に「ます」が現われ
ることがすくない傾向がある。さらに，たとえば「…ながら」という句の中に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ「ます」は絶対に現われることが串来ない（＊手ヲブリマシナガラ走りマシ
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タとは雷えない。季ブプリナガラ走りマシタは書える）。このような制約は，
まったく鷺語体系内部の事惰によるものである。それに附して，性別，年代，
社会的地位（階級），学歴などの違いがもしいくつかの要素の選択に関係がある
ならぽ，それらは一応言藷体系外の条件とみなすことが出来るかもしれない。
たとえぽ，女性は「あなた」　「ございます」を男性にくらべて多く使うとか，
若い世代の女性は男に対する呼び名に「…齎」の形を用いることがあるが，古
い世代の女性にはそれがない，といったようなζとなどはそれに関係のある現
象であろう。しかし，これらの諸条件も，言語要素の選択に関係している限り
言語的な存在であると主張する考え方もありうる。この際，言語的か書語的で
ないかという区別それ自身はそれほど重要でないかもしれない。重要なのは，
どんな条件がどんな要素の選択にどのように関係しているか，ということであ
る。ただ，上に例としてあげた，連体修飾語やある種の従属句の構造にもっぱ
ら関係したもの，いわぽせまい意昧での言語体系内部のことがらが条件になっ
ているものと，一方性別とか社会的な階層といった，一応言語をはなれても存在、
しうることがらが条件になっているものとの違い（また両者の間にはいろいろ・
な段階のものがあることが想像されるが）は認めなければならないであろう。
　条件の種類については，とくに，せまい意味での言語体系の外のことがらが
条件になっているものについては，劉の見方もありうると思われる。それは，
いわぽ園定的（または絶対的）な条件と，臨時的（または相対的）な条件との
賦別である。たとえぽ，性別，年代（相手との相対的な年代の違いを問題にし
ない場合の），学歴，職業，出身地などは，一一応話し手にとっては動かすこと
の出来ない固定的（絶対的）なことがらである。それに対して，そのときその
ときの話の相手とのいろいろな関係（相対的な年代の違い，みうちかみうちで
ないか，主人側か客側かなど），そのときそのときの話の持っているcommu－
nicationの上でのfunction，またはそのときそのときの話題などが，いろい
ろな回議要素の選択に関係しているならぽ，それらはいわぽ臨時的（相対的）
な条件と見ることが幽来るであろう。
　松江調査における，24暗間調査以外のいくつかの調査では，どちらかという
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注8）と固定的（絶対的）な条件を問題にしたものが多い。それに対して，ここでも
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つばら問題にしょうとするのは臨時的（網対的）条件といろいろな要素の現わ
れとの関係である。
　それぞれの要素の選択についての臨時的（相対的）な各種の条件を明らかに
するためには，問題の要繁の現われる具体的な書語表現およびその周辺のいろ
いろな事実を分析する必要があると思われる。ところで，言語（要素）の具体
的な現われは，多くの場合，大きいにしろ小さいにしろ，ひとまとまりの野物
（discourse）の形をとるのがふつうである。従って，ここで問題にするよう
な条件を明らかにするためにはまず文章およびその周辺のいろいろな事実に何
らかの意昧での分析を鵬える必要があると思われる。さらにまた，文章の構造
それ葭身にも，ひとつひとつの言語要素（文，単語，形態素あるいは音素など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注9）の現われを規定する条件が見出されるのではないかと予想される。
　欝語表現を文章の形で見るためには，もちろんある程度の畏さを持ったテク
ストが資料として必要である。その点に，ここで扱う資料の，この種の研究の
ための有利さがあると考えてよいと思われる。ここでの分析は，そのようなテ
クストにおける文章を通して見られる，いくつかの条件と待遇表現関係の諸要
素の現われとの関係を見ることに璽点をおいた。
　待遇表現関係の諸要素の現われについての分析を完全なものに近づけるため
には，考え得るすべての条件（要素の選択に関する）およびそれによって趨こ
る結果を明らかにすることと，それらの，条件一結果という組み合わせの，
おたがいの間の関係，別のことぽで言えば，引々の条件一結果という組み合
わせの，全体的な要素の選択の過程における位置を明らかにすることが必要と
患われる。すなわち，要素の選択の過程に関する全体的な体系を賜らかにする
ことである。ところで，この報告：露：で取り上げるのは，あとでのべるように，
ここで談話と呼ぶ，交章掌上の一種の仮定的な単位の種類とその談話に参加す
る話し手，聞き手との関係，および待遇表現関係の諸要素と談話の種類との関
係である。ある談話に参加する話し手，聞き手のいかんは，その談話の型また
臆種類の選択セこ関する条件の一部である可能性が大きい。また，談話の種類の
・L・かんは，そこに現われる待遇表現関係の要素の選択に関する条件の一一部であ
る可能性も大きい。しかし，これだけが要素の選択に関する条件の全部である
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かどうかについては問題がある。おそらく，資料における待遇表現関係の要素
の選択に関する全体的な体系を作るには不十分ではないかと思われる。すなわ
ち，すべての種類の条件はまだ分析されていないわけで，いわぽ質的に不十分
である。一方にもう一つの問題がある。ここでは要素の現われ方を数の形で示
す場合が多い。しかし，それは厳密な意味での統計学的な検討を経たものでは
ない。一種の全数調査であるが，数の形ではっきりした結論を出すためには，
理論的に検討が不十分，またしばしば量的にも不牽分であると思われる。加え
て，資料そのものにいくつかの問題があることは前にものべた通りである（→一
〇．3．2．）。以上のことから考えて，この報告書の内容は，資料における待遇表
現関係の要素の現われの実態を十分分析した結果とは言い難い。にもかかわら
ず，それをあえて示すのは，ここで問題にするようなことがらの分析のため
の，一一一・つの新しい観点を提出し，また，そうした観点から眺めた事実のいくつ・
かを報告しようと考えるからである。
0。　4．　2．　電算機による処理について0
0．4．2．1．本報告の分析研究のために，「65MATSUEjと銘うたれて開発ざ
れた，言語研究補助用のプPグラムが利用された。
　このプログラムの図的は，文。文節。形態素のごとく，三段階に分割されて
いる文字化（ローマ字化）資料一本報告に即していえば，0．3．4．の②の。
「形態音韻表記テクスト」一一を各段階ごとにその全レコードを磁気テーープに
記録（ファイル化）し，その上で必要な整理，分類，統計処理を行い，さらに
は，リクエストに応じて必要項目の選択および各項貝に回する付加情報一時
間帯，話し手，聞き手，文番号など一にもとつく分類，配列をおこなった上．
で，その結果を，高速印字機（ラインプリンター）で印字し，言語研究春の分
析のために，すぐに役立つ形でそれぞれの段階の資料を提供することにある。
　この「65MATSUE」というプログラム名称は，その立案・着手された年度
（昭和40年篇1965年）と，それが松江調査の資料の分析を直接の目的として計・
画されたということを示すものであるが，松江資料以外のものであっても，そ
れが三段階以下に分割されているロ　一一マ字化された資料であるならぽ，このプ
Pグラムを利用して処理することが可能である。また，付加情報も本報告の腸
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合のように，聴閥帯，文番号，話し手，聞き手というように固定して考える必
要はない。資料の種類や分析の目的に応じて，巻数，ページ数，話題の分野
励文体別，等々，全く別の意味をもつコードをそれぞれの塔寺にあてはめて
処理することも可能である。ただこのプログラムが，元来，多人数の話し手・
聞き「手による自然な発話・会話を録音したものを可能なかぎり忠実に交字化し
た資料を分析する昌的で作られているため，もともと文書の形で存在する言語
資料を分析する場舎には，いささか無駄な面のあることは否めないであろう◎
　以下，本報告の資料分析の場合に即した形でプログラムの概要を説明してお
こう。（ゼネラル・プロ　一一チャート参照）
O．　4，　2．　2．
　1　文の段階
　　1－1　0．3．4．の（2）の。に示された，文番号，話し手：聞き手コ・・一ド，
　文の種類などの付加情報をつけて，一一・Ttcつつを一ブロックとする形でパンチ
　された紙テ・一一プ（原始入力テープ）を読みとり，形式上のエラ’一一　ltチェック
　しながら磁気テープに書きこむもの。
　　　　　　　　　　　　一プログラム名称　65MATSUE　1－
　　1－2　原始入力テr・・プに存在したエラー一の訂正・削除，および脱落のあ
　つた：文の追煽をし，各レコードに時間帯情報を播回して，マスターファイル
　（磁気テープに記録されたもの）を作製するもの。配列順序は，文番号によ
　る。　　　　　　　　一プログラム名称65MATSUE　2－
　　1－3　あとから追加して作製された原始入力テープにもとつく新らしい
　Vスターテープができた場舎，既存のマスター・ファイルと次に出来たマスタ
　…テープとを総合して，新一rスターファイルを作るマージ・プログラム。配
　列順序は1－2と同じ。一プPグラム名称65MATSUE　3－
　　1－4　マスタ・・一ファイルに収められたすべての文を，話し季，聞き手，
　時間帯の三つのkeyによって分類配列（ソーート）した結果を印齢するもの。
　（ソートはH王TAC　3010ソート・ルーチンを利用する。以下圃様）この処
　理結果は，だれがだれと，どのように話し，また話さないかという，雷語生
　活の実態（0．3．1．のe参照）を，時間の流れの中に見ることに役立つもので
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ある。　　　　　　　　　プPグラム名称　65MATSUE　5一
紅　：文節（長語）の段階
　9－1　「長語見出し立てプPグラム」文段階のマスターファイルを入力
として，そこにあるすべての文にふくまれる全文節（長語）の一つ一つを見
出し語として，それをふくむ文および付加通報をつけたものを別の磁気テー
プに書きこむもの。　　　一プログラム名称65MATSUE　6一
　☆この磁気テープを入力として，見出し語をアルファベッi・順にソート
すれば，文節（長語）段階のマスターファイルができる。このファイルは，
文節を．見出し語とし，その丈節をふくむ丈が付記されているカードを，アル
ファベヅト顯に配列整理したものと同様の価値をもつ。同一語形を見出し語
とするレコ・一一ド群の内部は，更にその見出し藷をふくむ文の番号順に配列さ
れている。
　9－2　「度数つき長語リスFjの作製。文節（長語）単位でことなり語
数，のべ語数の計算をし，子心について，出現起臥のついた語彙表を作成す
る。最終ページには，全体のことなり語数と，のべ総語数とが示される。
　　　　　　　　　　　一プログラム名称65MATSUE　8－
　lt－3　調べたい文節の語形（語数に翻限なし）を指定すると，文節段階
マスターファイルから，該当するものをえらび出し，それらの見鷹し語をふ
くむすべての交を，その話し手，聞き手，文番号などの情報をつけて印字・
作表するもの。全文節について作表することも可能。
　　　　　　　　　　一プログラム名称65MATSU£　6A－
　9－4　リクエス5された見出し語について，話し手，聞き手，：交番号の
顯でソートした上で，その結果を，話し手一聞き手のことなりに応じて，用い
られた見出し語とそれのあらわれた文の番号とを印字するもの。リクエスト
する見出し語の選定を工夫すれば，待遇表現の現われ方を規定する非言語的
条件を考察する上で直接的に役立つ資料をうることができる。（0．4。1．参照）
　　　　　　　　　　一プPグラム名称65MATSUE　6　B一
頭　形態素（転語）の段階
　顕一1　「短語見出し立てプログラム」文節段購rスターーファイルを入力
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とし，形態素（詩語）を見難し語として，その形態素をふくむ文節，文，そ
の他の付加情報をつけたレコ・一ドを，嵐現したすべての形態素について作製
して，別の磁気テープに書きこむもの。
　　　　　　　　　　　一プログラム名称　65MATSUE　7一
　☆この磁気テープを入力として，児出し語のアルファベット順ソートを
行えば，形態素（野選）段階のマスタ・・一一ファイルができる。このファイルは
形態素を第一次の見出し語とし，それをふくむ文節を第二次の見幽し語とし
て，それらをふくむ文を付記してあるカードのストックと岡三の価値をも
つ。同一見翻し語をもつレコード群の内部は，更にその形態素をふくむ文節
のアルファベット順，更にその次は話し手，聞き手，文番号，というorder
で分類されている。
　M－2　「度数つき短語リス1・　Jの作製。形態素（昏昏）単位で，ことなり
語数，のべ語数を計算し，各形態素ごとの出現総度数およびその形態素をふ
くむ各文節の出現度数を承し，最後に全体の形態素のことなり語数，のべ語
数を印字するもの。同時に，このリストと岡内容の磁気テープを作製する。
　　　　　　　　　一プログラム名称　65MATSUE　90～91－
　M－3　「リクエストによる度数つき甲声リスト」の作製。上記（獄一一2）
の短骨リストを実際に印字すると極めて膨大なものとなるので，実際には調
べたい形態素についてのみ作表させることが多いQその場合には，el　一2の
印字開始直前の停止後に，印字をせずこのプログラムをよび出して処理を実
行すれぽ，調べたい形態素についてだけ作表する。（語数制限なし）
　　　　　　　　　　一プログラム名称65MATSUE　gA一
　盤一4　リクエストされた，見足し藷（形態素）とそれをふくむ忠節のす
べてを，さらにその文節をふくむ文に，話し手，聞き季，等の付加情報をつけ
た形で印字するもの。一プ・グラム名称　65MATSUE　7　A一
　班一5　リクエストされた形態素に関して，話し手，聞き手，形態素，交
番号の願序でソートし，その結果を，同一の話し季について，聞き手の違い
に応じて，どのように問題の形態素を使ったり，使わなかったりしているか
を見ることができるよう，話し手，聞き手，形態素，その形態素をふくむ文
　　　　　　　　　　　　　　　　19．
節，その文節をふくむ文番号という順で表示するもの。
　　　　　　　　　　　一プPグラム名称65MATSUE7B一
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⑳．5．　凡例。
　（1）　話し手：聞き手コーード
　　三けたよりなる。
　　　第一一けた　　岡居家族か訪間者かの区別
　　　　　K　　訪問者　　（kyaku）
　　　　　U同居家族（uchi　no　mono）
　　　第二けた　　発話巻の番号
　　　　　1～G　　（訪問者，計16名）
　　　　　1～5　　（同居家族，計5名）
　　　　Kのぼあい，コードを三けたにそろえるために，10以上はアルファベ
　　　　ットの大：文字を使った◎
　　　第三けた　　性別
　　　　F　女性
　　KIM新聞配達
　　K2M　落合徳1三（UlFの兄）
　　K3F　野菜売りの婦人1
　　K4F　落丁てい（UlFの母）
　　K5F野菜売りの婦人2
　　K6M洋服屋店員
　　K7M郵便配達
　　K8F　奥村節子（落合町長女）
　　lKgM山内某（門訴合岡銀行員）
　　KAM福島登（富士銀行員）
　　KBF　村上某（近所の奥さん）
　　KCF　金津：茶（温灸師）
　　KDF　蒲生八重子（U2Mの妹）
く2）形式の表記
　形態素の表記
　　　　　　　　　　　　　　　　25
　M　男性
KEM　クリーニング屋1
KFF　寺本某（U！Fの友人）
KGM　クリーニング屋2
KZM国語研究所員
UIF　落合i寿美子（主婦）
U2M落合春雄（主人）
U3F　落合八千代子（三女）
U4M落合感友（長男）
U5F　神門幸子（U2Mの妹）
IND　不明
形態音韻表記（アルファベッ】・大交字。HITAC　3010
　　　　　　　　　の64交字コードにあたる）。たとえぽ，DES〈です〉，
　　　　　　　　　MASくます〉，　CJOODA1くちょうだい〉など。
形態素の連続の表記　　音韻表記（主として，アルファベット小文字を使
　　　　　　　　　　　用）。たとえば，nasaimase（NASAIMAS，　RE）
　　　　　　　　　　　〈なさいまぜ〉，nasai（NASAR，　RE）くなさい〉
　　　　　　　　　　　など。
形態素の表記は，表現された形とは違っているばあいがある。たとえぽ，
DARくだ一いわゆる断定の助動詞〉，　TAR〈た一いわゆる過去の助
動勢〉など。また，一つの表記をもって二つ（以上）の形を代表している
こともある。たとえば，RARE〈られる〉は「れる，られる」，　TAR〈た〉
は「た，だ」をそれぞれ示す。なお，以下に，二三の記号について説明を
加えておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　形態音韻表門　　　音韻表記
　　促音（ッ）
　　簸音（ン）
　　長母音にあたる母音音素
　　の連続
　　ヤ行音，拗音の半母音に
　　あたるもの
　形式不閉の表記　　　　（＋＋＋＋）
　発話なしの表記　　　　S猛8NT
（3）形式の切れ昌の表記
形態素の切れ目
文節の切れ目
文の切れ圏
　　　Q
　　　N
VV（AA，　OO，EE
など）で表わす
　　　」
　　Q
　　N
vv　（aa，　oo，　ee
など）で表わす
　　j
コンピュータのコードとしては，一（マイナス）。た
とえば，SICI－ZI－NO〈七時の〉，　KU・一一RU－WA
〈来るわ〉など。ただし，本報告書の表記では原則と
して一の代りに一（ハイフン）を用いた。
スペース。たとえば，SO－NO　HAQPA－WAくそ
のはっぱは〉など。
磐干たとえば，聾HOO　SOO．＃ぐ‘ほうそう．t’＞
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（4）交の種類の表示
　普　通　文
　疑　問　交
　　中　断　文
　（5）丈番号
　　7けた旧記長の数字。第7けた冒は補充溺とする。従って1番は0000010，
　　150番は0001500のごとく表示される。
　　OOOOIO1　es，10番と11番の中間に位置づけられる番号を示す。
　HITAC　3010の高遠印字機で印字する場合，64二字モーードで印字すると，
ある種の記弩は，実際には存在して電算機内では記憶されていても，全然印字
されない。たとえぽ，’AAの’や，交の種類のうち，疑問交を示す＠，中断交
であることを示す；などは印字されない。（その点はH峨77で印字する場合も
同様である）そこで，電算機の記憶装置内に，実際に当該記号が存在するか否
かを知るために，高速印字機の文字モード制御スイッチをきりかえて印字させ
ることが多い。その場会，’はカ，＠はイ，；はエ，：はオ，男はセ，の
ように仮名文字にかえて印字される。
　たとえば，’AA一一〉ヵAA
　　　　一・…一’ANOO　ZIDOOSJA；一fo　ANOO　ZIDOOSJAcr＝
のごとくである。したがって，処理結果をよむ蒔には，もとの形に翻訳してよ
むことが必要である。（ただし，本報告書では，語形を示す場合には原則とし
て’は省いた。もっとも，MAN’IN〈満員〉，　PAN’JASAN〈パン屋さん〉
などのような場合セこは残した）
●　（ピリオド）o
＠（アットマーーク）。0．3．4．の②のbの音韻
表記テクストでは，？
；（セミコロン）o
注1　　以下の記述は，昭和40年2月20艮に，国語研究瞬が松江衛で行なった，松江調
　査報告講演会の時の配布資料「松江調査の結果」による。
注2　　たとえぽ，嫁，しρうとの問題，家庭の中でだれがさいふを持つかなど。
注3　　『言語生活の実態一由澗宙および付近の農村1こおける一』（悶研報告2，1951），
　窪地域社会の需語生活一鶴職こおける実態調査一』（国研報暫5，1953）参照。なお，
　このほかに昭和27年に三重漿上野布において実施した24時間調査が一一例あるが，結果
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　は発蓑されていない。
注4　　継母。
注5　　仕事や来客の関係で，みんなが揃って昼食をとったのではない。
海6　　紹和35年10月1臼現在で，松江市で漁業をいとなむとされている，15歳以上の
　就業表数は，男398名，女1G2名，計500名である（『新修松江斎誌』，昭和37年，松
　江市役所発行による）o
注7　　文字化の作業をnativeの者が行なうか，あるいはnativeの者があとで検査
　を行なうかすれば，文字化が不可能だった箇所，あるいはまちがって文字化した箇所
　をすくなくすることが出来たと思われる◎／かし，実際にはそれは出来なかった。
注8　　たとえば，付録（3．4．）の松江調査関係文献罠録中の国立国語研究所1965b，林
　四良β1966など参照。
注9　　最近のいわゆるcomputational　linguisticsの分野でも，三章の分析の重要性
　が注欝されはじ1めたようである。たとえば，K：．　KripPendorffは，　content　analysis
　におけ’るapproachのしかたとして，　association　models，　discourse　modelsお
　よびcommunication　modelsの三三種をあげている。そして，テクストに翼われる
　有限の数の要素（たとえ．ば語）の絹互関係についての統計的な性格だけを問題にする
　第一のmodelより，文章（discourse）全体を考察の対象とする第二のmode1の
　方が，またさらに，押し季，聞き手間の伝達における栢互作用まで取り扱うことを
　霞的とする第三のmodelの：方がもっと強力であるという意味のことを言っている
　（K．　Krippendorff　：　Models　of　Messages　：　Three　Prototypes，　The　Analysis　of
　Communication，1969）。これは，具体的なことばによる低達における，どんな言語
　上の要素もたがいに切りはなされた存在でないこと，また呉体的な言語行動そのもの
　が，他の種の行動からまったく独立した存在ではないことなどを考えれば当然のこと
　であろう。石綿敏雄の教示によると，G．　Saltonは，　content　analysisにおける清
　報検索について，統計的な手法を用いた方法と，人手によって作成したシソーラスを
　用いる方法によって，いくつかの実験をし，その問の比較をした。統計的な手法の中
　では，一語一語をばらばらにした状態で，リクエストのee　一’ワー…　〉“とstoreされてい
　るテクストのキー一一ワードのマッチングをするよりも，単語のassociationを利用した
　方が効果酌であった。ところで，さらに，これらの統計的な手法よりも，入手による
　ふつうのシソーラスを使った方がより効果的であったと，Saltonは報告している
　（Gerard　Salton　：　Automatic　Content　Analysis　in　lnformation　Retrieval，　The
　Analysis　of　Communication，1969）。これも，テクスト全体：に：ついての総含的な情
　報が，どんな言語dataの処理の場合にも必要であるということを示す例の一つであ
　ろう。このことは，単にcomputationa1玉inguisticsに限ったことではない。
　　また，最逓の言語の意味の研究は，もっぱら単語（あるいは形態素）を考察の対象
　とする従来の行き方ばかりでなくて，文の中におけるいくつかの単謡の結び付き（連
　語），あるいは句または交全体に着Rする傾向がだんだん一一般的になってきているよう
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『である。たとえば，Herbert　E．　Brekle：Generative　Satzsemantik　und　Trans．
’formationelie　Syntax　im　System　der　Englischen　Nominall〈omposition　（Wil一
：helm　Fink　Verlag，　M養nchen，1970），石綿敏雄「言語の意味と言語情報処理」（『電
子計出機による同語研究』癌研報告31，1968），「言語の意味と温語情報処理」修正補
記（LDP〈闘語研究二胡：子計；算機グループ月報別騰〉，　No．1，1968－5），「構：父解析自
動化の研究1　一Cしからの構交論の見通し」（『電子計算機による國語研究麗国訴
報告34，1969），Geoffrey　N．　Leech：Towards　a　Semantic　Description　of　Eng－
lish（Longmans，　London，王969），南不二男「文の意味についての二三のおぼえがき」
（『国言吾拶F究』　〈国学院ブ〈学〉，　No．24，1967－12），　0筑the　Meaning　of　Sentences
〈Studies　in　Genera！and　Orienta1　Linguistics，1970），中野洋「言語購報処理に
おける意味の掘握についての一一一・fieqj（『計量園語学』No。53，1970－6）など。これも’
ことばの意味（内容）を，さらに広い範囲の条件のもとで考えようとする傾向の現わ
れの一つであろう。しかし，意味についての分析も，交を最大単位としているかぎり，
．それはそれなりの限界があるはずで，将来はさらに大ぎな単位を考察の薄畳にする必
要があると思われる（この問題については，1．7．2．参照）。
　欝語研究の対象を抽象的なiangueの体系に限ることなく，具体的な表現（または
言藷行動）にも鶏を向けるべきだという意見は，はじめにあげたようなapplicati◎nの
観点からばかりでなくて，一般雷語学の立場からもそれほどしばしぼではないにして
も説かれてきたQ最：近では，Eugenio　Coseriuが，言語学をSaussure流のlangue
の学と規定することはあまりにもせまい見方であること，書舐研究のためには齋語行
動の言語学（または雷語行動の文法）が必要なことを主張している（E．Coseriu：
Teoria　dei　lenguaje　y　lingttfstica　genera11967。このCoseriuの説は，石綿緻
雄に教えられた）。ただし，ここで問題にする談話の種類（または型）は，たしかによ
り具体醗な言語表規の型に対応するものではあるが，それ自身具体的なものか，ある
いは抽象的な存在として考えるべきかは閤題である。このようなことばの表現の型の
選択（または，言語行動の型の選択とも言えるかもしれないが）の問題は，個々の言
語要素の選択と様様，またはそれに先行して取り上げられなければならないことがら
であると思われるQ松江調査でも，基礎調査，生徒調査，主婦調査，婦人学級調査，
PTA調査は，こうした欝語行動の型に関する調査を含むものであった。これらの調
査の結果の一部については，脚立論語研究断1965b，林照郎1966参照◎また，主婦調
査などの結果について，さらにいろいろな隠語行動（の型）の背後にある要因をさぐ
ることを意図した分析もあった。渡辺友左1965，1968参照。しかし，全体として見る
と，松江調査が企画され，実施された段階では，こうした君語行動の型の規われ（ま
たその背後の要困）から，個々の言語要素の現われにおよぶ，統一酌な理論を作ろう
之する志向は，まだはっきりしていなかったと言ってよい。
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1。分析
1．0．　待遇表現関係要素粗描。
　資料に現われたかぎりの待遇表現関係の要素を概観しておくことにする。た
だし，ここでは，いわゆるていねい表現，尊敬表現および要求表現に関係した
要素だけについて見る。
　（1）ていねい表現関係の要素
　　　DES〈です〉
　　　（…DE）GOZAIMAS　〈（…で）ございます〉
　　　（…DE）　GOZAINS　　〈（…で）ございます＞
　　　MAS〈ます〉
　　また，DAR〈だ〉もあわせて考察するばあいがある。　DESと1）ARに
　　ついてはなお問題があるが，あとでふれる。
　（2）尊敬表現関係の要素
　　　RARE〈られる＞
　　　RAE〈られる＞
　　　SAQSJAR〈られる＞
　　　NAR〈なさる＞
　　　NASAR〈なさる＞
　　　NASAIMAS〈なさいます＞
　　　NASA王NS〈なさいます〉
　（3）要求表現関係の要素
　　　nasaimase（NASAIMAS，　RE）〈…なさいませ＞
　　　nasaiNse（NASAINS，　RE）　＜…なさいませ＞
　　　nasai（NASAR，　RE）　〈…なさい〉
　　　　　　　　　　　　　　　　注1）　　　nai（NAR，　RE）　〈…なさい〉
　　　（…te）kudasaimase（K：UDASAIMAS，　RE）〈（…て）下さいませ〉
　　　（…te）kudasaiNse（1（UDASAINS，　RE）〈（…て）下さいませ〉
　　　（…te）kudasai（KUDASAR，　RE）〈（…て）下さい＞
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　　　〈…te）cjoodai（CJOODAI）〈（…て）ちょうだい〉
　　　（…te）gosinai（GOS，　NAR，　RE）〈（…て）下さい〉
　　　（…te）gosudawa（GOS，　DAR，　WA）〈（…て）ちょうだい〉
　　　（動詞）dawa（DAR，　WA）〈…しなさい，…するといい，例，　tabee－
　　　dawa　＝食べなさい，　jakudawane　＝焼きなさい，焼くといいよ〉
　以上の三つの種類の区別は絶対的なものではない。便宜上分けてあげただけ
であって，こまかく検討すると同じ種類としたものの中でも，違った性格を示
すものもあり，また他の種類のものとある点では共通した特徴を持つものもあ
る。たとえば，尊敬表現としたもののなかで，NASAR，　NASAIMAS，　NA一
・SAINSは，ある点ではRARE，　RAEとはっきり違った特徴を持ち，てい
ねい表現とした諸要素に近い現われ方を示す。これらについての詳網は，あと
でそれぞれの項でのべる。
　上に零した形態素の分析には問題がある。たとえば，NASAIMASはNA－
iS．ARとMASとにさらに分析すべきだという意見もあると思われる。
　尊敬表現と要求表現1こあげた，NASAR，　INASAI：MAS，　NASA王NSは，
ここでは動詞に接尾したものだけを問題にしている。
　要求表現については，（　）の中にそれぞれの形式を構成するおもな形態素
を示した。
　以上の要素の現われ方（このばあいは分布）を，つぎの図（p．32）tlこ簡単に
まとめて示す。問題の要素ぽかりでなく，付随して現われる要素のおもなもの
もあわせてあげた。
　（1）これらの要素（形態素）の現われる順序は，左から右（1　一・　la）。
　〈2）　1，誕…、覆それぞれの同じ欄中の要素はたがいに排除的Qただし，fiの
　　MASは，　RARE，　RAEまたはSAQSJARのあとには現われること
　　ができる。　　　　　　　　lt
　く3）　1のNとVはそれぞれ名詞と小調（の語幹）。
　く4）　韮のaはていねい表現関係の要素。嚢のbは尊敬表現関係の要素。b・
　　cは尊敬表現と要求表現に関係した要素。cは要求表現関係の要素で，要
　　求表現に関係したばあいのみを問題にしている。
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? ? ? ? Y
v
a　　　　　　　DAR雪
　　　　　　　　DESユ
　　　（…DE）　GOZAIMAS
　　　（…DE）　GOZAINS
b RARE
RAE
SAQSJAR
NAR
NASAR
NASAIMAS
NASAINS
MAS
b．c
c　（…TE）
　　（…TE）
　　（…TE）
　　（…TE）
　　（…TE）
　　（…TE）
GOS
GOS，　NAR　（gosinar一）
KUDASAR
KUDASAIMAS
KUDASAINS
CJOODA王
DAR，
DES，
JVV
KEN
DOMO
　DE
RE
NA
NAA
NE
NEE
NOO
JO
JA
（5）　1のDAR，，　DESIと姐のDAR2，　DES2とは，以下のような理由か
　　　　　注2）
　ら区別した。
　a　DAR、，　DES，は，名詞（また名詞に相当する旬）のあとにしか現わ・
　　　れないが，DAR2，　DES2は動詞のあとにも現われうる。（MASをと
　　　もなった動詞のあとにも現われうる）
　b　DAR，，：DES，とDAR2，　DES2とは，一般的に言って共存可能であ・
　　　る。
　　　｛列：
　　　　korja　zjootoodesuda（DES、，　DAR，）〈これは上等です〉（100690s．
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　　　K8F：K4F）
　　　miQcudaQtadesunee（DAR，，　DES2）〈三つだったですねえ〉
　　　（52340，　KAM　：　K　4　F／U　2　M）
　　　　　　　　　　注3）　　　zjamudadakeNne（DAR1，　DAR2）〈ジャムだからね〉（107770，
　　　KDF：K8F）
　　DESヱとDES2の共存1例は見つけていない。
　c　DAR1，　DES，　kこt＊TAR〈…た，過去〉がっくことができるが，
　　DAR2，　DES2にTARがついた例はない。また，　DAR2，　DESaに
　　はJVV〈う，よう，つまり「だら」「だろう」「でしょう」〉がっきう
　　るが，DAR，，　DES1にはっかない。
　　例：
　　　naNbodesitadarakane（DES，，　TA　R，　DAR2，　JVV）くいくつ
　　　だったでしょうかね〉（89000，K：4F：K：DF）
　　　seiTdo　tomaribaNdaQtadesjoo　（DARi，　TAR，　DES2，　JVV）
　　　〈このまえ泊り単一宿直か一だったでしょう〉（41150，K8F；UIF）
⑥　彊，W，　VにわたるREは，いわゆる命令形を作る形態素。つまりこ
　の要素は，租，W，　Vの諸要素とたがいに一斗的な関係にある。
（7）　IVのJVVはくう，よう〉にあたるものQ
㈲　Vの諸要素は，いわゆる終助詞または接続助詞にあたるもの。
（9）　、1の諸i要素は，いわゆる閥投助詞。
エ．1．　談話。
1．1．0。　ひとまとまりの交章を何らかの方法で分析することは，単語とか形態
素とかいった言語要素の現われを規定する何らかの条件を交章の中に見つけよ
うとするばあいの前提の一つと考えられる。常識的に雷え．ば，ひとまとまりの
文章をいくつかの部分（または構成要素）に分けることが必要になるのだろう
が，そうした文章論上の構成要素的なもの（あるいはそれにあたる単位的なも
の）としては，とGこ警：きことぽについては，一種の伝統的な概念が一般に使
われてきている。部，章，節などはその代表的なものであろうし，また段落も
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そうである。書きことば資料では，書き手が一驚していることがふつうである
し，また，内容や書き手の態度などが何らかの点で首羅一貫した性格を持って
いるぼあいが多いから，そうしたいくつかの種類の単位を設定することが比較
　　　　　　　　　　注4）的容易であるように見える。それに対して，話しことば，とくに臼常生活にお
ける会話では，たとえば，話し手一聞き手の関係が固定的でなく，いわぽ流
動的であるし，話の内容（主題），あるいはまた，その話の持っているcom－
munication上におけるfunctionとでも言うべきものが一定とは言いにく
注5）
い。話しことば，とくに会話の，そうした文章論上の単位的なものを設定する
については，はっきり解決できない問題が現在のところいくつかあるように思
われる。
1。1．1．談話の認定。資料に現われた全部の会話は，その形式上または内容上
のいろいろな特徴から，それぞれひとまとまりになったいくつかの部分に切る
ことができると思われる。それらの部分を，かりに「談請」と呼ぶことにした。
それに対して，いくつかの談話のあつまり，または資料全体の談話のあつまり
を，ここではかりに「会話」と呼んでおくことにする。
　一つづきの会話をいくつかの談i話（にあたる部分）に切るにあたっては，一
応次のような基準によることにした。
　1　形の上の凹凹
　　a　その部分の前またはあとのはっきりしたポーズ
　　b　その部分霞身内部の連続性（一つの談隷こあたると考えられる，会話
　　　　のある部分それ自身の中に，相当長い，はっきりしたポーズー話の
　　　　中断一一一一カミないこと）
　2　凶容上の特徴
　　a　その談話（にあたる部分）に現われる各センテンス（にあたる発話）
　　　　の話し手および聞き手（これを一括して談話の「参加老」と呼ぶ）が
　　　　一定していること。もっとも，一gsの参加老の途中からの参加または
　　　　脱落はありうる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注6）　　b　その談話（にあたる部分）の，communicationの上でのfuncti◎n
　　　　が一定していること。たとえば，あいさつ，用談，雑談，感情の直接
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cd
表現といったようなこと。
その談話（にあたる部分）の，ことぽの調子が一定していること。た
とえぽ，ふつうの調子，あらたまり，くだけなど。もちろん，多少の
変化はありうる。
その談話（にあたる部分）の謡題の性格が一定していること。たとえ
ぽ，N常生活に関することがら，世朗話，他人のうわさなど。もちろ
ん，多少の変化はありうる。
　これらの基準はおおざっぱなものであって，それぞれこまかい点ではいくつ
か問題があることは全うまでもない。たとえば，かならずしもその前後にはっ
きりしたポーズが現われるとはかぎらない。また，一一つの談話の中のポーズに
ついて，どの程度以上のものは問題にし，どの程度以下のものは無視する，と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注7）いったことについても，はっきりした客観的な基準をたてているわけではない。
内容上の特徴についてはなおさらである。形の上から言えばひとまとまりの談
話となると思われる部分が，たとえば，事務上の用談＋世間話といった｛生半を
持っているぼあいもある。このように，こまかい問題はいくらでもあるけれど
も，それらはある程度まで無視して，ここでは，資料中の処理したかぎりの会
話（文数9，922）を，1，245の談話に分けた。
1。1．2．　談話の分類。一つの談話は，最：小のものは，一つの文からなる。これ
1はたとえぽ，joisjo〈よいしょ〉とか，　aa　omosiroi〈ああ，おもしろい〉と
いった感情の直接的表現に多い。それに対して，長いものでは，一つの談話の
丁数が211におよぶものまである。これは，沸せぎについてのうわさ話で，参
加者は4人である。
　このようにして，資料中の1，245の談話にはいろいろの性格のものがあるか
ち，これをいくつかの種類に分けることが可能であると思われる。そのため
に，ここでは，かりに次の三つの点から考えることにした。
　a　c◎mmunicati◎n上のfunction。あいさつ，用談，おしゃべりなど。
　b　ことぽの調子。ふつう，あらたまり，くだけ，皮肉など。
　c　話題。臼常生活に関することがら，事務胴件，時事，他入のうわさなど。
　，具体的には，それぞれの点についていくつかの特徴を考え．，それぞれの特
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徴に一けたのコードをあたえ，全体として三けたのコードで表わすようにし
た。
第1けた：
　communication　上のfunctiOl1?????不明
ひとり
あいさつ
しらせ・用談
おしゃべり
遊び
教え・さしず
けんか
思考
第2けた：
　ことばの調子????不明
あらたまり
くだけ
ふつう
泣き
おこり
おしつけ
へりくだり
皮肉
第3けた：
　諮題（おもな内容）
0　不明
1　H常・身辺・家庭
2　世間・時期
3　事務・用事
4　個人うわさ
5　感謝・賞讃
6　悪擁・非難・不平
7　つくり話・うそ
8　感覚・感情
9　きまり文句
A　昔話
　（1）c◎mmunication上のfunction。言語表現が実際の。◎mmunicationr
において果している役割りは単純でなく，いろいろのものがあると考えられる。
たとえば，ふつう言うところのあいさつ（「こんにちは，ずいぶん寒くなりまし
たね」「それじゃまたね，バイバイ」など）と，何かのことがらについてのしら
せ（「今度のごみ集めは火曜だそうですよ」「牛乳代2，800円おたてかえしてお
きました」など）とでは，開らかにそのcommunicationの上でのfunction
が違うと思われる。前者は人と入との一種の社会的な接触に関係したもの（そ
のときそのときの接触をはじめる，つづける，打ち切るなど）と思われるし，
後者は何らかのことがらに関する情報を伝えることにもっぱら関係がある。そ
うしたいろいろなfunction（の違い）を説開するために，一慈の仮説として
上の表にあげたようないくつかの特微を考えてみた。それぞれについて簡単に
説明を舶える。
　1　ひとり：聞かせることをめざした網手のない言語表現，たとえぽ，ひと
　　　りごと，感情の直接的表現におけるもの。
　2　あいさつ：人と人との間の，そのときそのときの一種の社会的接触に関；
　　　回したもの。　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　5　しらせ・用談二何らかのことがらに関した，（欝わば知的な）情報の伝
　　　達を目的に，したものQ
　4　おしゃべり：何らかのことがらに関した伝達を行なってはいるが，目的
　　　はそれにあるのではなく，話すこと自身が爵的，または話を続けることに
　　　よって人と人との間の何らかの関係を維持することが目的であるもの。
　　　たとえば，世間話，他人のうわさなどにおけるもの。
　5　遊び：ことぽの表現そのものが何らかの意味での楽しみの対象となるも
　　　の。冗談，子どもの遊びのことば，二二遊戯などから文学（のある面）
　　　までも含む。
　6　教え・さしず：知的な情報の伝達という点では5と共通しているが，構
　　　手を話し手の意に従わせようとする性格がある。3の場合は，ただ話し
　　　手から相手に情報を中立的に伝えるだけである。
　7　けんか：知的な情報の伝達というより感情的な性格の強いcommuni－
　　　cation。相手を話し手の意に従わせようとする性格という点では6と共
　　　通しているように見えるが，こちらはその伝達が相互的である（6の場
　　　合は，原則として一方的）。
　8　思考：思考活動におけることぽの働き一般。
　以上のほかに，いわゆるmetalingualな働きとか，記録（あるいは情報の
蓄積）といったfunctionも考えることが可能なように思われるが，ここでは
あげなかった。なお，ここで使ったひとり，あいさつ，しらせ・用談などとい
ったことばは，単にそれぞれれの特徴の名まえ．として使ったのであって，ふつ
うに言うところのあいさつならあいさつ，用談なら用談という種類の言語表現
だけをさすものではない。上にあげたような特微を持っていれば，たとえぽ常
識的にはあいさっとは言わない二二表現でも2のfunctionを持つと言うこと
ができる。
　（2）ことばの調子。言語表現の一種の形として現われた，常識的にことぽの
調子と言ってよいと思われる顧を，それだけ取り出したものである。厳密な考
察をしたわけではないので，さらにこまかい分析を施す余地は大いにある。い
わゆるイントネーシnン，強調，ポーズのおき方などの，いわばsuprasegmen－
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Sa1な面にも関係していると思われるし，，また，　segmen£a1な要素の発音の
しかたに関係した面もあると思われる。また，話のはやさにも関係があるであ
ろう。
　1　あらたまり：いわゆる形式的な，かしこまった調子。あいさつなどに現
　　　われるもの。
????
5
6
?
8
　・（3）
る限りのものをおおうことが出来そうに思われる項穆をあげた。その選択，整
理にはっきりした原理をたてたわげではない。それぞれについての説賜は加え
ないが，8（感覚・感惰）は，たとえば，「あっ，いたい！」「うん，こりやう
9い」　「あらいやだ」といったような表現をその代表的なものとしてあげるこ
とが出来るだろう。9（きまり文句）はあいさつなどにおいてよく見られるも
の，A（昔話）は，話し手の過去の経験を回顧するような内容のことで，いわ
ゆる昔話（かちかち山，絵姿女房などのような）ではない。
　談話の種類は，こうした三種の特徴に対応する刷けたのコードの組み合おせ
　　　　　　　注9）で表わすわけである。たとえぽ，138は｛ひとり，ふつう，感覚・感情｝で，資
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くだけ：冗談，ごく親密な問での会話などに現われる，ふざけた調子。
ふつう：常識的に見て中立的だと思われる調子。
泣き：子どもカミ何かを訴える時のような調子，あるいは，おとながぐち
をこぼす時のような調子。もちろん，ほんとうに泣くという行動をとも
なう必要はない。
おこり：けんか，叱責などの場合，また，不平・不満をもらすような時
の調子。もちろん，これはそうした調子だけを問題にしているので，必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注8）らずしも話し手がおこっている場合だけとは限らない。
おしつけ：強調あるいは要求の調子の程度が，3（ふつう）よりも大きい
と考えられるものをおしつけとした。
へりくだり：相手の顔色をうかがいながら，機嫌をとる時などの調子。
おせじ，あやまりなどの場合，子どもをあやす蒔などに現われるもの。
皮肉：常識的に見て，皮肉あるいはからかいなどと考えられる表現に現
われる調子。
話題。これは，あげ出したらきりがないかもしれないが，資料に出て来
料中の例でいえば，aa　omosiroi〈ああ，おもしろい〉などがこれにはいる。
219は｛あいさつ，あらたまり，きまり素謡｝であって，多くの訪閤者のあ
いさつはこれにはいる。33葉は｛しらせ・用談，ふつう，日常・身辺・家庭｝
である。家族どうしの問の家事に関する談話などはこれにはいる。434は1お
しゃべり，ふつう，他人うわさ1ということになる。親ぜきのだれかれについ
てのうわさを内容にした雑談などはこれである。
三．1．3．一期の実例。以下に資料中の実例をすこしあげる。
　　　　　eOl1190　一：一　＃　SILENT．　＃
O1250
O1260
0王280
OOI1200
0e11210
0011220
0011230
◎0王1240．
eO11241
0011250
Oe11260
OOI127e
OOI1271
00王1280
eO11290
0011291
00王1300
eO11310
0011320
0011330
OOI1340．
OOI1341
（申略）
001王450
0e11460
0011461
0e11470
K　3　F　：　1　N　D／U　1　F　＃　inaa　arlgatoogozaimasu．　＃
UIF：K3F　＃ohajoogozaimasu．＃
K3F：IND　鉾（十十十十）．葬
！」　1F：K3F　＃　aa　？＃
K3F：UIF　＃　daikoN　（一1一十十十）ka？tt
K3F：UIF　善daikONwa　ari斑asu（÷十十十）．鉾
UlF：K3F　＃　ija　arukedo　hatakeni　arude　ima　cjoodo
　　　　　　　　葺aiwa．＃
K3F：UIF　＃hol　nara　naNl〈a　hokano　mono
　　　　　　　　　（十十十十）．葬
UIF：K3F　＃　ara　iiga　iiga．　＃
UIF：K3F　＃sore　aNta　soNna；＃
1〈　3F　：　U　l　F　＃　sumimaseNne　cjoQto　（一t一十一1一　一t一）．　＃
U2F　：K3F　＃　（一f一＋＋＋）　aNta　ikeNwane．　＃
UIF：K3F　＃a’Nta　soNna；＃
K3F二IND　＃（一十十）．鉾
UIF：K3F　碁are搬aa　SGG　aa。磐
　　　：一　＃　SILENT．　＃
1〈　3F　：　U　1　F　＃　kore　（十十十一F）　cul〈etedemo　tabete　kuda・一
　　　　　　　　sai　kjabecu．　＃
UIF：K3F　＃aa？＃
IJ　1　F　：　K　3　F　＃　ara　maa　（十十十　一1一　）．　＃
UIF：K3F
王（3F：UlF
K3F：UIF
UiF：K3F
＃　ol〈aasaN　dogedesuka？＃
＃　arigatoogozaimasu．　＃
＃anoo　joo　joO　gozaimaSU（＋＋＋＋）。＃
＃　mada　denasaajani　naraNnee．　＃
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　　　　OOi1480　K　3　F：UlF　＃　hee　mazu　hujuni　naQtekara　（十十一一十）一
　　　　　　　　　　　　　　　　cjoita　hooga　ii　（十十十一y一）．　＃
　　　　OOII490　U　I　F：K3F　＃sogedesjeonee．＃
　　　　OOI1500　K　3　F：UIF　＃mata　raineNno　haruni　（＋＋＋＋）　anata
　　　　　　　　　　　　　　　　demasul〈eN　onegaisimasu．　＃
　　　　eO11510　U　I　F：K3F　＃　odaizini　nasarana　ikeNnee．　＃
　　　　OOI1520　1〈　3　F　；　U　1　F　＃　arigatoogozaimasu．　＃
　　　　（中略）
01290　OOII751　U　l　F：K3F　if　jaaja　doomo．＃
　　　　OOI176e　K　3　F：UlF　＃doomo．＃
　　　　OOI1770　U　1　F　：　K　3　F　＃　arlgatoogozaimaska．　＃
a　上の例は音韻表記テクストである。
b　各行の笙に，ところどころにある五けたの数字は談話番号。これは資料
　　のはじめから，談話に通し番号をつけた。次の文番号についても同様で
　　ある。
c　各行のはじめの七けたの数字は文番号。
d　K：3F，UlFは参掬老を示すコード（→0．5，）。：の左は話し手，右は
　　聞き手を表わす。INDは話し手または聞き手が不明であることを表わ
　　す。
e　＃は文の境目。
f　（十十十十）は不明の部分Q
上にあげた例は，次の四つの談話よりなる。
談話番号
01250
01260
01280
01290
範
?
oe11200，　eol1210
eO1123er－OOI1341
011450NeOl1520
eO11751，　eO11760
219｛あいさつ，あらたまり，きまり：文旬｝
33 ｛しらせ・粥談，ふつう，　目常・，身辺・家庭｝
41 ｛おしゃべり，あらたまり，B常・身辺・家庭｝
219｛あいさつ，あらたまり，きまり文句｝
’1．　1．4．　談話数と文数。次に，処理した限りの資料に現われた談話の種類と，
それぞれの種類における談話数と文数とをあげておく。
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第1表
談話の種類　　談　話　数　　文 数瞬の蘇 談話数1文 数
gao
g2c
g3c
e31
932
121
128
130
131
132
13g
211
214
215
219
221
229
　3
　1
2e8
　6
　1
????????????
????? ?
?????
?????????
11
16
12
289
　5
　8
422
nge
431
ng2
433
434
43A
481
e＊＊
1＊＊
2＊a：
3＊＊
4＊＊
寧0＊
寧1＊
寧2寧
＊3寧
　2
19
173
58
　1
85
13
　1
219
157
132
362
375
　3
　38
　4e
l，　163
　32
　48
1，　997
i，　507
　5
2，　320
　198
　1
　304
　王61
　744
2，　46S
6，　248
　3
　337
　213
9，　368
231 67 284 ＊8＊ 1 1
234 8 61 t
235 1 9 寧＊o 329 嘆44
239 16 49 ＊寧1 625 4，692
＊＊2 63 1，57王
321 8 32 ＊＊3 16 177
330 3 4 将4 96 2，420
331 333 2，204 終5 3 21
332 1 30 ＊寧8 53 53
333 15 172 ＊寧9 47 346
334 2 23 ＊＄A 13 198
411 1 9 総計 1，245 9，922
421 22 131
　上の表で，0＊＊，1＊＊…4＊＊は，communica£ion上のfunctionのコード
だけを帯す。同様にして，切＊，＊1＊…＊8＊はことばの調子，＊＊0，＊＊｛…＊＊Aは
話題の，それぞれのコードだけを示す。
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1．2．丁子老の種類と談話の種類。
L2．0．参力賭のいかんによって，それぞれの種類の談話の現われ方がずいぶ
ん違う場合がある。ある種の参加者の組セこは，ある種類の談話が比較的多く現
われるが，他の種類の談話はすくないということがある。談話の種類と待遇表
現関係の諸要素の現われとの関係を見る前に，そうした参魑老の種類と談話の
種類との関係を見ておくことにする。そのために，ここでは参加者を，まず，
　　非親せき　　　（省略三号：非シ）
　　親せき　　　　（省略記号：シ）
　　同居家族　　　（省略記号：ウ）
　注10）
に分け，さらにそのおのおのの組み合わせによって分類した。すなわち，
非親せき・非親せき
非親せき・親せき
非親せき・同居家族
非親せき・親せき・同居家族
親せき・親せき
親せき・同居家族
旧居家族・飼癬家族
（非シ・非シ）
（非シ・シ）
（非シ・ウ）
（非シ・シ。ウ）
（シ・シ）
（シ・ウ）
（ウ・ウ）
　上にあげたような，参加老の組み合わせの別による，各種類の談話の現われ
方の程度を知るために，次のような方法をとった。まず，参力賭の組を，上記
のように，非シ・非シ，非シ・シ，非シ・ウ，非シ・シ・ウ，シ・シ，シ・ウ，
ウ・ウの七つのグループにまとめる。次に，この参加者の組の七つのグループ
それぞれの全文数と資料全体ののべ文数との比率によって，各種類の談話の，
それぞれの全文数を比例配分すれば，参加者の組のグループごとの，各種類の
門門の一種の理論的な文数を知るζとが出来る。それと，実際に現われた文数
とを比較すれぽ，参加者の組のグループごとの，各種類の談話の現われの特色
　　　tall）が知られる。ただし，ここでは，前にあげた，communication上のfunc－
tion，ことぽの調子および話題という三つの種類の特微の組み合わせではな
く，それぞれの種類の特徴について，べつべつに現われ方を見ることにした（三
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つの特徴の組み合わせについての現われ方は，付録3．1．参照）。なお，ここで
問題にする談話（および文）は，第一にその参加者が複数で組を作っているも
の，第二にその参力晴の種類がはっきりしているものに限る。従って，ここで
は資料における全部の談話（および文）をあげるわけではない。
1．2．1．communication上のfunction。参加者の組のグループの別によ
るcommunication上のfuncti◎nの種類の現われ方は，次の第2表の通り
である。蓑の同一一山中の，左側の数字は実際の忌数，右側は理論文数。理論文
数で1未満の値のものはあげなかった。　（これらは，以下の各表とも同様）
第2衰
／1　g＊＊ 1＊＊ 2＊a： 3＊・at 4at＊
非シ。非シ
非シ・シ
非シ・ウ
非シ・シ・ウ
シ・シ
シ。ウ
ウ・ウ
不　明
。　－
O　15．2
e　21．2
e　51．5
0　21．2
e　151．5
0　27．3
0
???????????（? ??? 　o　－
42　37．2
i97　52．　1
295　126．5
21　52．；
156　372．0
33　67．O
　e
　O　1．0
208　123．　3
287　172．　6
207　419．　1
37　172．　6
1，　175　1，　232．　0
548　221．　9
　3
　　4
253
193
1，　175
　63e
3，　679
314
　　0
　2．　5
312．　4
437．　4
1，　062．　2
437．　4
3，　124．　0
562．　3
　数のすくない非シ・非シは別として，まず，2＊＊（あいさつ）について見る’
と，非シのはいったグループで実際の丈数が多くなっているのが廻につく。理
論文数より相当多いものもあるし（非シ・ウ，非シ・シ・ウ），そうでないも
　　　　　　　　注12）のもあるが（非シ・シ），すくなくとも理論文数よりすくないものはない。そ
れに対して，非シのはいらないグループ，すなわちシ・シ，シ・ウ，ウ・ウで
は逆に実際の二三がすくない。あいさつが，みうちでない外からの訪問巻が来
た場合に多く起こるのは当然かもしれない。3＊＊（しらせ・用談）については，
実際の文数が非シ・シ，非シ・ウ，ウ。ウで多くなり，非シ・シ・ウ，シ・シ，
シ・ウですくなくなっている。これは，非親せきの訪聞者は，おそらく何かの
粥があってたずねて来ること，また同鷹家族どうしの間では醸常生活，家事な
どについての談話が多く行なわれることを示すものかもしれない。4＊＊（おしゃ
べり）では，非シ。シ・ウ，シ・シ，シ・ウで実際の文数が多く，非シ・シ，
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非シ・ウ，ウ・ウですくない。すなわち，3twの場合とちょうど逆の傾向を見
せている。親せきどうしの組み合わせ，あるいは親せきと同居家族との組み喪
わせでは，特劉の用事のないおしゃべりが多く起こるようである。
1．2．2．　ことばの調子。参加者の組のグループの別による，ことぽの調子の種
類の現われ方は，次の第3表の通りである。
　第3表
／卜・・ ．i．　1　．2． 率3＊ ＊8＊
非シ・非シ
葬シ・シ
非シ・ウ
非シ・シ・ウ
シ・シ
シ・ウ
ウ・ウ
不　明
e　－
o　－
o　－
o　－
e　－
O　1．5
0　－
o
　e　－
33　16．9
99　23．6
141　5Z　3
　3　23．6
6圭　168．5
　0　30．3
　0
o　　－
1　IO．7
7　14．9
7S　36．2
20　14．9
95　le6．5
7　19．2
0
　4　3．7
469　468．　4
571　655．7
1，　458　1，　592．　4
665　655．7
4，　853　4，　683．　5
888　843．0
　3
??????
　めだつと思われる点は，畷＊（あらたまり）が非シ・シ，非シ・ウ，非シ・シ
・ウ，つまり非シを含むグループで多く，シ・シ，シ・ウ，ウ・ウ，つまり非
シを含まないグループですくないことであろう。これは電ちうん，前に見た
2＊＊（あいさつ）の現われと関係がある。＊2＊（くだけ）が非シ・シ・ウですこ
し多くなっているが，これは4＊＊（おしゃべり）にともなって現われたもので
ある。＊3＊（ふつう）については，各グループともこれといった特色はないQ
1．2．3．話題。参加者の組のグループの別による，話題の種類の現われ方は，
次の第4表の通りである。やや勲こっく点だけを拾い上げる。綱（瞬常・身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注13）辺・家庭）が多いのは，やはリウ・ウである。また，非シ・シにも多い。赫2
（世間・時事）は非シ・シ・ウに多く，非シ・シ，非シ。ウ，シ・シですくな
い。シ・ウ，ウ。ウでは，ここの限りではすくなくないようである。＊＊3（事
務・用事）はやはり非シ・ウで多い。＊＊4（個人うわさ）はシ・シ，シ・ウで多
く，非シ・シ，非シ・ウ，非シ・シ・ウですくない。ウ・ウでも案外すくな
い。わりにはっきりした傾向を見せるのは，一＊＊9（きまり文句）であって，非
シ・ウ，非シ・シ・ウで多く現われる。これはあいさっと関係がある。
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第4表
il．lllllll＝］1＝iiili＝＊
＊＊1 nt＊2 s：＊3
1
弓｝：欝シ
凄シ．ウ
｛・・シ・…
評．シ
；シ・ウ?
．レン・ウ?
1不　明
。　－
6　22．2
23　31．1
2　75．5
0　31．1
19　222．0
2　40．O
o
　　0
　353
　331
　711
　2e2
2，　414
　660
　　3
　圭．9
234．　6
328．　4
797．　6
328．　4
2，　346．　0
422．　3
　4　－
13　78．5
34　109．9
502　266．9
18　109．9
831　785．O
167　141．3
　e
　e　－
　O　8．9
141　12．4
36　30．1
　0　12．4
　0　88．5
　0　15．9
　0
＊濠4 s：＊5 寧＊8 qc＊9 a：＊A
　0
　76
　40
　134
　463
1，　654
　53
　0
　1．　0
121．　0
169．　4
4il．4
169．　4
1，　210．　0
21Z　8
?????? ? ?
1．1
L5
3．6
1．　5
10．　5
王．9
o　－
e　2．7
0　3．7
e　g．o
O　3．7
0　26．5
e　4．8
0
　e　－
le　IZ　3
108　24．2
王50　58．8
　5　24．2
60　173．0
13　31．1
　0
　o　－
45　9．9
　0　13．9
142　33．7
　0　13．9
11　99．O
　O　17．8
　0
ユ．2．4．　まとめ。今まで見て来たところがら，参加者の種類と談話の種類との
1関係について，次のようないくつかの点をあげることが出来そうに思われる。
　（1）諜シ（を含むグループ）と，シまたはウ（を含むグループ）との違いが
いくつかの点で見られる。たとえぽ，2＊＊（あいさつ）およびそれにともなって
．燐＊（あらたまり），＊＊9（きまり文句）が前巻に，多く，後者にすくないこと。
また，3＊・y（しらせ・用談）も前者に多い（非シ・シ・ウを除く）。一九亀・＊
（おしゃべり），稠爾常・身辺・家庭），＊＊4（個入うわさ）が後者に多く，
前官こすくない。このような事ii迄は，みうちか，みうちでないかの違いが談話
の種類の選択に相当関係があることを示旧していると雷えそうである。
　（2）シ・シ，シ・ウの組み合わせば，一つの特微を持つようである。それは，
この組み合わせを含むグルーtプ，すなわち非シ・シ・ウ，シ・シ，シ・ウで
4＊＊が他とくらべて多いことである。また，3＊＊がすくなくなっている。
　（3）岡じみうちの参加春のグループでも，親せきのはいったグループ（シ・
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シ，シ・ウ）と，同屠家族だけのグループ（ウ・ウ）では違いがありそうであ
る。②であげたように，シ・シ，シ。ウでは4＊＊が多く，3＊＊がすくないが，ウ
・ウではその逆に3＊＊渉多く，4赫がすくない。この点では，ウ・ウはむしろ，
みうちでない参力晴のはいった非シ・シ，非シ・ウと共通した性格を示してい．
る。また，議題についても，たとえぽ赫4がすくない点などで，ウ・ウは，む
しろ，非シ・シ，非シ・ウ，非シ・シ・ウと共通した性格を示している。
　以上，ここでは参加者を非親せき，親せき，同居家族にわけて見た場合に注
意されるいくつかの点をあげたわけだが，参加者を別の観点から分類して，そ
れによって談話の種類の現われを考えることも，可能あるいは必要なのではな
いかと考えられる。たとえぽ，非親せきの来訪者と家族との関係をさらにくわ
しく分けるとか，同じ同居家族でも一臼中うちにいる者と，勤めなどで外に禺
る春とに分けるなど。あるいは，ここでいうととろの園定的（絶対的）条件を
考慮に入れて，性別，（絶対的）年代，職業，学歴，居住経歴などを問題にす
ることも考えられる。
　以下，ここで問題にした談話の種類を手がかりにして，それらと各種の待遇
表現関係の要素の現われとの関係を見ることにする。
1．3．談話の種類とていねい表現。
1。3．0．　ここでは，談話の種類と，学校交法でいうところの「ていねい語」に
あたる諸要素の現われ方との関係について兇る。問題にするていねい表現関係
　　　　　注14）の要素は，DES〈です〉，　MAS〈ます〉，　GOZA王MAS〈ございます〉，　GO－
ZAINSくございます〉の四つである。なお，これらのていねい表現関係の要
素の現われに関連させて，DAR〈だ〉についても見ることにする。
　ある種類の二言刮こある要素が多く現われているか，それほど多く現われてい
ないかの見当をつけるために，次の方法をとった。すなわち，各種類の談話の
それぞれの文数と資料全体ののべ文数との比を求め，その比率によって，聞題
の要素の全：度数を比例配分し，それをそれぞれの種類の談話における，問題の
要素の理論度数とする。それと実際の度数とをくらべる。このやり方は，談話
の文数についてとったものと基本的には同じである。しかし，今度の揚食は睨
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題があるように思われる。聞題の要素（形態素）の全度数を比例配分するとい
うのならぽ，資料全体における全形態素ののべ度数と，各種類の談話における
全形態素の度数との比による方がよいのではないかと思われる。しかし，今の
場合，全形態素ののべ度数が，資料全体についても，各種類の談話におけるも
のについても，わかっていないので，そのやり方をとることが出来なかった。
そういうわけで，一種のappreximationとして文の度数の比によることに
した。これは，他の待遇表現，すなわち尊敬表現，要求表現，呼び名についても
側様である。また，談話の種類については，communication上のfunctlon，
ことぽの調子，話題という三つの特徴の組み合わせではなく，前の1．2．の場
舎と阿様，それぞれの種類の特徴についてべつべつに現われ方を見ることにし
た。これはあとの尊敬表現，要求表現，呼び名についても同様である（三つの
種類の特徴の組み命わせについての現われ方は付録3．2．参照）。
1．3．1．communication上のfunctionとていねい表現。
　communication上のfunctionの種類による，ていねい表現関係の各要
素の現われ方は，次の第5表の通りである。
　　　第5表
／i　DEsMAS
o＊＊
1＊＊
2，tr・＊
3a：i」一
4塞＊
?
　8　14．8
　0　9．9
33　34．5
101　123．3
351　　3王0。6
　3
IGozAIMAs　l　GozAINs
8　15．0 O　　L2 0　　一
0　　10。0 0　　一 0　　一
113　34．9 18　2。9 0　　1，4
王35　124．8 13　10．3 9　5．0
243　314．4 10　25．8 11　12．6
0 0 0
　DESとMASは，その現われ方にいくらかの違いがあるようである。すな
わち，MASは2＊＊（あいさつ）に多く，4＊＊（おしゃべり）ですくなめである
のに対して，DESにはこれといった特徴はなさそうである。4＊＊でやや多め
のようだが，それが意味があるかどうかはわからない。GOZAIMASとGO－
ZAINSは数がすくないので，はっきりし，たことは雷えない。ただし，ここの
下りでは，GOZAΣMASは2＊＊に多いのに，　GOZAINSはむしろ，5＊＊（し
らせ。用談），4＊＊に集中しているQ
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1．3．2．　ことぽの調子とていねい表現。
　ことぽの調子の種類による，
第6表の通りである。
　　　第6表
ていねい表現関係の各要素の現われ方は，次の
／1　DEs　1MASlGozAIMAs　i　GozAINs
＊o＊
＊1＄
＊2nt
＊3＊
＊8＊
?
　o　－
12　14．8
16　9．9
465　463．4
　e　－
　3
　o　－
75　15．O
　s　lo．　e
16　469．1
　0　－
　o
o　－
18　1．2
3　－
20　38．5
0　－e
e　－
o　　－
o　　－
20　18．8
0　－e
　やはり，DESとMASとの間にいくらかの違いが見られる。すなわち，＊捗
（あらたまり）でMASが多いのに対して，　DESはそこでは多くない。　DES
の現われ方には，全体的にこれといってめだつ点はないようだ。　GOZAI一一
MASとGOZAINSについては，ここの限りではやや違いが．見られないで
もない。すなわち，GOZA王MASの方は＊1＊に比較的多く現われているのに
対して，GOZA王NSはすべて＊3＊（ふつう）である。
1．3．3．　話題とていねい表現。
　話題の種類による，ていねい表現関係の各要素の現われ方は，次の第7表の
通りである
　　　第7表
／1　DEs　1MASlGozAIMAs　i　GozAINs
＊＊g
＊＊1
＊＊2
＊＊3
＊＊4
＊＊5
＊＊8
＊＊9
＊＊A
?
IO
224
90
16
1i8
　2
　0
15
18
　3
?????? 》??
1
?? ??
???》?
　7　20．e
257　234．　5
55　79．8
16　10．e
80　119．8
　3　－
　o　s．e
70　i5．0
11　IO．　O
　o
???????????????1．　6
19．　3
6．6
9．　8
1．2
e　－
16　9．4
3　3．2
0　－
1　4．8
0　－
o　－
o　－
o　　－
o
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　DESとMASとの間の違いが＊＊9（きまり文句）に見られる。　MASが多
く現われている。DESは全体としてここでもこれといっためだった点はない。
GOZAIMASとGOZAINSについても，ここの限りでは＊＊9に違いがありそ
うに見える。GOZAIMASは＊＊9亨こ比較的多いが，　GOZAINSが現われた
のは，＊＊1（日常・身辺・家庭）に16例のほか，＊＊2（二間・賭事），＊＊4（個入
うわさ）だけで，＊＊9にはなかった。
1．3．4．　まとめ。
　以上の三つの点から考えると，同じていねい表現関係の要素といってもその
現われ方にある程度の違いがありそうなことがわかる。とくに，DESとMAS
は，2＊＊（あいさつ）およびそれにともなうと考えられることばの調子一＊1＊
（あらたまり）など一や，話題一＊＊9（きまり文句）一で，比較的めだつ違
いを示した。これは，あいさつのきまり交句にMASがDESよりも多く使わ
れているということがあるのかもしれないし，またDESとMASとの文法的
な（あるいは意味上の）性格の違いも闘回しているかもしれない。これからの
研究課題の一つであろう。もし，ここのDESとMASについての結果が偶然
でないならぽ，MASは，ていねいさの程度あるいは形式的であることについ
ての程度においてDESより上と考えられる。それに対してDESは中立的
で，ふつうの文体に多く現われるものと言ってよさそうである。
　GOZAIMASとGOZAINSとの間にも何らかの違いがありそうである。
葎∫者が2＊割麟＊，＊＊9に比較1的多く，後1老が3＊＊（しらせ・用談），4＊＊（：おしゃ
べり），＊3＊（ふつう），綱（日常・身辺・家庭）などに現われているという傾
向がもし偶然の結果でなかったならば，ひょっとしたら標準語形と方言形の違
いにもとつく，ていねいさあるいは形式的であることについての程度の違いに
よるものかもしれない（つまり，前巻があらたまった形，後奢はふつうの形）。
なお，これについては，尊敬表現のNASAIMASとNASAINSについて
参照。　（一，1．　4．　4．）
1．3．5．　　禰ぎし・o
　（1）DARくだ〉について簡単．にあげる。第8表の通りである。　communiT
cation上のfunction，ことばの調子，話題をまとめて示す。
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第8表
g＊＊
1＊＊
2＊＊
3＊＊
4＊＊
＊o＊
＊1＊
＊2＊
＊3＊
＊8＊
11　26．9
　0　17．9
1王　62．8
157　224．3
716　565．　1
　o　－
　6　26．9
23　17．9
865　843．2
　1　　一
魑0
騨1
i」：＊2
寧＊3
串＊4
赫5
＊寧8
＊＊9
将A?
18　35．9
386　42i．6
2e6　143．5
　5　17．9
265　215．3
　0　－
　O　9．0
　4　26．9
11　IZ　9
　2
　communication上のfunctionについては，2＊＊（あいさつ），3＊＊（しら
せ・用談），とくに2＊＊ですくなく，4＊＊（おしゃべり）で多い傾向を示す◎こ
とばの調子では，＊1＊（あらたまり）ですくない。話題では，＊＊9（きまり二二）
ですくなく，＊翅（旧聞・時鱗），＊＊4（個人うわさ）でやや多い。以上の傾向
は，大ざっぱに言って，MASと逆の性格を持っていると言えそうである。も
し，前のL3．4．でのべたように，ていねいさあるいは形式的であることの程
度に関してDESが中立的であるとするならぽ，　M：ASはDESの上，　DAR
はDESの’下に位置するものと書うことが繊来るかもしれないQ
　②　話し手，聞き手の組み合わせとていねい表現。ていねい表現にとって，
話し手と聞き手の関係が重要な条件になるということは，従来からよく言われ
ていることだが，たしかに実際の現われ方を見ると，話し手と聞き手の組み合
わせのいかんによっていろいろな違いが見られるようである。ここでは，その
例として資料の中から謡し手と聞き手がそれぞれひとりずつの組（たとえば，
K8F：UIFとかUIF：’U2Mなどといった）を55組えらび，それらの組
のすべての発話におけるDES，　MAS，　GOZAIMAS，　GOZAINSの現われ
をあげる。
　なお，詣し手，聞き手閥の関係について，以下にあげるようないくつかの特
徴を仮定して，それによって上の諸要素の現われを見ることにした。
　客側，主人側の関係：
　　　　　　　　　　　　　　　　　se
　a　　客（側の立場）から主人側へ
　b　　空人（鯛の立場）から四半へ
　c　　客どうし
　d　　家族どうし
　この場合，主人側というのは，さきにあげたここでいう同属家族のメンバ
ーだけとは限らない。訪問潜でも（とくに親せき），さきに来ていてあとから
の訪問者を迎える位置（一種の社会的位置）にあれば，主人側として扱う。
年齢の関係：
　e　年少者から年長巻へ
　f　　年長者から年少者へ
　9　　　（ほぼ）同年君どうし
みうちか，みうちでないかの関係：
　h　　互にみうちでない者どうし
　i　　互にみうちである者どうし
　　第9表
／1　DEsMAs　I　GozAIMAs　l　GozAINs??
??
????
124　117．　9
204　164．2
79　96．8
14　42．1
276　172．6
115　197．9
30　5e．5
220　l13．7
201　307．3
144
195
55
　6
230
136
34
112．0
156．　0
92．　0
40．　0
164．　0
188．　0
48．　0
248　　王08．0
152　292．　0
14　9．2
18　12．9
1　7．6
0　3．3
15　13．5
15　15．5
3　4．e
29　＆9
4　24．1
??
?????
4．　8
6．　6
3．　9
1．7
???
14　4．6
3　12．4
　　三下の左側は実際の度数，右側はそれぞれの特微における文数と総交数と
　の比によって，それぞれの要素のここにおける限りののべ度数を比例配分し
　て出した理論度i数Q
　客引，主人側の関係に関した特徴の場舎は，客側から主人側へおよび主人側
から下側への組み合わせにおいて，ていねい表現関係の要素の現われ方が多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　5i
傾向にあるようである。それに対して，客どうしではむしろすくない傾向を示
し，さらに家族どうしでもすくない（これは当然かもしれぬ）o年齢に関係し
た特徴では，年少老から年長老への組み合わせで多く，年長着から年少者への
組み合わせですくない。同年者どうしはあまりはっきりしないが，どちらかと
いうとすくなめらしい。みうちかみうちでないかでは，みうちでない者どうし
で多く，みうちどうしではすくない，という違いがはっきりしている。このよ
うな結果は，われわれの常識から予想されるところとかけはなれていないよう
である。
1．4．談話の種類と尊敬表現。
1．4．0．談話の種類と，学校交法でいうところの「尊敬語」にあたる諸要素の
現われ方との関係について見る。問題にする尊敬表現開係の要素は，RARE：
くられる〉，：RAEくられる〉，　SAQSJAR〈「られる」に近いか？〉，　NARくな
さる〉，NASAR〈なさる〉，　NASAIMAS〈なさいます〉，　NASAINS〈なさ
います〉の七つである。なお，以下では，比較的数の多い，RARE，　NAR，
NASARと，数のすくない，　SAQSJAR，　NASAIMAS，　NASAINSとを
劉にして見ていくことにする。
1．4ユ．　communication上のfunctionと尊敬表現。
　communication上のfunctionの種類による，尊敬表現関係の各要素の
現われ方は，次ページの第10表（1，2）の通りである。
　はじめに，RARE，　NARおよびNASARについて見ると，　RAREが2＊＄
（あいさつ），3＊＊（しらせ・用談）ですくなく，4＊＊（おしゃべり）で多い傾向．
を示すのに対し，NASARが逆にどちらかというと，2＊＊，3＊＊で多く，4＊＊
ですくないのが霞につく。NARの現われ方には，これといった特別な点はな
いように見える。数のすくない，RAE，　SAQSJAR，　NASAIMASおよび
NASAINSについては，　RAE，　SAQSJARが麻・助こ集まっていて，　RARE
に似た傾向を示すのに対して，NASAIMASは2＊＊，　NASAINSは3＊＊に
集まる。もちろん数がすくないから決定的なことは言えない。
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第10表の1
一／／
一
O・at＊
1＊a；
2寧＊
3＊＊
4＊＊
?
RARE1
　o
　o
　3
14
180
　4
　6．　0
　4．0
14．　1
50．　3
126．　6
NAR 1
??????」???????? （??
NASAR
e　1．8
0　1．2
18　4．2
23　15．0
18　37．8
1
第10表の2
　／f
o＊寧
1：v一＊
2零＊
3：s＊
4a：＊
?
RAE?????? ??
????
SAQSJAR
??
????
NASAIMAS　i　NASAINS
????
?????o　　－
o　　－
2　1．1
12　3．8
1　9．5
0
1．4，2．　ことぽの調子と尊敬表現。
　ことぽの調子の種類による
表（1，2）の通りである。
　　　　第11表の1
，尊敬表現関係の各要素の現われ方は，次の第1至
レ／1
＊c＊・
＊1＊
寧2＊
＊3＊
＊8＊
?
RARE1 NAR 1
　o
　e
　3
194
　0
　4
　6．　0
　4．　0
188．　9
e　　－
2　L64　1．1
48　50．8
0　　－
o
NASAR
o　－2　1．8
1　1．2
56　56．4
0　　－
1
第11表の2
a：O＊
＊1＊
＊2＊
ti：3a：
＊8＊
?
RAE
????????
工0．3
SAQSJAR??
8．　5
NASA王MAS
4
の
9
????
NASAINS????? ?
14．　1
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　ことぽの調子の種類との関係については，上の表に見られる通り，あまりめ
だつ点はない。ただ，NASAIMASが＊1＊（あらたまり）にある程度多いこ
とが注意をひく程度である。
1．　4．3．話題と尊敬表現。
　話題の種類による，尊敬表現関係の各要素の現われ方は，次の第12表（1，2）
の通りである。
　　　　第12表の1
1．，，，，［　II RARE NAR NASAR
将。
＊＊1
＊雰2
tw3
；tr一＊4
＊＊5
a：＊8
＄＊9
＊＊A
?
　1
53
17
　1
123
　0
　0
　1
　1
　4
8．　0
94．　5
32．　2
4．　0
48．　2
2．　0
6．e
4．　e
O　2．2
4e　25．4
2　8．6
0　1．l
IO　13．　O
o　－
o　－
2　1．6
0　1．1
0
e　2．4
51　28．2
1　9．6
1　1．2
4　14．4
0　－
e　－
2　L8
0　1．2
1
第12表の2
／／i　RAE　1　SAQS」AR　i　NASAIMAS　I　NASAINS
＊＊o
綜1
：F＊2
＊．＊3
日頃：＊4
＊＊5
＊＊8
＊＊9
寧＊A
?
???????????
5．　2
1．8
2．　6
o　　－
4　4．2
1　1．4
0　　－
3　2．2
0　－
o　－
o　－
o　－
1
?????
4．　7
1．6
2．　4
o　－
14　Zl
O　2．4
e　－
1　3．6
0　－
o　－
o　　－
o　－o
　RARE，　NAR，　NASARについては，　RAREとNASARがここでも大
ざっぱに言・って逆の傾向を示している。すなわち，RAREは＊＊1（日常・身辺
・家庭）ですくなく，＊＊4（個人うわさ）で多いのに対して，NASARは＊＊1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　54
で多く，＊＊4ですくない。NARは＊＊1に多く，この点についてはNASAR
に近い傾向を示している。数のすくない方では，RAEが緋4に集中して，
RAREに似た性格を示す。　SAQSJARにはとくにめだつ点はないようであ
る。NASAIMAS，　NASA王NSでは，前表が＊娼（きまり文句）にある程度
多く見られ，後者は＊魂に集まっている。
L4．4．　まとめ。
　はじめに，RAREとNASARがいろいろな点で違った性格を示すことが
注意される。commURication上のfunctionの2＊＊（あいさつ），3紳（し
らせ・用談），4＊＊（おしゃべり），話題の＊燐（日常・身辺・家庭），＊＊4（個人．
うわさ）について，それぞれ逆の傾向を示すことは上に見て来た通りである。
数のすくない方のものでも，RAffはやはりRAREに近いようである。　NA－
SAIMASとNASA1NSはどちらかというとNASARに似た現われ方で・
ある。このようなことから考えると，ここで尊敬表現としてあげた諸要素は大
きく二つのグループに分れるのではないかと想像される。一つはRAREと
RAE，他の一つは，　NASAR，　NASAIMAS，　NASAINS。　NARは両者の．
中学か，ひょっとしたら後者に近いのかもしれない。SAQSJARについても．
わからない。
　なお，NASAIMASとNASAINSとの間にも，こまかく見ると，違いが
ありそうである。そして，その違いは，ていねい表現におけるGOZAIMAS・
とGOZAINSの違いと平行的なもののように思われる。communication上
のfunction，ことばの調子，話題について，それぞれの要素が比較的多く現わ
れているものを＋で示すと下のようになる。（±は多くもすくなくもないもの）
1　NASAIMAS　NASAINS　GOZAIMAS　GOZAINS
2＊＊
3＊＊
＊1＊
＊3＊
＊＊1
＊＊9
十
十
十
±
5S
十
十
十
十
??
1●4．5．　　補し、o
　尊敬表現と関係者。ここで関係者というのは，ある尊敬表現をうける立場に
ある人物のことである。ほとんどの場合，問題の尊敬表現関係の要素がついて
いる述語の表わす動作または状態の主（動作主）である。この関係巻が，その
話し手にとって目の前司こいる相手（聞き手）であるか，または話し手から（同
感にまた聞き手からも）離れたところにいる第三老であるかということについ
て，尊敬表現関係の要素によって相当いちじるしい違いが見られる。
　第13表
　　　IRARE　RAE　SAQS」AR　NAR　NASAR　NASAIMAS　NASAINS
相　手
手三春
　？
???? ??????????5 ??1 ??1
　RARE，　RAEは，第三者について使われた場合が圧倒的に多い。それに対
して，NASAR，　NASAIMAS，　NASAINSでは，相手について使われた二
会が多い。NARは三者の中間的な性格を示す。　SAQSJARも，数がすくない
から断定は出来ないが，ここの数字の限りでは中間的である。以上のことは，
前の1．4．4．で談話の種類による現われ方から考えた，二つのグループの区別
と一致する。NASAR，　NASAIMAS，　NASAINS，とくにあとの二者はある
点でていねい表現に関係のある性格を持っているように見えるが（→1．4．4），
それは，ここで見たように相手（開き手）について使われる場合が多いことが
その一つの原因かもしれない。また，ここに見られる事実は，尊敬蓑現の内容
く意味）上の特微として，関係者の扱い方に二種類のものがあるのではないか，
つまり，一つは関係者をいわば「そと」の者として扱い，他はいわば「うち」
の者として扱う，といった二種類のものがあるのではないか，ということを示
冠するものである。
　ついでに，関係者が第三港の場合，どのような種類の入間であるかを，次に
あげておく。
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第14表
世間一般
他人（または知人？）
競琶き
親せき（または知人？）
話し手の家族
絹手の家族
その他
?
RARE　R　A　E　SAQSJAR　N　A　R　NASAR　NASAINS????? ??????????????
1，5。　談話の種類と要求表現。
1．5．0．談話の種類と要求表現鯛係の諸要素の現われ：方を見る。問題にする要
求表現関係の解語形式は次の逓りである。nasaimase（NASAIMAS，　RE）
〈なさいませ〉，nasaiNse（NASAINS，　RE）くなさいませ〉，　nasai（NA－
SAR，　RE）〈なさい〉，　nai（NAR，　RE）〈なさい〉，（…te）kudasaimase
（KUDASAIMAS，　RE）〈（…して）下さいませ〉，（…te）kudasaiNse（K：U－
1）ASAINS，　RE）〈（…して）下さいませ〉，（…te）kudasai（1（UDASAR，
’RE）〈（…して）下さい〉，（…te）cjoodai（C∫OODAI）＜（…して）ちょうだ
い〉，（…te）gosinai（GOS，　NAR，　RE）〈（…して）下さい〉，（…te）go－
sudawa（GOS，　DAR，　WA）〈（…して）ちょうだいぐらいにあたるか？〉，
．（動調）dawa（DAR，　WA）〈…しなさい，…するといい〉。
1．5．1．　C◎mmunication上のfunctionとi要求表現。
　communication上のfunctionの種類による，要求表現関係の各要素の
現われ方は，次の第15表の通りである。
　金鳥的に数がすくないから断定的なことは言えないが，一般に要求表現は2
＊＊（あいさつ）と3＊＊（しらせ・用談）に多く，4＊＊（おしゃべり）にはすくない
傾向があるようである。個々の言語形式について見ると，2＊＊に多いもの一
nasaimase，3＊＊に多いもの一nai，　dawa，2＊＊と3＊＊i輯方に多いもの一
nasai，　kudasai，　cjoodaiがある。2＊＊の場合は，庸をすすめたり，茶菓を
すすめたりする時のものが多いと想像される。3＊＊については，家庭内のこま
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鑑15表
Z，ww．ll．
nasalmase
Oa：＊
玉all＊
2＊＊
3零＊
4－tw一
?
　　5
????
2．　3
5．　7
nasaiNse
????
nasai
一
nai
O　i．2
0
16　2．8
17　10
6　25．2
1
?????
工．1
3．　8
9．　5
kudasa一瓢ase??
kttdasaiNsel　kudasai
i
??????o
o
15　2．1
王1　　7．5
4　18．9
0
ejood
o
o
i2　1．6
9　5．8
1　14．5
1
goslna1???
1．3
3．　2
gosudawa??
1．3
d wa??? ?
3．　3
8．　2
ごました用事に関して要求表現がしぼしぼ現われることを示すものかもしれな
い。以上の傾向は，われわれの常識から考えるところとあまりへだたりはない
ように思われる。
L5．2．　ことばの調子と要求表現。
　鍛6表
／．．．…i
轟；1’山
＊1＊
＊2s，t　i
寧3＊
＊．4e：I
l？1
nasalmase
?????
8．　5
nasaiNse
〈???
nasai
0
1　1．2
　1
37　3Z　6
0
　1
nai
??????????
14．　1
kudasaimase??
kudasaiNse
????1〈udasaie
　l
3
26　28．2
0
0
cjoodai
o
o
o
2　21．6
0
　1
goslna1
?（???
4．　7
gosudawa
????
1．9
d wa
（??????
12．　2
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　ことばの調子の種類による，要求表現関係の各要素の現われは，前ペーージの
第16表の通りである◎
　nasa三maseが＊1＊（あらたまり）にある程度多いほかは，みな＊3＊（ふつ
う）に集まっているが，これも理論度数よりとくに多いわけではない。
1．5．3．話題と要求表現。
　話題の種類による，要求表現関係の各要素の現われ方は，次の第17表の通り
である。
　第1壊
1／1　nasaimase
???????
???????4．　2
1．4
2．　2
nasaiNse?????nasaiO　1．6
37　18．8
0　6．4
0　－
e　9．6
0　－
o　－
2　L2
0　－
1
nai
o　－
13　7．1
1　　2．荏
。　－
O　3．6
0　－
o　－
o　－
o　－
1
kudasaimase?????
1．iyggs－ei’i！seNse
?????1cudasa圭 ????1．　2
14．　1
4．　8
7．2
cjoodai
o　－
22　IO．8
0　3．7
0　　－
O　5．5
0　－
o　－
o　－
o　－1
goslna1????
2．4
1．2
gosudawa??d wao　－
13　6．1
0　2．1
0　－
O　3．l
o　　－
o　－
o　－
o　－o
　nasaimaseが＊＊9（きまり：文旬）にある程度多いほかは，＊麟（臼常・身
辺・家庭）に集まっている。とGこ，nasai，　nai，　kudasai，　cjoodai，　dawa
がそうである。それに対して，＊＊2（世間・時事）とか＊麟（個人うわさ）では
すくない。
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1．5．4．　まとめ。
　もちろん断定は出来ないが，ここの結果の限りでは，談話の種類と要求表現
の現われとの関係はわりにはっきりした性格を見せているように見える。com－
munication上のfuncti◎nや話題についての現われ方から考えられるよう
に，要求表現一とくに日常生活の会話における要求表現は，多くの場合，人
と人との一種の社会的な接触に関するもの一2＊＊（あいさつ）におけるよう
な一とか，日常生活における具体的ないろいろなものごとに関して，絹手に
何らかの具体的な行動を求めること一3＊＊（しらせ・用談），＊遍（臼常・身
辺・家庭）におけるものとかに関しておこるもののようである。それに対し
て，発話の時点において臼の前に具体的に現われることがらを直接問題にする
ことがすくないところの，4＊＊（おしゃべり），＊＊2（世間。時事），＊＊4（個人
うわさ）では，要求表現がおこることもすくないのであろう。このような，9
の前の具体的なものごとを直接問題にしているか，そうでないかという違い
は，談話の分析の上でも，また，待遇表現そのものの分析の上でも，注藏して
よい一つの点であるように思われる。
1．5．5。　補い。
　要求表現では，さきのていねい表現の場合と岡じように，話し手と聞き手の
悶の（直接的）関係が問題となると思うので，ていねい表現の時に見た，話し手
と聞き手の間の関係についてのいろいろな特徴をここでも使い，それぞれの特
微における要求表現関係の諸要素の現われを見ておくことにした（→L3．5．）。
話し手，聞き手の組も，やはりていねい表現の場命と同じ55組である。（第18表）???（客畳の立場から主人側へ）
（客どうし）
（年少者から年長老へ）
（ほぼ同年者どうし）
（互にみうちでない着どうし）
???（主人側の立場から二三へ）
（家族どうし）
（年長者から年少嚢へ）
i　（互にみうちである巻どうし）
各紙の座側は実際の度数，右側はそれぞれの特微における文数と総文数との
比によって，それぞれの要素のここにおける限りののべ度数を比例配分して
毘した理論度数。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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第18表
／ii／i　nasaimase
???戸
???????
1　1．7
5　2．4
e　1．4
0　一
4　2．5
2　2．8
0　一
6　L6
0　4．4
n歌saiNse
????
o　－
o　一
1　一
1　－
o　一
nasai
15　10．1
14　14．0
5　8．3
2　3．6
17　14．8
9　16．9
1e　4．3
13　9．7
23　26．3
nai
4　2．8
3　3．9
1　2．3
2　1．0
6　4．1
2　4．7
2　1．2
2　2．7
8　7．3
kudasaimase
?????）
?（??
王　一
〇　一
1〈udasaiNse
?????
e　－
1　－
o　一
1　－
o　一
kudasai????
??
7．6
10．　5
6．　2
2．　7
11．　1
12．　7
3．　2
12　7．3
15　19．7
cjoodai　1　gosinai
「????
????
6．　2
8．6
5．　1
2．　2
9．　0
10．　3
2．6
6　5．9
16　16．1
???
??
1．4
2．O
l．2
2．1
2．　4
2　1．4
3　3．7
gosudawa　i　dawa
??
e　－
1　－
o　一
。　－
1　一
???【?
??
3．　1
4．3
2．　5
1．　1
4．5
5．　2
1．撃3
　e　3．o
hi　s．e
　それぞれの要素の度数もすくないし，ていねい表現の場合ほど現われ方につ
ヒいての性格がはっきりしていないように見える。客側か主人側かという関係に
ついては，b（主人側から客月へ）に，　kudasai，　cjoodai（またnasaimase
も）がわりに現われる傾向がありそうなのは，あいさつなどで，席や茶菓をす
すめたりする時などに出て来るものかと思われる。年齢の関係に関しては，岡
年者どうしの聞にいくつかの種類のものが比較的多く現われていること（多い
というほどでもないが），みうちかみうちでないかについては，dawaがみう
ちどうしに集まっていることぐらいが風につくことがらであろう。
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L6．　呼び名。
1．6．0．呼び名については，以下にあげる範囲の言語形式を問題にする。　（そ
れぞれの言語形式のあとの（）内の数字は現われた度数を示す）
）??
b
c
d
人名
姓＋名
HASIMOTO　RJUUTAROO（2）　ETOO　TOSIJA（2）　JA－
SUDA　ZENGOReO（1）　KAWASIMA　HACUKO（1）　NA－
KAJAMA　MASA　（1）
姓
GAMOe（1¢　1｛UNAGOSI（2）　AOKI（2）　INOUE（1）｝
IS1KAWA（2）　JAMAZAKI（1）　OCIAI（1）　OZUWARUDO
（4）　UCIDA（2）　URABE（1）　WATANABE（1）　KAWA－
SIMA（1）　KANBA（3）　KANDO（3）　KAZITA（5）　KE－
NEDII　（1）　MOCIDA　（5）　NAKAMURA　（3）　RUBI1　（1）
SAKURAI（2）　TAKESITA（3）　’TOMITA（1）　TOMe－
CIKA　（1）
?
HIROKO（2）　HUMI（1）　AKIRA（7）　ICIROO（6）　JOOKO
（6）　KIMIE（2）　KUNIO（1）　MINORU（2）　REEKe（3＞・
SACIKO（1）　TOKUSUKE（1）　TOS1KO（3）
姓＋名＋SAN
HUZIHARA　MOTOME－SAN　（1）　ENDOO　KAEMON－SAN
（1）　JASUDA　ZENBEI－SAN（1）　OC1AI　TEE－SAN（1）
UEDA　MOTOKAKU－SAN（1）　NAKAJAMA　MASA－SAN
（2）　SENGOKU　KOOTAROO－SAN（2）　TANAKA　ZIROO－
SAN　（1）
なお，姓十名の略称にSANをつけたものth：一一一＃例あった。
　　UEKAKU－SAN　（＝＝UEDA　MOTOKAKU）　（1）
e　姓＋SAN
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　　HARA－SAN（1）　HATA－SAN（2）　HINO－SAN（1）　HOSO
　　DA－SAN（1）　AMANO－SAN（1）　ETOO－SAN（2）　IWATA－
　　SAN（1）　IKEDA－SAN（2）　INeUE－SAN〈1）　JAMAUC1一
　　SAN（O　JAMASAKI－SAN（1）　JASUDA－SAN（2）　OCI－
　　AI－SAN（3）　eXANO－SAN（3）　OOHASI－SAN（1）　OOSA－
　　WA－SAN（1）　UENO－SAN（6）　WATANABE－SAN（1）　KA－
　　WASIMA－SAN（1）　1〈ANBA－SAN（1）　KANDA－SAN（2）
　　KANDO－SAN（2）　KENEDII－SAN（4）　MACUBARA－SAN
　　（MACUHARA－SANを含む）（2＞　MACUMOTO－SAN（2）　MACU－
　　SITA－SAN（2）　MACUZAKI－SAN（2）　NAGA［’ANI－SAN（1）
　　NAKAMURA－SAN（3）　NOMURA－SAN（2）　NORO－SAN
　　（3）　SAKURAI－SAN（s）　SENGE－SAN（2）　TAKESITA－
　　SAN（4）　TAMURA－SAN（2）　TERAMOTO－SAN（3）
f名＋s熱
g
h
HACUKO－SAN　（2）
HUMIKO－SAN　（1）
CIJOKO－SAN　（3）
KEIBOO－SAN　（2）
MAHARU－SAN　（1）
MINO－SAN（1）　MOTOME－SAN（2）
REEKO－SAN　（3）
SIZU－SAN　（1）　SJOO－SAN　（1）
SAN（2）　SUMIKO－SAN（5）
（2）　TOSIKO－SAN（1）
名＋CJAN
JOOKO－CJAN（2）　REEKO－CJAN（1）
（1）
名（略称）十CJAN
CII－CJAN　（1）　HIRO－CJAN　（5）
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　HIROSI－SAN　（1）　HUMI－SAN　（7）
HUZIKO－SAN（1）　AKI－SAN　G）　JA一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注16）JOOKO－SAN　（2）　KEEKO－SAN　（　？　）　（1）
KEN－SAN（D　KUMA－SAN（1）　KU－
MASA－SAN（1）　MASAE－SAN（3）
　　　 　　　　　　　　　NOBOO－SAN　（2）
SECUKO－SAN　（3）　SIN’ICI－SAN　（1）
　　　　　　　　　sJooKo－sAN　a）　sgMI－
　　　　　　　TOMI－SAN　G）　TOSI－SAN
TOSIJUKI－CJAN　（　？　）
IQ－CJAN（O　JAKe－CJAN
?（
b
c
d
）
3
（
a
b
（4）
（1）　JAQ－CJAN　G＄　KENCJAN（4）　KIMI－CJAN（1＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注17）MINO－CJAN　（1）　MIQ－CJAN　（？）　（2）　SEQ－CJAN　（4＞
TeKU－CJAN　（6）’
親族称呼
親族称呼そのまま
O－BABA　Gdj　O－ZIZI　（1）　PAPA　a¢
親族称呼十SAN
BAA－SAN（1）　e－BAA－SAN（6）　O－KAA－SAN　aD　O－
NEE－SAN　（1）　O－NI1一SAN　（1）　O－TOO－SAN　（g）　O－ZII－
SAN（3）　OBA－SAN　ee　OKU－SAN（rD　OZI－SAN（4）
NEE－SAN（2）　N11－SAN（2）　PAPA－SAN（1）
親族称呼十CJAN
O－BAA－CJAN　（so　O－KAA－CJAN　（ra　O－TOOCJAN　B8）
O－ZII－CJAN（5）　OBA－CJAN（6）　KAA－CJAN（1）　TOO－
CJAN　（1）
名＋親族称呼＋SAN
CIKAKO－OBA－SAN　（1）　SACIKO－OBA－SAN　（1）
代名詞
代名詞そのまま
BOKU　（3）　BOKU－TACI　（1）　UCI　ee　UCI－JACI　a4
UCI－RA（6）　UCI－RACI（4）　WASI　an　WAS1一RA（1）
WATASI（i40）　WATASI－JAC1（4）　WATASI－RA（2）　WA－
TASI－TAC1（1）　WATAKUSI（1）　ANATA（1）　ANTA（2i2＞
ANTA－GATA（3）　ANTA－JACI（1）　OMAI　CT　OMAI－
JACI　（1）　DONATA　（2）
代名詞＋SAN
A－NO－SAN（1）　eMAI－SAN　edi　OMAI－SAN－JACI　Q）
DARE－SAN　（2）
その御こ，以下にあげるようなCAN，　HAN，　SAMAがついたものが
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あるが，それらはここでは扱わなかった◎
　　　JAMANOUQ－CAN（1ce　JAMAUQ－CAN（1）　SJUIQCAN（4＞
　　　OQ－CAN（5）　O－TOQ－CAN（1）　OZIQCAN（3）
　　　BABA－HAN（1）　MOCIDA－SJOO－HAN（1）　MOCIDA－SjOO－
　　　KOHAN（1）　SIN’ICI－HAN（1）　SJOO－HAN（1）　SJOOKO－
　　　HAN（3）　IKEDA－HAN（1）
　　　O－BABA－SAMA（1）　O－KAA－SAMA（1）
1．6．1．communication上のfunct圭onと呼び名。
　communication上のfuncti◎nの種類による，各種の呼び名の現われ方
は，以下にあげる第19表および第20表の通りである。人名，親族称呼関係のも
のと，代名詞関係のものを別々にして見ることにするQこれは以下同様。
　第19褒
7・…＋鮒i蟹同名だけ陀罐網姓・・A噛・・鯛徴諏鷺ヌ
e＊一・a：1　o　一1　o　i．7
i＊．一fi：’P　e　一1　o　i．　i
2：：：a：i　o　一i　i　3．g
　　　O　L8［　2　14．0
4n’；：i：1　7　4．4　　　　　　　53　35．3＞Io　”rrIT6
O　1．1
0　－
O　2．5
0　8．8
5　22．1
0
o　－
o　－
o　－
O　2．5
0　6．3
0
1　2．3
0　L5
3　5．4
10　19．3
63　48．5
0
0　　王．6
e　1．1
0　3．8
王2　13。5
42　34．O
o
「…
???
／型・ANi懲甘麟称呼離賛動転醗睡難。’
9ik・・一”1
1；itg－t・P
2＊rk．一
4．：・：＊
？1
o　　－
e　　－
o　　－
O　1．0
4　2．5
0
O　1．2
0　　－
2　2．7
17　9．8
20　24．6
0
o　　－
o　　－
〇　　三．8
9　6．3
16　15．8
e
1　2．9
e　1．9
22　6．7
10　24．0
63　60．5
0
6　6．2
0　4．1
23　14．4
81　51．5
93　129．　8
3
o
e　　－
o　　－
o　　－
2　1．3
0
　非常に大ざっぱに言って二つのグループに分れるように思われる。一つは4
＊＊（おしゃべり）に多いもの，他の一つは2＊＊（あいさつ）または3＊＊（しら
・せ・用談）に多いもの。前潜としては，面謝名だけ，姓だけ，名だけ，姓十名十
SAN，姓＋SAN，名＋SANなどをあげることが繊来る。後者としては，名
（略）＋CJAN，親族称呼＋SAN，親族称呼十CJA蕪をあげることが出来よ
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う。前港のグルー介こはいるものには，おそらく談話の話題となった人物の名
まえが多いと想像される。それに対して，後者は談話の参加者（またはその場
所に居合わせた人も？）をさすことが多いのではないか。
　暴露。表
ff／’g’一ll｝’Eli，1｛｝〈u
U　C　l WASI1　wATAsl　l　wATAI〈us／ANTA’1”A
o＊＊
la：s：
2rt，＊
3＊i」：
4＊＊
?
o　　－
o　　－
o　－
2　1．0
2　2．5
0
王　　1．婆
。　－
3　3．3
三1　11．8
32　29．6
0
????（?
????
5　4．4
0　2．9
12　10．3
43　36．8
84　92．6
3
?（???????
／1　ANTAol，IAI　1　DoNATA　1　orvlA！sAN　i　ANosANDARESAN
e；：‘＊
1fi：＊．
2＊；ge
3＊，i，
4a：s，t
?
????????? ?　6．5
　4．3
15．1
54．　0
136．　1
（）???
1．3
4．　5
il．3
????）
L3
?????????
1．　8
6．　3
15．　8
（?（）???o　　－
o　　－
o　　－
o　　－
2　1．3
0
　どちらかというと，3＊＊（またあるものは2＊＊も）に多く，4魑でそれほど多
くない傾向を示すようである。たとえぽ，ANTAは2＊＊，3＊＊で多く，その他
WASI，　WATASI，　OMAIが3綿でいくらか多いように見える。つまり，代名
詞関係の呼び名は，前の人名関係のものの第：二のグルー・一プ，名（略）十CJAN，
親族称呼＋SAN，親族称呼＋C∫ANに近い性格を持っていると言えるかもし
れない。
1．6．2．　ことばの調子と呼び名。
　ことばの調子の種類による，各種の呼び名の現われ方ば，以下にあげる第21
表および第22表の通りである。
　人名，親族称呼関係では，別にこれといってめだつ現われ方のものはないよ
うである。しいてあげれば，親族称呼＋SANが＊籍（あらたまり）と＊2＊
（くだけ）でやや多いように見えることだが，これも，なにしろ数がすくない
から確かなことはわからない。
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第2王褒
　げ　　　　　　　　　　　　　リ　コ　　　　リ／脚名だけ姓だけ
＊e＊1　o　一
＊！寧　0　一
＊2寧　0　一
；1：3＊1　7　6．6
＊8＊1　O　一
？　1　O
e　－
O　1．7
0　i．1
56　52．6
0　－
o
ゑだけ聖血F露・醐・・A司女鷺無）
e　－
e　1．1
0　－
35　32．9
0　－
e
o　－
o　－
o　－
10　9．4
0　－
o
e　－
1　2．3
2　L5
74　72．4
0　－
o
o　－
e　i．6
e　i．1
54　50．8
0　－
o
?）（》?（）?
NA〜C十?／
；ltO＊一
：i：1，pt
＊2；i：
・葦・3＊
＊g＊
?
8?3
?????
名（略）＋CJAN
?????
1．2
36．　7
親族称睡
だけ
。　－
o　　－
1　－
24　23．5
0　－e
親族称1乎
十SAN
o　－
6　2．9
6　1．9
84　90．2
0　－o
親族称呼　　名＋親蕨
十C∫AN　．三春士§婆尊、
　0
　4
　8
191
　0
　3
　6．　2
　4．　1
193．　6 9L
?（???
第22表
ltl．，um．’i［’IIItliliiiill｛liloKu
s：O；it
：icln：
＊2a」：
：i：3at
i　，lt8＊
?
o　　－
o　－
o　－
4　3．8
e　－o
IZ，．一，」一ANTA
＊o準
ミ4＊
＊2寧
＃：3at
＊8宗
?
　o　－
11　6．5
　8　4．3
194　203．　O
　o　　－
　3
UC　I
???（???? ?
1．4
44．　2
WAS玉
。　－
o　　－
i　m12　12．2
0　－o
WATASI
　o　－
　4　4．4
　3　2．9
137　138．2
　e　－
　3
bvATAKus1
?????
ANATA
OMA　I DoNATA　1　oMAIsAN
??＝??????…
iXNOSANlD・…副
????????
16．　9 1．9
o　－
e　－
1　－
24　23．5
0　－o
????o　－
o　－
o　－
2　1．9
0　　－
e
　代名詞についても，とくに注意すべきものはなさそうである。が，ANTA
だけが＊1＊で多い（＊2＊でも）のが注意される。
1．　6．　3。　話題と呼び名。
　話題の種類による，各種の呼び名の現われ方は，以下にあげる第23表および
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第24表（1，2）の通りである。
　第23表
／細名画姓だけ
　　ミ＊＊OiO　一一　　　蜜判・3・・
＊＊2i　3　1．1
＊＊3　0　一
＊＊43L7
聯5　0　一
＊＊8　0　一
牢＊9　0　－
il・＊A　1　一
？io
O　2．2
11　26．3
9　9．O
O　1．1
25　13．4
0　－
o　－
e　L7
1　1．1
0
名だけ
O　1．4
8　16．5
3　5．6
0　－
24　8．4
0　－
o　－
O　1．1
0　－
o
姓＋名＋SAN
???
??
???????? ?姓＋SAN
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／名…AN 親震称呼だけ
???
??
藷糞称rg・’E
十SAN
3．1　　圭　2．2
36．21　14　25．4
12．3］　1　8．6
1．51　O　1．1
18．5　1　38　13．0
－I　O　一
一I　e　－
2．31　O　1．6
1．51　O　1．1
　　　　0
名・・ANI燃）
??
????
＊＊・o
＊＊vl
a：gt2
寧＊3
＊a；4
＊＊5
＊＊8
寧＊9
＊＊一A
?
o　－
1　1．9
0　－
o　－
3　1．O
e　－
o　－
o　－
o　－o
名（略）＋CJAN
O　1．6
27　圭8．3
0　6．2
0　－
11　9．4
0　　－
e　－
e　L2
1　－o
O　1．0
11　11．8
0　4．O
e　－
14　6．O
o　　－
o　　－
o　－
o　－o
　2　3．8
45　45．1
　3　15．4
ヤG　　1．9
42　23．O
　o　　－
　o　1．e
　4　2．9
　0　1．9
　0
親族称呼
十CJAN
　6
148
27
　2
13
　1
　0
　3
　3
　3
8．　2
96．　8
33．　0
4．　1
49．　4
2．　1
6．　2
4．　1
　名＋親族
称呼十SAN?????
????．
eg24衰の1
1ZB・K司…
＊一＊g　ii?? ?????
1．9
1．0
???L9
22．　1
7．5
11．3
1．4
WASI卜・A・A・1
o　－
9　6．1
1　2．1
3　－
O　3．l
o　－o
o
o　－o
??????
4
rJ．　9
69．　1
23．　5
2．　9
35．　3
1．5
4．　4
2．　9
WATAKUSI??ArL〈TA”1’A? ??
k
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第24衷の2
pmtl　ANTA　I’pttA　I　DoNATA　OMAIsAN　ANOsAN　I　DARF．sAN
???????
?
?????
???
輔i荏
＊寧1　157
纏2　11
慧1…、1
晦・＊5
　8．6
101．　5
34．　6
　4．　3
51．　8
　2．　2
　6．5
　4．　3
1　－
14　8．5
e　2．9
0　－
2　4．3
0　－
e　－
o　－
o　　－
1
?????1　1．e
16　11．8
6　4．0
1　－
1　6．e
o　－
e　－
o　－
e　－o
??????
　人名，親族称呼関係には，1．6．1の場合と似た二つのグループが認められ
そうである。一つは＊＊4（偶人うわさ）が比較的多いもの，姓だけ，名だけ，
姓一y　SAN，三十SAN。他の一つは＊＊1（日常・身辺・家庭）が多いもの，名
（略）÷CJANと親族称呼＋CJAN。ただし，親族称呼＋SANは，　communi－
cation上のfunctionでは名（略）＋CJAN，親族称呼＋CJANと同じグルー
プに属したが，ここでは＊超が多く，むしろはじめの方のグループに属するα
これは，その話題の特微の違いから考えて当然かもしれない。
　代名詞関係には，どちらかというと・…畷が多いものが多く，人名，親族称呼関
係の場合の，名（略）＋CJANや親族称呼＋CJANと似た傾向を示す。この点
も，CQmmun圭cation上のfunc℃ionの場合と似ているQただ，　ANTAが
＊＊9（きまり文句）にある程度多いことが注意をひく。
L6．4．　まとめ。
　いろいろな点から見て，呼び名のいくつかの要素は二つのグループに分れる
ように思われる。一つは，人名，親族称呼関係の中の，姓＋名だけ，姓だけ，
名だけ，姓＋名＋SAN，姓＋SAN，名＋SANである。　communication上
のfunctionとしてtx　4＊＊（おしゃべり）に多く，話題については＊＊4（個人
うわさ）に多かった。他の一つは，人名，親族称呼関係の中では，名（略）＋
CJAN，親族称呼＋CJAN，それから代名詞関係の要素のいくつかである。こ
れらは，communication上のfunctionでは，2＊＊（あいさつ），3＊s：（し
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らせ。用談）に多く，話題では＊婦（日常・身辺・家庭）に多かった。また，
親族称呼十SANは，　communicatioll上のfunctionについては第二のグ
ルーープに近い傾向を見せるが，話題については第一のグループにはいるものの
ようである。この二つのグループの違いについては，要求表現のところでふれ
た，圏の前の具体的なものごとを直接問題にしているか，そうでないかという
内容上の違いに関係があるかもしれない。（→1．5．4．）
　もう一つ，ANTAに関する問題がある。このANTAは他の諸要素とは
やや変った性格を持っているように思われる。すなわち，comm慧nicatio鍛上
のfunctionについては2＊＊に比較的多く，ことばの調子では＊1＊（あらたま
り），話題では＊＊9（きまり文句）においてすくなくない（一方，3赫や＊＊1に
も現われているけれども）。つまり，ANTAは一方では臼常生活に関する，
ふつうの調子の談話にも現われるけれども，他の一方ではあいさつ一しかも
あらたまった，きまり文旬の一にも現われるようである。これは，ANTA
を使うことが，あいさつの一種の型（の一部）をなすことを示すものかもしれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注18）ない。そしてこの点は，標準語における意識とはすこし違うかもしれない。
1。6．5．　　補し、o
　（1）呼び名と関係者Qここで関係着というのは，ある呼び名によって名ざさ
れる立場にある人物のことである。この関係老は，話し手または聞き手のこと
もあるし，また第三者である場合もある。その現われ方は，それぞれの呼び名
によって違う。ここでは，人名，親族称呼関係のものについてだけあげる。代
名詞関係のものは，話し手または聞き手か，あるいは第三者かの区別がはっき
りしているからあげない。
　第25表
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SA逼
???
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9鎮N
???
綱盤警i鑑
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2’gl－?17133
　2
禰線
「
2
人名を使った呼び名が， 名（略）＋CJANをのぞき，第三者に集中している。
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これに対して，親族称呼÷CJANの大多数が（話し手または）聞き手に集ま
っている。名（略）十CJAN，親族称呼だけ，親族称呼十SANは，第三春をさ
す場合が多いが，話し手または聞き手にもある程度まで使われていて，いわば
中問的な性格を示す。こうした現われ：方は，非常に大ざっぱに言って，前にの
べた，二つのグループの別セこ呼応するものと見ることが出来そうである。
　つぎに，人名，親族称呼関係のものが第三老を名ざしている場合，どのよう
な種類の入聞について，どのような呼び名が使われているかをあげておく。
　第26表
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　表門の（）外の数字は実際の度数，（）内の数字はことなり数。
　（2）呼び名と尊敬表現。どんな種類の呼び名と，どんな奪敬表現関係の要素
が一つの文中に共存するかを見た結果を下にあげる。各種の呼び名の中で，尊
敬表現関係の要素との共存例があるものだけをあげた。また，それぞれの呼び
名の関係者が，尊敬表現関係の要素がついている動調の動作主である場合だけT
をあげた。
　第27表
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　例がすくないので断定的なことは言えないが，RAREと共存することの多
いグループと，NARおよびNASARと共存することの多いグルーープとの区
捌がありそうである。前者は，姓だけ，人名または親族称呼に・SANをつけた
ものおよび親族称呼だけであり，後老は，親族称呼＋C∫ANおよびANTA
である。この区別は，今までいくつかの観点から冤て来た，呼び名の二つのグ
ル・一一Nプの別，および尊敬表現関係の要素におけるたとえば，RAREとNASAR
その他のものとの達いに，大体一応していると言うことが繊来ると思われる。
：1．7．　今後の問題。
：1．7．0．今まで，各種類の談話の，参加者の種類との関係から見た現われ方，
また待遇表現関係の要素の，談話の種類との関係から出た現われ方を，あまり
体系的にではなくあげてきた。一般に実例の数がすくないので，どの点につい
てもあまり断定的なことが言えないのはもちろんである。にもかかわらず，こ
れからの研究との関連において，いくつかの点を開題にすることが出来ると思
うので，以下それらについて簡単にのべておくことにする。
二L7。1．談話について。
　今まで見てきたように，参加者の種類と各種の談謡の現われ方との間の関係，
また談話の種類と各種の待遇表現関係の要素の現われとの閥の関係には，いく
つかの特徴が見出されるように思われる。その点でここ々こ仮定した談話と呼ぶ
一種の交章論上の単位は，待遇表現闘係の諸要素の現われについての分析に一
つの手がかりを提供するものであると考えてよさそうである。しかし，いくつ
かの具体的な点については，さらに検討を加えなければならない。
　第一に，前にものべたように，ここで問題にしてきた談話という一種の文章
論上の単位は，その切り方についても，またその種類の認め方についても，主
観的な判断に頼る面が多い。そのような分析の根拠をみつけるためには，ある
いはまた，そのような分析の結果を改めるためには，ここで見た待遇表現関係
の要素に限らず，その他の種類の言語要素がどのように現われているかを見る
必要があると思われる（ここで言語要素というのは，形態素あるいは単語だけ
でなく，一方では従属句，文およびそれらに付随したいくつかの要素，他の一一一・
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劣では，音声上，あるいは書きことばならば表記上の要素までも含む）。また，
ここで談話の種類を匿励するためのめじるしとして使った三種類の特徴一一
¢ommunication　Sのfunction，ことばの調子，話題一およびその個々の
特徴について：再検討しなければならないのはいうまでもない。たとえぽ，ここ
でいうことぽの調子の種類を通して見た場合，待遇表現関係の要素の現われ方
にあまりはっきりした傾向が見られないことが，他の二種の特微にくらべて多
かったような気がする。もっと検討して考え直す余地があると思われる。
　第二に，談話という単位を仮定したのは，単にそれだけにとどまるものでは
なく，さらにその概念を使ってここでいう「会話」の構造を分析することを前
提にしたものである。そして，具体的な談話の現われ方を見ると，会話の構造
にもいろいろな型があるのではないか≧想像される。たとえぽ，談謡の実例と
して，1．1．3．にあげた，K3F（野菜売りの婦人1）とUlF（落合家主婦）と
の聞の会話は，次のような四種の談話の連続からなる。すなわち，219｛あい
さつ，あらたまり，きまり交野｝，3311しらせ・野営，ふつう，霞常・身辺・
家庭｝，411｛おしゃべり，あらたまり，日常・身辺・家庭｝，219｛あいさつ，
あらたまり，きまり文句｝。はじめに2＊＊（あいさつ）があり，次に3＊＊（しらせ
。用談）が来て，それが終ると4＊＊（おしゃべり）になる。そしてふたたび2＊＊
〈あいさつ）で終る。これは，常識的に考えられる会話の一つの典型であろう。
このような型のものを一方に考えるならば，男方また別の型のものもありうる
と考えられる。たとえば，2綜抜きで，いきなり3綜になるとか，3＊＊はなく
’て，いろいろな4＊＊が続くとか，あるいはまた，1綜（ひとり）に終解すると
か。どのような会話のi型があるか，また，それらがどのような条件のもとに現
われるかを明らかにする必要がある。
ユ．7．　2．待遇褒現の分析について。
　これについても，いくつかの間門があると思われるが，そのうちの二つの点
・にだけふれておきたい。
　第一は，待遇表現関係の要素の現われに関する条件についての考え方である。
前に見たように，談詣の種類によって待遇表現の要素の現われ方に違いが見ら
れた。．たとえぽ，2＊a（あいさつ）には，ていねい表現の諸要素（全部ではな
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いが）が多く現われるようであった。そして，2綜は，たがいにみうちでない
参加老の組のグル・・一プ（非シ・シ，非シ。ウ）に多く現われるようであった。
このような場合，何がていねい表現（の要素）の選択についての条件になって
いるかを考えるについては，いろいろ問題がありそうに思われる。たとえば，
参翻者についての，いわば「非みうち」という特徴の存在が2赫という談話の
種類（または型）の選択の条件（の一つ）となり，2＊＊の存在はていねい表現
の要素の選択の条件（の一つ）となる，というような一種のヒエラルヒー的な
論理を作ることは簡単に出来るであろうが，それがはたして問題の請要素の現
われ方をよく説明することになるかどうかは疑問である。たとえば，参加春の
組のグループのすべてについて，2＊＊でのていねい表現関係の要素の現われ方
が一様であるかどうかという問題がある。また，ていねい表現は他の種の談話，
5＊＊一（しらせ・用語）や4＊＊（おしゃべり）などでも現われているのであるから，
そのような談謡での現われ方はどうかという問題もある。こうした点を明らか
にするためtこは，各種類の談話における，参加巻の組（のグループ）ごとの待
遇表現の各要素の現われを調べるべきであった。この報告書の限りでは，そこ
まで調べていない。松江市民の雷語行動を見たり聞いたりした限りでは，その
あいさつは，どんな場合でもわりにていねいな感じがする。すなわち，どんな
話し手，聞き手の組み合わせでも，ていねい表現関係の要素の現われ：方は多い
のではないかと想像される。しかし，それを客観的に証拠だてることは今のと
ころ畠来ない。
　なお，条件に関してもう一つの問題をあげることが出来ると思う。それは，
前の1．7。1．で問題にしたような，談話によって構成される会話の構造に関す
るものである。会話の構造にいくつかの型があるとするならば，そのような会
話の構造上の型もまた，待遇表現関係の要素の現われ方に関係した条件の一つ
になる可能性があるのではないかと想織される。たとえば，前に見たように，
ていねい表現関係の要素は，2＊＊に多く現われる傾向がある。ところで，ひと
つづきの会話において，2赫の現われる位置は，常識的な考え方からするなら
ば，1．7．1．にあげた例のように，会話のはじめとおわりの部分である場合が多
いのではないかと想像される。もしそうであるならぽ，ていねい表現関係の要
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素は会話のはじめとおわりの部分で多くなり，中ほどの，いわぽなかみの話の
部分では現われ方がすくなくなる，’というのが一種の平均的な型ということに
なる（その代り，なかみの話の部分が3綜（しらせ・用談）だったら要求表現
が多くなり，4＊＊（おしゃべり）だったら尊敬表現のRAREなどが多くなる，
ということもありうるかもしれない）。そして，このほかにも，もしいくつかの
会話の型があるとするならぽ，特定の話し手と聞き手の組における待遇表現関
係の要素の現われ方を問題にする場合には，まず，その組にどういう型の会話
が起こるか，を明らかにしておく必要があると考えられる。このように考察の
対象をここでいう会話にまでひろげると，談話の種類についての問題のように
考えられたものが，そうではなくて会話の型の問題として考えるべきものにな
るかもしれない。この可能性も考えておく必要があるだろう。
　第1　lu，各種の待遇表現の内容（意味）の分析についての問題がある。一般
的に欝って，いわゆる待遇表現の内容は，その種類ごとにまとまった，単純な
性格を持っているものではなく，いわばいろいろな内容上の三三が複合したも
のであるように思われる。たとえば，前に尊敬表現に二つのグループの別一
RARE，　RAEなどに対するNASAR，　NASAIMASなど一があることを
見たが，この中の第二のグループはいくつかの点でていねい表現に近い性格を
示した。このことは，第二のグループのものは，何らかの点でていねい表現と
共通した内容を持っていること，そして同時に第一のグル・・一Hプとも共通した鯛
の内容も持っていることを示唆する。また一：方，尊敬表現の第一，第二のグル
ープの別に対応した呼び名関係の要素の三下もあるようである（談話の種類に
よる現われ方，また文の中での共存関係などから）。これまた，それぞれ共通
した内容を持っているのではないかと想像されるQ
　ところで，このようないくつかの要素に共通した内容上の特徴のあり方につ
いては，さらに考えるべき点がいくつかあるように思われる。たとえば，尊敬
表現関係の各要素は，その中の・一一一つが文中のある位置に現われると，他のもの
はもちろんその位置に岡時に現われることは出来ないし（mutually　exclu－
sive），また隣り含つた位置にも現われることは出来ない。にもかかわらず（む
しろ，そのゆえにと雷うべき「？），それらはある（いくつかの）内容上の特微
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を共通して持っているように思われる。たとえば，ある動作の動作室，つまりこ
こでいう関係考をふつうの扱い方よりも何らかの意味で上のものとして扱う，
といったようなものなどはその一つである。対：立する特徴についてもそうであ
って，尊敬表現閣係の各要素のうち，RARE，　RAEなどは話し手，聞き手の
資の前にいない関係考，NASAR，　NASAIMASなどは話し手の頃の前にい
る関係巻（聞き手）をそれぞれ問題にするが，このような鮒立も，たがいセこ排
除的な現われ方をするいくつかの要素の間において認められるものである。以
上のような内容上の特微のあり方は，一種のparadigmaticなあり方と言う
ことが出来るのではないかと思う。
　それに対して，たとえぽ，RAREがある種の呼び名のグループと，また
NASARが他の種の呼び名のグループと，それぞれ何らかの内容上の特微を
共有するとするならば，そうした特徴のあり方は，いわばsy滋ag孤a℃icなあ
り方と言うことが出来ると思う。そして，ある特等をこのようなしかたで共有
すると考えられるいくつかの要素の現われ方と談話の種類との間にも何らかの
関係があることから考えると，こうしたsyn℃ag難aticなあり方における内容
上の特徴は一つの文の範囲にとどまらず，談話（またはさらに会話）全体にわ
たる，あるいはひろがっている，と考えるべきかもしれない。
　待遇表現関係の要素の現われに十分な説明を与えるためには，こうした内容
上の特微の一一つ一つを闘らかにしていかなければならないと思うが，ここでは
まだそれが出来なかった。
1。　7．3。資料の処理との関係。
　第一に，テクス撞こついて。前にのべた通り，三種のテクストを作った。す
なわち，a音声表記テクスト，　b音韻表記テクスト，　c形態音韻褒記テクスト。
このうち，aは録音からの最初の文字化資料として必然的に作られたものであ
る。また。はコンピュータでの処理のために必要であった。ただbだけが，実際
上の存在理由が他の二老にくらべてすくないように見えるかもしれない。理論
的には，一応形態音韻論的分析は音韻論的分析のあとに来ると考えられるので，
その点では，cのテクストを作るためにはbのテクストを完成しておくことが
必要であった。また実際面においても，形態音韻表記はわれわれが常識的に考
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えるところのことぽの形と離れた点が多いので，とくに文章の形における資料
の処理一たとえぽ談話の分類など一セこは音韻表記テクストの方が便利であ
った。一方，音声表記テクストは，そのときそのときの発話をいわゆるbroad
n◎tationでうつしたものだから，「同じことぽ」に対応するいくつかの発謡
（断片）が違った表記で書かれていることがすくなくないQその点音韻表記テ
クストの方は，形がより一定している。これも音韻蓑記テクストの利点の一つ
と欝ってよいと思われる。ただ同語異語の判別については，形態音韻表詑テク
ストの方がすぐれていることは否定できない（これも完全なものではないが）。
以上のようなことから考えると，やはり上記の三種類のテクストの作成は必要
であ・）たと雷うべきだろう。
　なお，形態音韻論の体系についてのある程度の見通しが出来れぽ，そして欄
個の具体的な発話（断片）について，それがどういうことぽであるかという認
識が出来れば，音声表記テクストからいきなり形態音韻表記テクストを作るこ
とも可能である。実際の作業ではその手願をとり，甥にたてた音韻化規則（こ
の報告書では具体的にあげることをしないが）によって，形態音韻表記テクス
トから音韻表記テクストを作るという，逆の順序をふんだ。これまた前にのべ
1た通りである。
　ところで，テクストにおける，待遇表現関係の要素に関連した問題としては，
’たとえば，ある種の要素がないということをどう表わすかという問題がある。
積極的に存在する要素は，もちろんみななんらかの形で表記してある。ところ
が，ある要索の現われ方を調べる場合には，その要素が積極的に存在する場合
と同様，その要素が環われうる位置に，その要素がないということを調べるこ
とが必要な場合がしばしばある。たとえば，ここではていねい表現のDES，
IMASなど，あるいは尊敬表現のRARE，　NASARなどが積極的に現われて
回る場合のみを，各種類の談話について見た。しかし，これは，それらが現わ
れうる条件のもとで現われていない場合も調査して比較する必要があるのでは
ないかと思われる。積極的な要素のないところにも何かp◎sitiveな記号を与
えることを工夫すべきであった。そのためには，まず研究対象たる資料につい
　　　　　　　　　　　　　コ　　　の　　　　　　　ロ　　　の　　　のての，十分にして，蜜を得た言語学的分析が前提となることはいうまでもない。
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　第二に，談話の処理について。コンピュ　一一タによる一応の処理計画をたてる
荊に，分析についての十分な考察をあらかじめ行なうことが嵐来なかったので．
資料の処理のうち，談話に関した部分はすべて人手によった。談話関係の情；
報（たとえぽ，談話番号轟けた，談話の種類のコード臨けた）をあとから付け
加えて，それによって＝ンピュ　一一タによる熱処理を施すことは比較的容易に行
なえたはずなので，もしそれを実行したならぽ，相当の御握と労力を省くこと
が出来たと考えられる。また，考察の範囲ももっとひろげることが出来たので
はないかと想像される（たとえば，待遇表現関係の要素に限らず，各種類の淡
話における語彙一般の現われ方など）。このようなわけで，2．4．にものべるよ
うに，分析についての考察の不徹底のため，コンピュ　一一タによる処理を十分濡
朋できなかったうらみカミ残る。しかしまた一面から考えると，一般論として，
このような研究においては，分析の過程において凝しい観点や仮説が出て来る
のがふつうなのであるから，一応の分析案に従った処理計画作成のあとでも，
そうした新しい観点なり仮説なりに対処できるような，一種の柔軟性を持った
処理システムを開発することが，こうした研究のためには必要なのではないか
と考えられる。
注1　　意味から労えば，関東方言などの行キナヨ，食べナヨという言い方の～ナヨ程
　度のものか。
注2　　以下にあげる諸点は，もっぱら形の上の違いである。内容（意味）上の違いにつ
　いてはふれなかったが，・大ざっぱだ．言ってDAR，，　DES、の方がより「ことがら」的
　であるのに対し，DAR2，　DES2の方はより「陳述的」である。前者はことがらの認定
　（identification）に関係し，藩老はそれに対する話し手の態度に関係すると言うべき
　か。ただし，この場合，話し手というのは正確ではないかもしれない。筆者（南）は，
　それについて以前r霞分」ということぽを使ったことがある（南「交の意味について
　の二三のおぼえがき」国語醗究く国学院大学＞No．24，1967－12参照）。
注3　　これはひょっとしたら聞き取りの誤りで，zjamudarakeNneの可能性もある。
注4　　書きことば全般についてみると，必らずしもいつも備単に事がかたつくとは思
　えない。たとえぽ，手紙，メモの類など◎また，文学作晶でも常識的な取り扱いでは
　処理できないものもあるだろう。逆に，話しことばでも，いわゆる独話（講演，発褒，
　テーブルスピーチなど）は，会話にくらべて取り扱いが楽かもしれない。
注5　　会話において，話し手と聞き手が交代する（たとえばArおはよう，Bちゃん」
　Brあらびっくりした。どちらへお出かけ？」）ことは，ごくふつうのことだが，ある
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　〈ひとかたまりの）会話に，途中から薪しい発謡春が参加したり，また，はじめにしゃ
　べっていた入物が脱落したり，ということもありうる。さらに同じ発話者の組による
　会話でも，内容（主題）が変化したり，またその話のcommunication上のfunction
　が違うものになったりすることもある（たとえば，あいさつから用談へ，用談から雑
　談へなど）。
注6　ここでcommunication上のfunctionと呼ぶことがらについては，さらに
　いろいろな点で検討が必要だと思われる◎
　　第一に，すべての種類の需語表現（ある雷語社会においてありうるすべての種類の
　言語臨終）をおおうことが出来るような，いくつかのfunctionを考えなければなら
　ないが，ここにあげたものだけで十分かどうかもちろん疑問である。verbal　commu－
　nicationのfunctionについては，　Roman　Jakobsonの考えがある。　Jakobsonは
　まず，verbal　communicationを成り立たせる要素として，次の六つのものを考え
　た。addresser，　addressee，　contact，　context，　message，　code。そして，それらの
　それぞれに対応する（というよりも，それぞれにもっぱら関係がある，というべきか），
　六つのことばによるcommunicatioaのfunctionを考えた。すなわち，　emotive，
　conative，　phatic，　referential，　poetie，　inetaling’ual．　（R．　Jal〈obson　：　Linguistics
　and　Poetics，　Style　in　Language，　pp．350～377，1960）この考えは，ことばによる
　communicationの墓本的な働きをよく説醸することが串来ると思うのだが，しかし
　これだけで，現代往会におけることばの働きを説闘しきれるかどうかはわからない。
　　第二に，それぞれのfunctionの特徴の分析についても，まだ問題がありそうなご
　．とである。今ここにあげた，あいさつ，しらせ・用談，おしゃべりなどといった特徴
　くの名まえというべき？）は，まだ実際の蓑現（の型）そのものに近い。もうすこし抽
　象的ないくつかの特徴を取りほ1すことも可能ではないかと思われる。たとえぽ，一方
　的／交互的，具体的内容あり／呉体的内容なし，はじめ／つづけ／うちきり，ほんと
　う／まfiRなどなど。
　　第三に，それらのfunctionのありかたについての問題がある。ここでは，それぞ
　れの談話について，一種類のfunctionしか認めなかったが，実際には，一つの談話
　くと呼ばれる会話の一部分）がいくつかのfunctionを持つ場合がすくなくない一と
　いうよりも，表現されたことば（またはそのある蔀分）には，いくつかの違ったfunc－
　tionが重なってあるのがその本来酌なあり方なのではないかと想像される。たとえば，
　ここでいうあいさっとしらせと遊び。このいくつかのfunctionの重なりは，ある程
　度の長さを持った一つの談話においてばかりでなく，極端な場合には一つの交または
　一つの単語よりなる談話においてさえ認められるのではないかと思われる。たとえば，
　’「アブナイッ！」には「しらせ＋ひとり」といった，常識的に見れば矛厨した特徴の共
　存さえ考えられるのではないか。
　　第四に，このfunctionのありかたはいわゆる言語体系そのものとも密接な関係が
　あると思われる。需語の体系における要素の闘の一つの重要な翻係は，雷語記号（ま
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たはその何らかの特徴）の対立（opposition）である。たとえぽこの対立の関係も，
その言語蓑現のfunctionのいかんによって変って来るのではないかと想像される。
音韻的態立（あるいほそう解釈されるところの，もととなる音声上の対立）について：
は，ふつうは具体的な表現の段階における感情的側面を排除して考える。原測として，
いわゆる「知的意義の分化に役立つ」ところの形の上の差異が問題とされる（有坂秀
世窪音韻論』1959，p．3など）。たしかに，音韻体系についてそのような定義のもとに
分析を進めることは可能であるし，またそれがその転語（または方書）の音絹の重要
な部分を説朗していることについては，疑いをいれないと思う。しかし，それには，
表現上（あるいはcommunication上）のあるfunctionのもとにおいてという条件
がついていることも否定できないと思う（たとえば「知的漆箔の僅達」というような）c，
ある条件のもとでは問題にならなかった（あるいは問題にすることが娼来なかった）
対立が，他のある条件のもとでは問題になる（あるいは問題にすることが毘来る）こ
とはありうると思われる。たとえば，名古屋方言では，「甘い」「悪い」などの一種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへの強調した言い方として，それぞれ〔am？m’alε〕〔war？ryi〕といった形が現われる
　　　　　　　（〔m？〕〔r？〕で，それぞれ声門の緊張をともなった〔rn〕〔r〕を表わす）。これらの侮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　において，〔m〕〔r〕の前に〔m？〕（r？〕があるかないかは，「知酌情報の伝達」とい
うfuncti◎nをもし考えるならば，そしてその条件のもとでという限りにおいては問i
題にならない。しかし，たとえば「切手に対する訴えかけ」とでもいったfunction
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を仮定すれば，その条件のもとでは〔m？〕〔r？〕の有無（別のことばで言えば〔m？〕
　　　　　／ゼロ，〔r？〕／ゼ“といった対立）は無視できない問題となろう。Jakobsonは，英・
謡の〔big〕と，それを強調した形の〔bi：g）との間の違いは，ちょうどチェコ語の
〔vi〕＜yOU＞と〔vi：〕＜knOWS＞との違いのように，慣習的な，コード化された言語
的な特徴（coded　linguistic　feature）である。しかし，後者の違いが音韻的なもの1
であるのに薄し，繭着はemotiveなfunction　lご関係したものである，としているα
そしてこうしたemotlveな違いを非言語的なものだとする，　S◎l　Saportaの考え
を批判している（∫akobson：Linguistics　and　Poetics，　P．　354）。言語表現における
emotiveな薔に関したことがらをlinguisticなものであるとする，　Jakobsonの意
見は蔦当なものだと思うが，・ただそれを言語体系の中にどのように位置づけるかにつ・
いては，さらによく検討する必要があると思う。ここで問題にしたようなことがらを，
いわゆる音韻体系（内のことがら）ではないと主張することはもちろん可能であるが
（前にものべた通り，定義の問題だから），しかしとにかくそれらも雷語的事実以外の
何ものでもないということは明らかである。
注7
a
b
ポーズに関係した問題については，一応次の方針によって処理した。
ポーズがなくても，coznmu雛catio溝上のfunction，ことばの調子，あるいは二
話題に大きな違いが認められる場合には，別の談話と認めた。
ある程度のポーズがあっても，それがとくに長い中断でなければ，そして参舳
看が変らず，CQmmunicat重Q血上のfunction，ことぽの調子，話題に大きな違
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　　　　いが認められない場合には，一つづきの談話と認めた。
注8　　たとえば，ここでいう「教え・さしず」のロ寺に必らず「おこり」の調子をとも
　なう欄人がいる◎また，学会での発表などに対する質問に「おこり」の調子をともな
　う個人もいる。
注9　　処理した資料に，ここにあげた全部の種類の特徴，およびその組み合わせが現
　われているわけではない。
注10　雰親＆きあるいは親せきというのは，調査した家庭の家族にとって，親thきか
　親せきでないかということである。
淀11　このやり方については，林四郎が国語研究所の新聞語彙調査の結果の分析にと
　つた方法に示駿をうけたところが大きい。林四郎r新聞語彙調査の概略と語彙分析法
　試案」（『電子計算機による國語研究』国研報告31，1968）参照。
注12　　これは，非シとシの問のあいさつが，多くの場合ウを含むグループ，つまり非
　シ・シ・ウで行なわれたためではないかと想練される。
注13　たまたまK：4FとK：5Fとの聞の会話が長かったためと思われる。
注14　　ここでは，前の1．0．であげたDES，とDESeおよびDAR，とDAR2はそ
　れぞれ区別していない。
注15　　ここに名媚SANとして扱ったものの中には，名（略称）十・SAN，または愛：称
　醜なもの十SANも含まれている。たとえば，　MINO－SAN，　K：EIBOO－SANなど。
注16　一群K：EEK：0－SANとして出したが，語形は未確認である。
淫17　．これまた未確認。
瀧18　標準語的意識からすると，ANTAを使えば，あまりていねいでない，あるい
　はくだけた感じをともなうのがふつうではないか。
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2．処理
2．1．　本報告の分析のためにおこなわれた処理のうちで，最：も重要なものは，
いうまでもなく，
　○音声資料を文字化すること，○文に分割し，分析に必要な付加情報を設定
　して，それぞれの文につけること，○文を，文節，形態素に分割すること，
　○文を「談話」としてまとめ，それらを類別すること，○分析に必要な要素
　（丈節或いは形態素）を選定し，リクエストに応じて電算機がうち出した処
　理結果について，必要な後処理を加えてそれを考察すること……
などであるが，それらはすべて言語学者としての人間（具体的には南個人）が
おこなった。本篇で扱うのは，0．4．2．において，その概略を示した，主として
電算機によっておこなわれる処理の実際についてである。
　これらの処理は，もし人間がやれば，大変な労力と晴問とを要するものでは
あるが，内容的にはまったく補助的な：ものである。またこの処理用のプpaグラ
ムは，その構想の点からいっても，プログラミングの手法の点からいっても，
特に緕新らしい特徴をもつものではない。むしろ極めてプリミティブなものと
いえよう。にもかかわらず，敢て一篇を設けて，処理の実際を承すのは，主と
して啓蒙的な一回忌研究に電二二を利用する一つのあり方を具体的な形で知
ってもらうという一意図によるものである。
2．2．65MATSUE　PLT（プPグラム・ライブラリー・テープ）。
上記名称のPLT（磁気テープ）をこは，以下のプログラムが収められている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e65MATSUE　　　〔処理段階　1－1に使用〕）、?）））））?? ????
?????
i
2
3
5
6
6A
6B
???????〔〔〔〔???
???
?｝????…???
??
????
H
? ?? ???? ????
））））））））））））???????65MATSUE　7
　　　同　　　　7A
　　　周　　　　7B
　　　鋼　　　　8
　　　嗣　　　　90
　　　圃　　　　91
　　同　　　　9A
ABSTRACT
〔処理段階璽一1に使用〕
???〔〔〔
［lt
（　tr
TAPE－FILE－MAINTENANCE
’1［’ApE－pRINT－SELECTIVE－64
　　　　　　同　　　　　　　一96
TAPE－SORT－40
M－4　i，　］
K－5　tr　）
昼一2　〃　〕
卜・〃〕
〕??
｝?????
?
　1）から14）までが，新たに作成したもので，15）以下※印のプPグラムは，
H－3010のサービスル…チンをそのまま転用したものである。0。4．2．2．でのべ
た，各段階の処理，及びその処理結果（OUTPUT）を記録する磁気テープの
保守，その他の作業をする場合には，このPLTを使用する。なお，これら各
ルーチンのソース・プPtグラムはすべてff－3010　のアッセンブリー・ランゲ
イジによって書かれたものである。従って，以下の各節で，特に指摘するプロ
グラム内部のノーマル及びエラーホルト以外のホルトについては，H－3010ア
ッセンブリ・・一システムのオペレーションマニュアル第二章第二節オブジェク
ト実行時の操作方法　に従って処理する◎（たとえぽ，入出力M／TのうベノL
チ＝ック，あるいは，テープ交i喚など）
2．　3．　処理の実際。
2．3．1，交の段階。
　G）　原始入力テ・一一一プP／Tの形式について　次ペーージの図参照
　○一文を一ブロック（ギャップにかこまれた部分）にパンチする。
　　　※一応文の長さは完全可変長となっているが，電算機処理の能率を考慮
　　　　し，実際には，文の部分にパンチされうる上限のケタ数を，535ケタ
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P／τ上の一ブロック
??
文番号 話し手 ? 閥き手
?
文
????笏
ギャッi70r14ケタi　　巨ケバ話し手i1ケク1完全燦　　　　　　　　　ギヤツブ’
vi　ili剛離　　。。灘。、ケタ
30r7erllor150r19ケタまで
　　　と設定した。万一，一文の長さが上限ケタ数をこえるものが存在した
　　　場合には，文番号のチェイン＝ングを利用して処理することが可能で
　　　ある。：本報告で扱ったデータ中には，上限ケタ数をこえるものは存在
　　　していない。
○話し手，聞き手はそれぞれ5人まで，各人の記号の間に／（スラント）を
　捕入して表記される。たとえぽ，UIF／U3M／K：1Mのように。従って1人
　のときは3ケタ，2人では7ケタとなり，最大5人のときは19ケタとな
　るo
O話し手と聞き手の間セこは：（コPン）1ケタが入る。
○文番号は7ケタの数字によって示されるが，次のような場合には14ケタと
　することもある。たとえば，一人の発話中に（交が完結する轍こ）別の人
　が発話しはじめて前の発謡が一晴中断されたような場合に，
00011700001190　話し手：聞き手＃………・………書…・………＃
0001180　　話し手：聞き手＃……・…………・…・…一一…・…諄
000！190　　話し手：聞き手＃・………………・…・・……………・噂
　のごとくして，本来0001170と0001190の：文が，一連であり，OOO1180
　の文に中断されたことを示す。
○また発話中に，他の人の発話が重複する場叙こは，
0001120　　黒し手：聞き手＃…………／0001130／…………＃
OOO1130　　　言長し手：聞き手＃………………・……・…………・…＃
　のごとく，重複しはじめた部分に，／（スラソト）でかこんで，重複した
　発話の該当する文の番号を記入しておき，その内容は，その／でかこまれ
　た番弩ではじまるブPtックにパンチする。（なお，文の途中に揺入される
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　　／0001130／のごときもの，さらに文節のきれ醤のスペース，形態素の切
　　騒のマイナス同率等も，すべて文部分のケタ数に箪入される）
＜実例＞
0024610KsF：K4FitKABU20－NE－A　／002t4620／’AGE－NI　’A．NO
　　　　　　　　　　　l〈abu’onea　’ageni　’anoHA一’O　NAKA－GA’WA－NI　SIK一￥1－OB－TE一　（十　一1一　十十）　／　eO24630／
　ha’o　nakaga’wanl　siite（＋＋＋＋）
（一1一　一t一　一1一十）　S‘UTE一￥1－OB－TE　’ANOO　（十一i一十十）一N（NO）　TOKO－DR
　（十a一“一F）　sutete　’anoo　（十十十十）N　tokodeDENDENiV［USI　（＋＋十十）　／0024640／　SUTE一￥1－OB－TE　MOTO－X
　de．NdeNmusi　（一t一十十十）　sutete　motoiMOCIR一￥1－MAS－RU一（十　十　十　十）．　＃
　　moclirnasu　（＋＋＋＋）
002462e　K4F：KsF＃HUN．＃
　　　　　　　　　　　huN
eO2〈1630　K4F　：　KsF＃HUN．　＃
　　　　　　　　　　　huN
OO24640　K4F　：　KsF＃HAN　HAN．　＃
　　　　　　　　　　　haN　haLN
OO24650　K4F　：　KsF＃HUN．　＃
　　　　　　　　　　　huN
OO24660　KsF　：　K4F＃SO－GE　SI（SU）一￥1－OB－TE　（十十十十）　TOR一￥1一
　　　，　soge　site　（÷＋＋÷）　to’ateOB－TE　CUKE一（十十十十）．＃
　　　　　　cuke　（十十十十）
　○下の小文字は音韻表記テクストによる。（以下岡様）
　　○入力テ…プP／Tは，数十本に及ぶ量となるので，各一本一本の紙テー
　　　プ鮒尾には，十（プラス）を5つ連続してパンチしたブPtックをおき，
　　　入力テーープが更につづくことを示す。
　　0入墨テープが終わった段階で，最後にE／Fブロックをよみこんでレ
　　　1段階の処理をおわらせる。（E／Fはend　ef　fileの意で1ケタの機
　　　械コード）
　1）　1－165MATSUE　1の実行　　ラン1
　　④　機器の配置
　　　入力P／丁　紙テープリーダ・・一（原始入力P／T）
　　　出力M／Tデッキ1番，2番
　　　PLT　　　デッキ6番，ラインプリンター　96文字モード
　　（ロ）ノーマル・ボルト
　　　　i　N．9，A・Bとも　9999，ラン終了。
　　　ii　N．5，　A・Bとも5555，ラインプリンター　印字
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〈A）
〈＝）
　イソプットデェタ　ツイカ　リスタアト
　入力紙テープ交換し，リスタートする。
エラv“・ホルト
プログラム独自のエラ…一・ホルトなし。
OP／T上に，形式上のミスのある場合には，ラインプリンタ・一一　b9，
　各行の先頭に，それぞれ，
　ハツワバン：ゴウエラア　　XX××…………
　ハナシテラソシンボルエラア　　X×××…………
　ハナシテランジンインオバア　　×X××・………・・
　キキテランシソボルエラア　　××××…………
　キキテランジソイソオバア　　XX××・…・・……
　のごとく印字し，そのあと××x×…………の位羅に，ミスのあっ
　たブロックの先頭40ケタを印字し，そのブロックの内容はM／Tに
　かきこまずに次のブPtックの処理にうつる。
○このラインプリンタ・・一の措示，および人間の目による校置の結果に
　もとづき，1－2の修正詣定の入力紙テ・・一プを作製する。
出力M／Tの形式
01パッチ5レコード，1レコード最：大600ケタ（実際は，この段階で
　は592ケタ。あとで時雨帯旛定8ケタが入って6eoケタとなる）
○レコードの形式
文番畳
i7ケタ）
文番号
i7ケタ）
話し手
i19ケタ）
聞き手
i19ケタ）
?
文（可変長最大535ヶタ）
? ??
（文の種類〉 （文の種類）
　　　　　　　　　　　　　　　1ケタ　　　　　　　　　　　　　　　1ケタ
　　○文番号，話し手，聞き手の不要部分には0が入って，園定したケタ数
　　　をみたしている。（E／iはend　of　itemの意で1ケタの機械コード）
　　○ラベル　　65MATSUE
：2）　1－2実行前のソー1・　　ラソ2
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　　○入力M／T　ラソ1の出力
　　Okey　　文番号14ケタ　　　　　　　　　・
　　O出力M／Tラベルは入力と同じ，65MATSUE
3）　1－265MA’TSUE　2の実行　　ラソ3
　（d）機器の配置
　　入力M／T　デッキ2番（ラン2ソートの出力M／T）
　　　　P／丁　修正指定パラメーータテープ，時間帯指定パラメ”一タテープ
　　出力M／T　デッキ3番（修正がある場合は，これが更に中閥入力とな
　　　　　　　　り，デッキ4番が最終出力となる。修正を行わない場念
　　　　　　　　は，3番がそのまま最終出力となる。）
　　PLT　　　デッキ6番　　ラインプリンター　　96文字モード
　（ロ）修正指定P／Tの形式について
　　○補充・修正の場合
??，?
1PT ?
ギャップi挿入指定
　　！3ケタ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ギャップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1※の内部は原始入力テープの形式を内じ，1レコー率・1ブロックにパンチ。、
○潮回の場禽
〃易　DLT
l彰
文番芳
Vケタ 勿
ギ。。プi騰縦1要鰍iギ。。プ
　　　i3ケ一文翻1
　0パラメータは修正，翻除をとわず，文番号の上昇順（番号の若いものtt
　　を先）に配列してパンチする。
　○出定終了は，FIN　3ケタのブμックによって示す。（時間帯指定
　　P／Tの末尾と岡じ。同図参照）
の　時間帯指定P／Tの形式について
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1勿雪間帯 ?番文 ）1（ 文番号（2）
犠一帯潔吻i
＊時間帯 文番号（1）
文番号
（2）
81
望．?ャッ????ー7w?ャッ?717
　指定方式
　10H寺閲帯　　08000829　（8時ヵtsら8目寺29分）
　　　　　　12301259（12時30分から12蒔59分）
　○文番号　0001010－0002050（101番から205番まで）
　○実　　｛列　　＊　07300759eOO63SO－OOO8730
　　　　　　；ge　esoeos2gooos740－oolo710
　　　　　　sc，　os30essgoole72e－eo13300
　　　　　FIN
⇔ノーマル・ホルト
　（ラン1粥始直後）
　i　N．6，A．6666，ラインプリンターの印字
　　　データシュウセイアルトキハBレジスタ　0001ニセット　シュウ
　　　セイデ・・”タセット　リスタートセヨ
　　　デ・・一タシュウセイナシバ　ソノママリスタートセヨ
　　　に従いリスタートする。
　　　（データ修正ある場合）
　一li　N．5，　A・Bとも　5555　で停止。ラインプリンタr一一の印字
　　　シュウセイオワリ
　　　ジカソタイパラメータ　セヅト　リスター5セヨ
　　　に従いリスター♪する。
　嶽　N．0，A・Bとも　000G　でラソ終了。
t（7Y・）　エラー・ホルト
　　　（データ修正の段階）
　i　N．4，A・Bとも　4444，ラインプリンターの印宇
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　　　シュウセイパラメ・一’タ　エラ　〔パラメP・タの内容先頭44ケタ分印
　　　字〕　テイセイゴリスタ…トセヨ
　　　　（蒔間帯記入の段階）
　iiN．1，A．1111，ラインプリンター一印字
　　　ジカソタイシテイパラ心心タ　エラ　〔パラメPtタの先頭44ケタ分
　　　印字〕パラメータテイセイゴ　リスターートセa
　iii　N．1，　A．1111，ラインプリンター印字
　　　ジカソタイミシテイ　データ　アリ　〔M／Tの該当レコーtl“の先
　　　頭44ケタ分印字〕　パラメータ　テイセイゴ　リスタートセヨ
　　以上すべて，ラインプリンター印字の指示どおり，パラメータP／T
　　を修正して：再開する。
⑭65MATSUE　2の出力M／T（：文段階マスターファイル）の形式
　01バッチ5レコード，1レコ一下ド最大600ケタの可変長
　○レ＝　一一ド形式
時間帯
8ケタ 饗㌻鷹粥鷺誹 文呵変長，最大535ケタ） ??
?????「???? ? ?
【卜一・欝トー磁部分
　　○ラベル　65MATSUE
・4）　1－3　65M：ATSUE　3の実行（マージ）
　④　機器の配置
　　入力M／T　デッキ1番（既存の文段階マスター　ir　一一プ）
　　入力M／T　デッキ2番（新らしい文段階マスターテープ）
　　出力M／T　デッキ3番，4番，
　　PLT　　　デッキ6番，ラインプリンター　96文宇モード
　〈n）　データの形式
　　　入力，出力ともに3）の（A）65MATSU£2のIM力M／Tの形武
　　　　　　　　　　　　　　　　　89
　　　と同じ。
　　⑭ノーマル・ホルト
　　　ON．0，A’・Bとも　0000，ラソ終了。
　　（⇒　エラe一一一・ホル5
　　　0N．1，　A・Bとも0001で停血，ラインプリンターtの印宇
　　　　センテンスバンゴウジュウフク××××××××××××X×
　　　　（×××……は14ケタのセンテンスバソゴウを示す数字）
　　　　このエラーは，新らしいマスfi　一テープ作製段階の原始入力紙テープ
　　　　にミスがないかぎり起りえないものである。ミスの度合に応じて，ラ
　　　　ソを中正して，データ補正の上再開する。
　　　　　このほか，プμグラム上には，ユラー・ホルトが，N．2，　N．3，
　　　　N．4の3種類が用意されているが，いずれも論理的機械ミスで，
　　　　すべてをリセットした上でランを再スタートさせる。正常のオペレー
　　　　ションの場舎セこは起らないはずのものである。
　　　◎1－4　65MATSUE　5実行前のソー1・　2種類（ラン4）と，
　　　　65MATSUE　5の実行（ラン5）については，本報告書の内容には
　　　　薩接関係がないので，省略する。
2．3．2．　文節の段階
　1）　嚢一1　65MATSUE　6の実行　　ラソ1
　　（イ）　機器の配置
　　　入力M／T　デッキ1番（交段階マスターテープ）
　　　出力M／T　デッキ2番，3番
　　　PLT　　　デヅキ6番　ラインプリンター　64文字モード
　　　　　　　（ラン2のソートに備えて　ワーク。テープを4番，5番に1セッ
　　　　　　トしておくとよい。）
　　（ロ）　ノーマル・ホルト
　　　ON．0，B．0000，命令のロケーション　B620，　ラン終了。
　　（IN）　エラー。ホルト
　　　　なし。プログラム上には，悶接アドレス用の場所として，ロケーショ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ge
　ンB620のあとにN．1のホルトが設けられているが処理の実行には
　無関係である。従って，このプログラム実行中に起る，N．1，　N．2，
　N．3等のボルトは，入力，出力テーープのラベルチェック，又はテー
　プ交換に関わるものであるQ（H3010・アセンブリ・システムのオペレ
　Ptション　2章2節V　FCP表示　参照）
⇔　鋤力M／Tの形式
　01バッチ5vコt・・ド，1レコード最大7GOケタの可変長
　○レコ　一一ド形式
丈節見出し語
@　（100ケタ）
付加情報
i62ケタ）
交（可変長最大
@　　535ケタ）
???
?
E／i
　　i　交節見鐵し語の100ケタに満たない部分は全部スペースとなってい
　　　る。
　　ii付加情報62ケタは，文段階マスターファイルの固定長部分と一致
　　　する。
　　iii交節見出し語として取り出された文中の該当語句の部分をこは××X
　　　の記号が代りに揺入されている。（以下，作表印字の場合もすべて同
　　　様である）
　　○ラベル　65　M－CHOG
2）文節（長語）段階マスターファイル作成のソート　　ラン2
　　0ラン1の出力M／Tを入力とし，レコード先頭の文節（長語）20ケ
　　　タを第1key，：文番号14ケタを第2keyとしてソーート実行
　　○この骨力M／Tのラベルは，ラン1の出力と岡様，65M－CHOGと
　　　する。
3）　四一2F65　MATSUE　8の実行　　ラン3
　④機器の配置
　　入力M／T　デッキ1番，2番，（ラソ2の幽力M／T：文節段階マスタ
　　　　　　　　ーテーブ）
　　出力・中間入力M／T　デッキ3番，（長語リスト・テープ　度数表を
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　　　　　　　　印字する場合は入力テープとなる）
　PLT　　　　　デッキ6番，ラインプリンター一64文字モード
（の　ノーマル・ホルト
　i　（ラン開始直後）N．1，A・BともoeOl，機器配置その他確認の
　　上そのままリスタート。（もしすでに長語リストM／Tが出来あがっ
　　ており，作表だけをしたい場合には，長語リストM：／Tを3番デッ
　　キにセットした上：，PレジスタにA230をセットしてリスタートさ
　　せる。）
　iiN．2，A・Bともに・0002，長語リストM／丁完成。ラインプリ
　　ソターによる作表が必要な場創こは，そのままリスタート。
　iii　N．　o，　A。Bともにoooo，ラソ終了。
QN）　エラー・ホルト
　ON．3，A・Bともに0003，正常な操作においては起りえないエラ
　　一であるので，3番デッキをマニュアルでリワインドした上，Pレジ
　　スタにA230をセットしてリスタートすると，ノーマル・ホルトの
　　iiにもどるので，そのままスタートさせる。
⇔　出力M／T（長語リストM／T）の形式
　01バッチ10レコード，1レコード110ケタ　固定長
　○レコード形式
文節（長語）見出し語
　　（100ケタ）
出現度数
（9ケタ）
E／i
　i　見出し語が100ケタに満たない場合，残余の部分はすべてスペース
　　となっている。
　ii　毘現度数は，10憶以下と想定してあり，有効ケタ数が9ケタに満た
　　ない場合には，その部分に0がならべられている。
　○ラベル　　CHOGLIST
㈹作表の形式
　O　heading　65　M　CHOGO　LIST
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　　01ページ　　25項目，1行おき，各行左端に見慣し語，その右端にそ
　　　　　　　　　　　　　の語の出現度数（有効桁数以上はゼロサプレス
　　　　　　　　　　　　　してある）を印字する。
　　◎最終ページ
　　　KO’TONARIGOSU　××xxxxx
　　　NOBEGOSU　××xxxxx
　　×××…はぜPtサプレスされた数宇。
4）　ll　一365　MATSUE　6　Aの実行　　ラン4
　，（d）機器の配置
　　汰力：P／T紙テーープリー一　B“M．（リクエスト指定紙テープ）
　　　　：M／Tデッキ1番，2番（ラン2の出力M／T　文節マスターーテ
　　　　　　　　ープ）
　　・中間出力・中間入力M／T　デッキ3番（印字段階から入力となる。
　　　　　　　　全：文節について作表印字したい場合には，ラン2のiEl力
　　　　　　　　M／Tを最：初からデッキ3番にセヅトす為。）
　　PLT　　　デッキ6番　ラインプリンタ・・一64：文字モード
　哩⑭　リクエスト指定紙テ・・一・プの形式
　　01語形，1ブnックの形式でパンチする。リクエスト終了の記号とし
　　　ては，FIN　3ケタをパンチしたブロックをもってこれにあてる。
　　○ラン3　で作製された　長語リストを参照して，確実に存在する語形
　　　のみを，アルファベット順に配列してパンチすることが望ましいが，
　　　ある種の語形の有無を確める為に，このプログラムを利用することも
　　　可能である。また，場合によっては，まったくランダムに配列した形
　　　でリクエスbしても，対応できるようにプログラムはつくられている
　　　が，その場合は，処理時間が長びく。
　姻ノーマル・ホルト
　　i　（ラソ関始直後）N．0，A．　OOO1，　B．0000
　　0普通の場合は，（イ）の配置を確認の上，そのままリスタートする。
　　○全文節について作表印宇する場合は，文節マスターファイルを3番デ
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　　ッキにセヅトしてあることを確認のうえ，PレジスタにE910をセ
　　ットしてスタートする。
○またすでに中問出力M／Tが出来ている場合にも，それを3番デヅ
　　キにセットし，PレジスタにE91◎をセットしてスターFする。
　i圭　N．O，　A．0002，命令のロケーションE900，中間出力M／T完
　　成。直ちに作表したい場合は，そのままリスタート。
　iii　N．　o，　A・Bともoooo，命令のμケーションF290，ラン終了a．
（9）エラPt・ホルト
　i　N．1，A．0000，ラインプリンタ　印字
　　　FILE　I　FINISHED
　　　もしリクエスト紙テーカこパンチミスがないとすれば，リクエスト
　　する文節が正しくアルファベット順に配列されていない場合である。
　　そのままリスタートすると，入力M／Tがリワインドされ，その先
　　頭から現在捜索中の文節をサーチする。それでも当該文節が見出され
　　ない場合雪こをま，
　ii　N．1，　A．0000，ラインプリンタ　印字
　　　THERE　IS　NO　WORD　＃（P／Tにパンチされている当該語形〉
　　でホルトする。この場合は，リクエスト指定P／Tの当該ブロック
　　を訂正または抹消の上，すべてのM／Tをリワインドし，P／Tを
　　紙テーtブリーダーにセットしなおして，Pレジスタ　E650から処理
　　を再開する。
　　（作表。印宇の段階）
　iii　N．7，　A・Bともに0000，正常な操作においては，起りえない
　　エラーであるので，ラインプリンター一の頁送りをし，メモリをクリア
　　した上，プnグラムを再ロードして，ノーマル。ホルトのiから，P
　　レジスタにE880をセットしてリスタ・・一・トすると，3番デッキがリ
　　ワインドされ，ノーマル・ホルトのiiとなるので，そのままリスター
　　トする。
（＊）出力M／Tの形式
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（）バッチ形式，レコード形式ともに65MATSU£6の出力M／Tの
　　形式と同じ。
　○ラベルは，65M－WORK
〈A）作表の形式　次表参照
　01ペーージ　30行
　　　　i鶏破馴A
l話し手i　　1聞き羽　　　i文三層
1話し手1　　閥き羽　　　i文番矧
1話し手i　　閥き羽　　　1文番矧
　　　　i見丁丁鯛B
l話し羽　　　1聞き手i　　丁番矧
??
L
??
??
　　　（見出し語該当部分）
5t・一・一・・．．．．．　×　×　×　””””．””．．
rSc一一一一一…　×　×　×　．．H．．．．．””．．
JZ一一一・・一一一一・・　×　×　×　・・一一・H
文・・…・×××…………………
5）　H－4　実行前のソート　　ラン5
　　0入力M／T　ラン4の出力　又は，文節段階マスターーファイル
　　○第1key　話し手19ケタ，　第2key　聞き三手19ケタ，　第3key　丈節
　　　見出し語の先頭36ケタ，第4key　文番号14ケタ
　　○出力M／Tラベル65M6BINP
，6）　1－4　65MATSU£6Bの実行　　ラン6
　④　機器の配置
　　入力M／T　デッキ1番（ラン5の出力）
　　繊力　　　　ラインプリンター　作表印字　64文＋一モ・一ド
　　PLT　　　デッキ6番
　c（P）　ノーマル・ホルト
　　i　（ラン開始直後）N．0，A．0001，　B．0000，機器配置確認後，
　　　そのままスタ…一ト。
　　ii　N．0，　A・BともeoOO，命令のロケーションA720，ラン終
　　　了。
　々9　エラー・ホルト
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　ON．2，A．0000，は正常な操作の下では起りえないものなので，メ
　　モリをクリアの上，プログラムを再ロ・一一ドして最初からやりなおす。
←）作表の形式，次表参照。
　01ペーージ　30行
【諾し調　　　　1幽
　　　見撮し語　A
B
文番号・・∵・…
?? 文番号………
文番号………
見出し語　C
?? D
1話し手｝　　　　　1聞き手i
　　　見出し語　A
　番号………
丈番号・…・…一t
D
文番号………
?? 文番章…．…
2．3．3．形態素段階
　1）　盃一1　65MATSUE　7の実行　　ラソ1
　　（d）機器の配置
　　　入力M／T　デッキ1番，2番（交節段階マスターテープ）
　　　引力M／T　デッキ3番，4番
　　　PLT　　　デッキ6番，ラインプリンタPt　64文字モード
　　（ロ）　ノP一一マノレ・ホノレト
　　　ON．O，命令のロケーション　C320，ラン終了。
　　の　エラpm・ホルト
　　　　なし
　　（＝）出力M／Tの形式
　　　01バッチ5レコード，1レコー・ド最大720ケタの可変長
　　　○レコード形式
形態素見出し語
　（20ケタ）
文節見出し語
（100ケタ）
付加情報
（62ケタ）
文（可変長最
大535ケタ）
（????）
?
E／i
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　　i　形態素，：文節見出し語の20ケタ，100ケタに満たない部分はすべて
　　　スペーースとなっている。なお形態素見繊し語の末尾セこは必ず形態素切
　　　れ囲符号の一（マイナス）がつけてある。
　　ii形態素見出し語として取り出された，交節見出し語中の該当部分に
　　　は，××一の記号が代りに描入されている。（以下，作表印字の場合
　　　もすべて同様）
　　iii付加情報以下の形式は，文節段階のラン1の出力M／Tの場合と
　　　一致する。
　　○ラベル　65M－TANG
2）形態素（短謡）段階マスターファイル作製のソーート　　ラン2
　　0入力M／T　ラン1の出力
　　○第1key形態素見評し語20ケタ，第2key丈節見出し語先頭の20ケ
　　　タ，第3k：ey話し手19ケタ，第4key聞き手15ケタ，第5key文
　　　番号14ヶタ
　　○出力M／Tラベル　65M－TANG
3）　猛一2　65MATSUE　90～91の実行　　ラソ3
　　プログラム90～91は本来一つの処理を，プログラム作製上の便宜として
　　二つにわけたものであるから，必ず連続ランとして実行する。
　（d）機器の配置
　　入力M／T　デッキ1番，2番（形態素段階マスターファイル）
　　中心串力・入力M／T　デッキ3番（WORK　F王LE）
　　出力M／T　デッキ4番，5番（短語リス5）
　　PLT　　　デッキ6番　ラインプリンタP－64文字モp一ド
　（虞）　ノーマノレ●ホノレト
　　　3番デッキのワーク・ファイルに書きこみおわると，1・2・3番デ
　　ッキの各テ■一・プをリワインドして，
　　i　N．0，A・Bともに0000でホルトし，プログラム91をロード
　　　する。そのままリスタートすると，
　　iiN．0，A・Bともに0007でホル1・。機器配置確認のうえ，そ
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　　のままリスタ・・一ト。
　iii　N．1，　A・Bともに0000，短語りストM／T完成。短語リス
　　ト全表を印字したい場合には，そのままリスタート。
　iv　N．0，　A・Bともに0000，ラン終了。
（A）　エラー・ホルト
　　機械ミスによる論理的エラー一以外のホルFなし。
　i　N．7，A．0000又は5080，　B．0000又は5184
　　メモリー一をクリアした上，65MATSUE　91プPtグラムを再ロード
　　して，：再開するQ
　iiN．7，A・：Bともに0007
　　メモリーをクリアした上65MATSUE　91プログラムを：再ロード
　　し，ノーマル・ホルトiiから，4・5番デッキをリワインド，ライン
　　プリンターをページ送りの上，PレジスタにH470をセットしてリ
　　スタートする。
←）中間出力・入力M／T（WORK　F猛E）の形式
　01バッチ　30レコ・・一ド，1レコ　”一F’　121ケタ固定長
　○レコードの形式
形態繁見出し語
　（20ケタ）
文節見出し語
（100ケタ）
E／i
　　形態素見出し語20ケ日，文節見出し語100ケタ内の形は，2・3・3
　　・1）の（＝）のレコ・一一ド形式の説明i，iiに同じ。
○ラベル　　　　WORKFILE
㈲　出力M／T（回附リスト）の形式
　01バッチ1レコ・・一ド，最：大9898ケタの可変長
　○レコードの形式　次ページの図参照
　01レコード中の文節種類数nは94側を最大とする。同一形態素をふく
　　む交響の種類の数が万一一・94をこえる場合は，最初の94種類の文節を1
　　レコードとし，それ以下は次のレコードにおさめられる。レコード先
　　頭の形態素出現度数は，そのレコード中にある文節の出現度数を合計
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20ケタ 7 100ケタ5 100ケタ 5 100ケタ
ケ ケ ケ? ? ?
ギャップ 見出し語形態素 文節2
をふくむ文節1
形態素 文節2
見出し語 出現度数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　Pee　i　5　IE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多ケク雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギャップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』・　　　　　文飾n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現度数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文節n－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽現度数
　　　形態素見出し　　1文節1　　　　　　　文節3　　　　　　　　文節n
　　　語出現度数　　　菖三現度数
　　したものであるから，94文節をこえる用例をもつ形態素の総出現度数
　　は，作表後のあと処理で禽計して出すことになる。
　○ラベル　　　　　TANGLIST
（A）作表の形式　次表参照
　01ぺ＿ジ　25行
　O　heading　65　M－TANGe－LIST
　O見出し語がとり出された文節中の該当部分には，××一　3ケタの記
　　号が掻入されている。
隣素異出圃
形鯉毘囎
　　　　　　！食凱諦現麟　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　一～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’の沸’誇暫、（ヘメ　　　　　　　　　　　　　v”／ノw’　　　　　　　　t’””tvv’へ』
i文節n－1i　　　　　　　　l文節n－1繊現度数l
l文節n　i　　　　　　　　　　I文節n田現度数i
　　　　　　　B
　　　　　　院出し語田現度数
Bをふくむ
i交節1　1　　　　　　　　　　｝交節1出現度数1
（最終ページ）
KOTONARIGOSU畠現形態素ことなり蓬数
NOBEGOSU
4）　M－3　65MATSUE
　（d）機器の配置
9Aの実行
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田現形態素のべ語数
ラソ4
　入力：P／T　紙テ・・一ブリーダー（リクエスト指定紙テープ）
　　　：M／T　デッキ1番（ラン3の嵐力M／T，短語リスb）
　出力　　　　ラインプリンター　64：文字：モード
　PLT　　　　デッキ6番
㈲　リクエスト指定紙テ・一一プの形式
　01語形，1ブロックの形式でパンチし，リクエスト終了の記号として
　　は，FIN　3ケタをパンチしたブロックをもってこれにあてる。
　○各形態素の末尾には，形態素切れ目符号としての一（マイナス）1ケ
　　タを加えておく。
　○リクエストする形態素はアルファベヅト順に配列されていることが望
　　ましい。ランダムに配列してあると，処理時間が長びく。
（A）　ノーマル・ホルト
　ON．0，　A．　OOOO，命令のロケーション　C440e　　ラン終了。
←〉　エラ・一・ホノレト
　i　N．1，A・：Bともに　oooo，ラインプリンター印字
　　　FILE　I　EINISHED
　　　もしリクエスト紙テープにパンチミスがないとすれば，リクエスト
　　する形態素の配列順が正しくアルファベット順になっていない場合で
　　ある。そのままリスタートすると，1番デッキがリワインドされ，短：．
　　語りストM／Tの最初から問題の形態素見出し語がサーチされる。
　　それでも当該語形が兇出されない場合には，
　ii　N　1，　A・Bとも0000でラインプリンターの印字が，　THERE
　　IS　NO　WORD蒋（該当語形）で，1番デッキがリワインドされて
　　ホルトする。その場合は，PレジスターにC340をセットしりスタ1
　　一トすると，リクxストP／Tの次のブロックが読みこまれ，ラソ
　　が継続される。
　iii　N．7，　A・BともOOOO，正常な操作においては起りえない：・ラ
　　一一一　fsので，メモリーをクリアーした上，プログラムをPt　Pt　一一ドして再
　　興する。
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　㈱作表の形式
　　01ぺ＿ジ　30行
　　Oheadingがなく，最終ページに，全体のことなり語数，のべ語数の
　　　蓑示がない点をのぞき，ラン3の作表と同じ形式である。
5）　二一4　65MATSUE　7　Aの実行　　ラン5
　（i）機器の配置
　　入力：：P／丁紙テープリ・一一ダー（リクエスト指定紙テープ）
　　　　：M／Tデッキ1番，2番（ラン2の出力M／T　形態素段階マス
　　　　　ターテープ）
　　中間繊力・入力M／T　デッキ3番（印字段階からの入力。ワーク・プ
　　　　　　　　　　　　　アイル）
　　出力　　　　ラインプリンター　64文字モ・・一一ド
　　PLT　　　デッキ6番
　（U）　リクエスト指定紙テープの形式
　　　ラン4の（pt）に同じ。
　（A）　ノーマル・ホルト
　　i　（ラン開始直後）N．0，A．0001，　B．0000，機器の配逡を確認
　　　してそのままリスタート。もし全見毒し語について作表したい場合に
　　　は，形態素段階マスターテープを最初から3番デッキにセットし，P
　　　レジスタにF　230をセットしてスタートする。
　　ii　N．0，　A．0002，　B．0000，中間出力（WORK　FILE）完成。，
　　　直ちに作表したい場合にはそのままリスターート。
　　iii　N．0，　A。Bとも0000，　ラン終了。
　（＝）エラ・・…　ホルト
　　i　N．1，A・Bとも000◎，ラインプリンタ　印字
　　　　FILE　l　FINISHEDの場合は，4）の⇔の場合と國様，そのま
　　　まリスタート。
　　ii　N．1，　A・Bとも0000，ラインプリンタ　印字
　　　　THERE　IS　NO　WORD＃（当該見出し語）
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　　　この場合は，リクxスト指定P／Tの当該ブmックを訂正または
　　抹消の上，すべてのM／Tをリワインドし，P／Tを紙テ・・一一プリー
　　ダーにセットしなおしてPレジスターにE970をセットし．，処理を
　　再開する。
　（作表印字の段階）
　iii　N．7，　A・Bとも0000，正常な操作においておこりえないエラ
　　一なので，メモリ・・一をクリアー一し，プpaグラムを：再ロードし，ノーマル
　　・ホルトのiから，PレジスタにF　230をセットしてスタートする。
㈱　中間出力・入力M／Tの形式
　　ブロック形式，レコード形式とも入力M／Tのそれと隅じ。
〈A）作表の形式　次表参照
　01ページ　30行
　○文節中の形態素見出し語該当部分には　××一，文中の晃膓し語をふ
　　くむ文節該当部分セこは×××の記号が揺入されている。
形態素A見出し語
A見鶏し語をふくむ文節1
話し手 聞き手 文番号 文（文節1をふくむ）
（交つづき）
話し手 聞ぎ手 文番号 交（：文節1をふくむ）
A見繊し語をふくむ文節2
話し手 聞き手 丈番号 ：交（文節2をふくむ）
（交つづき）
話し手 聞き手 文番号 文（交節2をふくむ）
形態素X見出し語
X見出し語をふくむ：文節1
話し手
，話し垂一
話し手
　　　聞き手　　　文番号
　　　聞き手　　　丈番号
X見出し語をふくむ文節n
丈（文節1をふくむ）
　　　　　　　　～～“～へ文（交節n一工をふくむ）
聞き手　　　交番号 文（交節鍛をふくむ）
le2
6）　Pt－5　実行前のソート　　ラソ6
　　0入力M／T　ラソ5の出力（全形態素について実行したい場合には，
　　　　　　　　　形態素段階マスターファイル）
　　○第1key　話し手19ケタ，第2key　聞き手19ケタ，第3key　形態
　　　素見出し．語20ケタ，第4　key　文番号14ケタ。
　　O出力M／T　ラベル　65　M　7BINP
7）　M－5　65MATSUE　7B　の実行　　ラソ7
　（t）機器の配置
　　入力M／T　デッキ1番（ラソ6の出力M／T）
　　出力　　　　ラインプリンタ・・一作表印字　64：交字モ・・一ド
　　PLT　　　デッキ6番
　（P）　ノーマル．“ホルト
　　i　（ラン開始直後）N．o，　A．　ooo1，　B．　oooo，機器配置確認のう
　　　え，そのままリスタート。
　　ii　N．0，　A・Bとも0000，　　ラン終了。
　（7x）　エラー・ホルト
　　ON．2，　A．0000，正常な操作の下では起りえないものなので，メ『モ
　　　リをクリアーの上，プログラムを：再ロードして最初からやりなおす。、
　（＝）作表の形式　次ペーージの表参照
　　01ぺ＿ジ　30行
　　○文節中の形態素見出し語該当部分には　xx一　の記号が揺入されて
　　　いる◎
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i話し手A 聞き手B
形態素a
aをふくむ文節1 文節1をふくむ文番号
?? 2 tt　2 ?1
?? 3 tt　3 ??
形態素x
xをふくむ文節1 文節1をふくむ交番号
話し手A 聞き手C
形態素a
aをふくむ文節1 文節1をふくむ文番号
形態素c
cをふくむ文節1 文節1をふくむ文番号
2．4．　今後の問題。
　以上の記述は，現存する65MATSU8　PLTのプログラムをそのまま使用
しただけの形のものであるが，現在までに，国研その他において開発されたプ
ログラムの手法やアイデアをとり入れて，もっと便利なものに修正することは
癖易である。
　たとえば，R－4（65　MATSUE　7　A），狂一3（65　MATSUE　6　A）な
．どにおいて，K：W王C（Key　Word　in　Context）のアイデア・手法をとり入
れ，センテンス中の見出し語（形態素）をふくむ文節の存在する場所を表中の
一定位置に圃定し，それに先行する形式や，後続する形式をもソートkeyの一
項として考慮するならば，蓑全体がはるかに見やすくなるだけではなく，その
当該形式と繭後して寓やすい形式についての考察もしゃすくなるはずである。
　また，1－2（65MATSUE　2）において，時閾帯コードのかわりに，この
報告書でおもに問題にした「談話」に関する情報，すなわち談謡番号と談話の
種類に関するコーードを揺入することは可能であった。そして別に新しいプログ
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ラムをいくつか追加開発することによって，ユ．分析における談話に闘する考
察自体をもっと容易におこなえたはずだし，さらにここで仮定した談話という
概念および，その種類についての，実験的な検証も可能となったはずである。
　一応の処理方法完成以蔚に分析についての十分な考察をすることが出来なか
ったので，ここで扱ったかぎりの資料については，、コンピュ　一一タによる処理を
’L・ろいうな面で活用できなかったうらみがある。しかし，上にのべたような点
について，処理方法の改良，開発をはかれぽ，今後のこの種の研究に役立っ可
能性は大いにあると考えられる。
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3．付録
3．　■　参加岩の組と談詣数，文数。
　以下にあげる表は，参加者の組ごとの談話数と文数を示す。各欄の左の数字
は談話数，右の数字は文数である。なお，communication上のfunctiorr
O赫（不明），1＊＊（ひとり）のものはあげなかった。
　　　　　　　　　　　　第25表の1，2（あいさつ）
雰シ・非シ
KgM，　KAM
非シ・シ
K4F，KsF
K二4〕ぎ，1《二9M
K　4　F，　KAM
K4　F，　1〈CF
K’W　F，KgM
K8F，KAM
K8F，KCF
K8　F，　1〈FF
KCF，KDF
K4F，K8F，KgM
K4F，KgM，KAM
K8F，KCF，KDF
非シ・ウ
旧く：3F，UlF
KsF，U1F
K6M，UlF
K7M，UIF
KgM，UiF
KgM，U2M
KAM，U2M
KC正㍉UIF
KCF，U2M
KEM，UIF
KFF，U1F
KIM，UIF，U2M
211
2　5
正　2
214 2Z5
1　161
219
1　3
????
1　3
3　6
1　3
??????
????
221　i　229231
1　4
1　2
1　2
1・　1
7　23
2　5
234
6　121
3
5
235239
2　2
1　2
i　41
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KgMKAMU2M
KgM，UIF，U2M
KAM，　U　1　F，U2M
KCF，UIF，U2M
KGM，UlF，U2M
葬シ・シ・ウ
K4F，KsF，UIF
K4F，KgM，UIF
K4F，KgM，U2M
K4　F，　KAM，UIF
K4　F，　1〈AM，U2M
K8　F，　1〈　9M，UIF
王く8F，1く＝9M，U2M
K　8　F，　KAM，
U．9．M
K8F，KBF，UIF
K8F，KCF，UIF
K8F，KCF，U2M
K8　F，　KF　F，UIF
K4F，K8F，KgM，U2M
K4F，K8F，KAM，　U　2M
K4　F，　K8　F，
KCF，U2M
K4F，KgM，UIF，U2M
l〈　8　F，　KgM，
UIF，U2rv1
211
1　1
214 2玉5 219
1　3
1　32
3　52
1　14
1　12
1　4
1　16
2刎
107
229 231
3　16
3　28
1　3
1　8
234
1　23
1　3
4　22
2　13
235239
1　3
1　7
1　3
??????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????
?
．??
?????
???????
K二4F，K二8F，
KCF，　IJ　1　F，U2M
?????
??）?????
K4F，KCF，KDF，　U1　F，U2M
K二4F，K8F，
KCF，KDF，U1　F，U2M
シ・シ
K4F，K8F
K4F，KDF
K8F，KDF
K4　F，　K8　F，KPF
シ・ウ
K2M，U玉F
K2M，　U3F
K4F，UIF
K4F，U2M
K8F，UIF
K8　F，U2M
KDF，UユF
K4F，K8F，UIF
K4　F，　K　8　F，U2M
12．
1　3
214215
1　8
1　4
219
1　7
1　4
1　22
1　9
1　16
1　33
221
1　5
229
1　5
1　3
231
1　13
2　7
1　24
3　6
4　6
1　1
1　ユ3
3　．13
1　3
1　3
1　1
4　9
3　12
23423引2391
　　　　　1
1　7
1　9
1　2
i
le8
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
????????
?????????????????????????????????????????????????????????????
????????????????
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第25表の2，3（しらせ・用談）
非シ・非シ
K9　M，　KAM
葬シ・シ
K4F，K5F
K4F，KgM
K4　F，　1〈　AM
K4F，KCF
K8F，KgM
K8F，KAM
K8F，KCF
K8F，KFF
KCF，KDF
K4F，K8F，KgM
K4F，KgM，KAM
K8F，KCF，1〈DF
非シ・ウ
K3　F，UIF
KsF，UIF
K6M，UIF
K7M，　U1F
KgM，UIF
KgM，U2M
KAM，U2M
KCF，UIF
KCF，U2M
KEM，　UIF
KFF，UIF
KIM，UIF，U2M
KgM，KAM，U2M
KgM，　UIFU2M
KAM，　U　1　F，U2M
KC　F，　U1　F，
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第25表の3，4（おしpaベリ）
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3．2．談話の種類と待遇表現関係要素。
　以下の各表は，三種類の特徴の組み合わせによる談話の種類と，それぞれの
待遇表現関係の要素の現われ方を示す。
3
．2．L　ていねい表現関係。
第26表
／ドD・・ MAs　I　GozAIMAs　l　GozAINs　1　pAR
??????????
??????? ? ???? ? ????
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8
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2
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????? ? ?
2
1
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1
1
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9
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4
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2
3．2．2．　尊敬表現関係。
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?
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9：3．3．　OUTPUTの例。
3．3．1．65MATSUE　6Aおよび7A。
　GOZAIMAS，　GOZAINS　（」｝t－lt　6　A），　DES，　MAS，　RAE，　RARE　（L／
上7A）についての処理結果を，ラインプリンタからのoutputの形のまま
示す。0．4．2．2．li　一一3，　di　一4，2．3．2．4）④，2．3．1畿5）⑭参照。己．／
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3・　3・　2・　65　MATUE　7　Bo
　　リクエスi・した諸項廻のうち，DAR，　DES，　MAS．　NASAIMAS，　NASA－
INS，　NASAR，　RARE，　SANについての処理結果の中から，　U　l　F（主婦）
を話し手とし，KsF（野菜売りの婦人2），　K：8F（長女），　K：9M（山陰合同
銀行員），U2M（憲人）を聞き手とした，四つの場舎を例として示す。0．4．
2．M－5，2．3．3．7）（＝）参照。ただし，ここでは，印欄の都合で，ラインプ
リンタからのoutputの形式そのままではなく，同じ内容を組みかえて示し
た。
U玉F：KsF
　DAR一
　　×　x　一1〈EN
　　カATAR一蕃1－MAS－RU一××一（十十十十）一NE
　　NTA？vg［A一・ZUKE（CUKE）一IEFx　×　一GA－NE
　　カAN－NAR一×x　一1〈EN
　　カE（カ1）一E（1）一×　×一力WA－NE
　DES－
　　SO－GE一一　×　×　一￥1－OB－TAR－1〈A－1－NE－A
　　SO－GE一　×　×　一RU－1〈A
　　SOO一　×　×　一RU一（　一1一　十　十　一F　）
　　カjO（カ1）一KAR一》王一〇B－TAR－x×一RU－GA－NE
　　Soo一　×　×　一￥1－OB＊一TAR－KA
　　カ1擾一××一RU暖KA
　　KIRAI一×　×一RU－GA
　MAS一・
　　SUM一￥1一　×　×　一￥1－OB＊一TAR－KA
　　DE一￥1一一〇B一　x　×　一￥1－OB－TAR
　　SUM母レxx一蕃IDB－TAR－NE
　　MORAカー芋ト××一RU
　　CUKE一￥1一　×　×　一RU一　de　WA
　　ヵA’1’AR一蕃1一　××一RU－DAR一（十十十十）一NE
　MASE　（MAS）一
　　abAR一￥1一××一￥A－N
　NASAINS一
　　力ATAR一芋王＿×x＿￥＿RE：
　NASAR一
　　ヵAGAR一丸ト××一蕃畷セ（RE）
　　カATAR一門1一×x蕃護セ（RE）
　　HII一芋ト××一RU一力WA－NE
　　ヵATAR一￥1－x×一￥一1セ（RE）
　　カATAR＿蕃1－x×＿￥＿1セ（RE）
　　カATAR一￥1－x×一￥一・1セ　（RE）
　　DE一￥1一一　×　×一RU－TO
　　TABE一￥1－x×一￥一1－t　（R［s’）
　SAI　一
00228700000000
0023011eoooooo
OO261500000000
00287300000000
002SS800000000
oe21ssoooooooo
OO219200000000
00230700000000
0e234300000000
00254200000000
eo260700000000
00265700000000
oe213soeoooooo
eo21s300000000
00220110000000
eo223400000000
00224100000000
0e230nooooooo
00222700000000
00216320000000
oe212300000eoo
eo21sllooooooo
oo2207eooooooo
OO221900000000
00222410000000
0e226300000000
00231200000000
00270soooooooe
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ab　OBA一　×　×
カO－KJAI〈U－xx一（十十十十）
ab　O－1〈JAI〈U一　×　×　一DA
NANOAI一　×　x
’MACUBABA一××
ab　OBA一　×　×
カOBA－x×
カOBA－x×
カOBA－x×
カOBA－x×
ab　OBA一　×　×
カOBA－x×
oo2110eoooooov
OO2166UOOOOOOO
oo22270000000e
OO224800000000
00225400000000
00230100000000
00235700000000
00254500000000
eo26s600000000
00269100000000
00281iOOOOOOOO
OO282400000000
UIF：K8F
　DAR一
　　（十十十十〉××一力WA－NE
　　SUTEKI一××一力WA
　　カWAI〈AR－RU一　×　×　一DOMO
　　KIRE＊E一××
　　sc｝o一×　×
　　SU．RU＊一××
　　i　・NAN－PONDO一　×　×　一NE
　　NAN一××一力WA－NE
　　・カIQSJO－xx－KEN－NE
　　（・十．1一　一1一・一i一　）一　×　×　一KEN
　　I〈OTO一　×　×　一　）　WA－NE
　　GO－ROKU一×x一力」0
　　・・，MON（MONO）一　×　×一（十　一1一　十十）
　　DO－K（〉一×．x一￥A－YVセ（YVVセ）一KA－NA
　　，TOKUBECU－BANGUMI一　×　×　一　de　WA
　　［1’AKUSAI　T一　×　×
　　KOTO一　×　×　一　fo　WA
　　DE一￥FOB一，　［’E－JORセーRU＊一xx－KEN
　　（＋＋＋．＋）一～くx
　　カO“｛Oカ「蕃一RARE＊一￥1－OB－TAR一×x一力WA－NE
　　．　SUKI一×　×一NE
　　．　GOS－RU一　×　．×　一　de　WA
　　NANBO一　×　×一NE
　　ZJUU一力EN一（：｝URAI（KURAI）一××一蕃王一〇B－TARA
　　（　十　一t一　十　一｝一　）一　×　x－DOMO－ATEE
　MAS－
　　DE一蕃ト××一￥1－OB＊一・　［’AR一（十十十十）
　　・カJARr￥1－OB－TE－AGEセ（カAGE）一￥1－xx－RU－ZE
　　・SI（SU）一￥　［zx　×一RU－ZE
　　カAG£一￥ト×x－RU
　NASAR－
　　SUカWARL￥1－x×一￥一1セ（RE）
　　SI（SU）一￥1一×　×一￥一1－ir　（RE）
　　．．KI（KU）一￥1－x×一￥一1セ（RE）
　RARE＊一
　　NA　th　OS一￥一　×　×一tsL　1－OB－TAR
oo3s41000eeooo
oo3s730eoooooo
OO43000000000C
OO437800000000
00440300000000
00441300000000
00443000000000
00s274000eoooo
OO590300000000
0060111000000e
OO607000000000
0e6eg600000000
00609610000000
00611310000000
00652200000000
eo66gllooooooo
OO669500000000
00679300000000
00740800000000
00so460000000e
eos17200000000
0089720000000G・
elo72700000000
elo73200000000
01082600000000
00352210000000
00558600000000
00579300000000
0es43soooooooo
oo440330000eoo
eo440glooooooo
elol4soooooooe
oo62e70000eooo
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　　MAIR一　￥．一×　×　一一￥A－1　一（十十十十）一KA
　　l〈O一（KU）一￥一×x－RU＊
　　．カOMOか￥一×x一￥1－OB－TAR－DAR一ヵWA－NE
．　：S　AN－
　　SIZU一×　×一Ns　EE
　．琴耳E一×x
　．NOBOO一××一NO
　ls珍cg王～Q「×x
　．S£9し珪～Qr××
　　カO－TOO一×　×一力WA
　　，K£N二××
　　，1－IIRO一　×　×
　　．カO－BAA一××一丁OKO－MO
　　．カ。醐lr×x
　’SAI〈URAI一　x　×一（　一t一　“　十　一1一　）
　　；カ0珂み1一×x
　　カOMAI一××
　　g〈ANDAT　×　×　一INTO
　　ab　．IACin　JOKO一　×　×　一一TO
　・9JA．　1　O一　×，　×一（＋　一t一　＋　＋）一Nl
　　埼QM理二××
　　．MOTOME一一　×　×　一TOKO－NO
　　HUZIHARA－MOTOME一　×　×一TE
　　×　．×　wwNll．INTr　1〈AN
　　x　×一KA－GECU
　　カQMAI一××
　　カQrrll’（）．QT××
　　SECUI〈O一，×　×
eg．6sg2gooooeee
oo74120gp．QQooe
eQso．4600eooooe
eo3s62eooooooo
eo3s6600000000
eo3s6600000000
．eo3gQ600000000
eo394nooooooo
eo396310000000
．　oe39710．oQooooo
OO399000000000
00412eoooooooo
oo43eooooooooo
OO435900000000
00474200000000
eo474200000000
00s4740000eooo
ee564seoeeogeo
OO600800000000
eo607000000000
00633700000000
QO6341eooooeoo
eo6sg200000000
00740sleoooooo
，QO8297．90POOOOO
eoss2soooooooo
eos7ssooQooooo
tUlF：．K，9．“i
　DES－
　　SO－GE一　x　×　一RU－1〈A一一（十　十　一1一　十　）
　　　de　AR一￥1－OB－TAR－MON（MONO）一　×　×　一RU－NEE
　　SO－GE一　x　×　一RU（十　÷　十　一i一）
　　SOO－x×一RU－KA
　　HOO一　x　×　一RUI〈A
　　SO－GE一　×　×一RU－1〈A一一NE
　，MAS一
　　　力AR一￥鉢一××一琴1－OB＊一　lrAR一（十十十十）
　　　カAR一》1－xx－RU－KEN
　　KAカWAR一￥1一×x一￥1－OB＊一TAR－GENA－NE－A
　　　カITAS一￥1一×x一￥1－OB＊一TE
　MASE　（MAS）一
　　K王（U）一入1－x×一￥A－N一（十十十十）
　　　ヵAR一蕃レx×一琴A－N－KA
　・NASAII　T・S－
　　NAR一￥1一　×　×　一￥1一一〇B＊一TAR－NE－A
　SAN－
　　　Jij　O－TOO一　×　×
　　　TA　tN・1　URA一　x　×　一TO
00363600000000
eo369200000000
003，70300goeaee
eo371goooooooo
OO373600000000
00373goooooeoo
eo370600000000
00371700000000
00373400000000
ee431soooooooo
00363100000000
eo373410000000
00369900000000
oe363！0eoooooo
oo36ssoooooooe
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VIF：U2M
　DAR一
　　（十÷十十）一iNTO一力jA一××
　　カ1カー￥1－OB－TE－」OR・｛i－RU一××一DOMO－NEE
　　DE－RU一×己×功WA一聾E
　　MODOR－RU一　×　×
　　NAN一×　×＝KEDO－NEE
　　（　十　一Y　十　十　）一　×　×　一￥1一一〇B－C［’AR一（　十　一F　十　十　）
　　NAR一￥A”N一　×　×’（　一Y　十　十　十）
　DES－
　　DO－GE一　×　×　一￥1－OB＊一TAR－1〈A－NE
　NiAS－
　　de　OCI一￥1一　×　×一￥1－OB＊一TAR
　　DEKI一￥1一　×　x　一￥1－OB－TAR－DE
　　カ0－KAIR一￥ト××＿．RE
　　NUI｛E＊一琴1－OB－TE－JORセー蓼1－xx－RU－KA
　NASAR一
　　力JAME一￥1一××一￥一1セ（RE）
　RARE＊一
　　力OR一琴一×x－RU＊
　　力玉カー琴一x×一蓼1－OB－TAR一（十十十÷）
　　ヵOK一￥1－OB－TE－JOR－t一￥一x×一￥1－Eウ（カWA）一HE（SU）一
　　￥A－N一（十　十　一1一　十）
　　カOKUR一荒一××一（十十十十）一NE
　SAN－
　　MINA一××一GA
　　“「OBOO一××一力WA
　　SITEN－CJOO一　×　×
　　SITENCJOO一　×　×
　　カOMAI一×x
OOOO170000000gt
ooo2sgeooooooge
OOO44300000000
0004ssoeooeooo
eoo4sgoooooooo
・eo4gs600000000
00496810000000
OOOI4000000000
eooo1200000000
00044900000000
eeO45500000000
eoo46200000000
00562500000000
oeo2sslooooooo
OO413210000000
00495200000000
00631000000000
OOO48900000000
eo4gs2eooooootr
eos3400000000e
eos34600000000
eo6634100gggoe・
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；3．4．　松江調査関係文献。
　石綿敏雄
　　1965
綴立国語研究所
　1965　a
i1965　b
！967
！969
齋賀秀夫，松本昭ほか
　1965
・林四郎
　1956
1967
繭不二男
　1965
証969a
r外来語の普及度一松江市での調査から一」
（『言語生活』N◎．161，1665－2）
「国民各層の書目生活の実態調査（B）（松
江調査の概要）」（『国立国藷研究所年報』15）
「松江調査の結果」（1965年2月セこ松江市で
行なわれ計略俊講演会の際の配布資料）
「電子計箪機による話しことば資料の分析・
処理の研究」（『国立国語研究所年報』18）
r雷語情報処理に関する基礎的研究」（『国立
国語研究所年幸躍19）
「座談会，敬語調査法をたしかめる」（『雷語
生活』No．162．1965－3）
「言語行動のタイプ」（『文体論入門』三三省
堂）
「私たちの生活とメモ」（『言語生活』No．
192，　1967－9）
「この人の敬語行動一松江24時間調査から
一」（『言語生活』No．162，1965－3，講座
「ことぽの生活」第3巻，筑摩書房，1967に
召募）
Some　Remarks　on　Honorific　Expres－
sions　in　Modern　Japanese（1969年2月，
オーストラリア，パースの西オーストラリア
　　223
1969b
1970
渡辺友左
　1965a
1965b
1968
大学で行なわれた，Austraiian　UniversF－
ties　Language　and　Literature　Associa－
tionの第12回大会における発表の際の配布
資料）
「形態音韻論」（『数理科学』’7－11，・1969一一
11）
「松江24時間調査における『i淡話』についtt
て」（LDP＜国語研究所第一一一eSt料研究室，第
三資料研二究室，言語計墨：調査室月報別冊＞
No．　7，　1970－11）
「言語生活研究覚え書き」（『国立国語研究所
論i集ことぽの研究』第2i集）
「マス・メディアと市民一長岡市と松江市
の市民の場合一」（『新聞研究』No．166，
1965－5）
『家庭における子どものコミュニケーション
意識』（国立国語研究所報告33）
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3．5．　　索弓io
　項昌は以下のように分類してあげた。
　（1）会話・談話・待遇表現関係事項
　（2）待遇表現関係要素・書語形式
　（3）書語単位。文法用語その他
　（4）資料・テクストの種類・表記その他
　（5）プPtグラム関係
　⑥レコード形式
　（7）　　f乍表形式
それぞれにおける項目の並べ方は五十音順。ただし，Pt　一マ字表記のものはそ
れだけまとめてアルファベット順であげた。なお，あげてあるページは，それ
ぞれの事項についてとくに重要と思われる瞬断だけである。
〔会話・談話・待遇表現関係事：項〕
あいさつ
相手
遊び
悪口・非難・不平
あらたまり
おこり
教え・さしず
おしつけ
おしゃべり
他言羨
会話（談話の集りと
　しての）
　～の構造
感覚・感情
関係看
感謝・賞讃
感情の直接表現
　35”一40，　73’一74
　36e－37，　56－v57
　　　　36’一37
　　　　　　36
　35”一36，　38一一39
　　36，　38，　81
　　36’一・37，　81
　　　　36，　38
35”一37，　39，　74’一
75
　5rv　8，　78tv79
　　　　　　34
　　　　73’一75
　　　　36，　38
56e‘v57，　70’v71，
76
????
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聞き手
きまり文句
くだけ’
けんか
個人うわさ
ことぽの調子
参加憲
　～の種類
思考
しらせ・用談
親せき
事務・粥事
世間・時事
尊敬表親
待遇表現の意味
（内容）
第三者
5，　15，　16，　34，
76
　　　　36，　38
　　35rv36，　38
　　　　36e－38
　　　　36，　39
　　　　35N38
　　34，　106一一117
　　　　42”v46
　　　　36”v37
　36一一39，　74’一75
　　　　　　42
　　　　　　36
　　　　　　36
13，　30，　52一一57，
71’一72，　75’v76，
119n－120
　　　　75t－76
56一一57，　7e”v71
談話　　　　　　　　　　　　　　15，　33～41，　72～
　　　　　　　　　　　73，　79～8王
　～の種類　　　　　　　　　　35～39
　～の認定　　　　　　34～35，80～81
　～の分類　　　　　　　　　35～39
つくり話・うそ　　　　　　　　36
ていねい表現　　　　13，30，46～52，
　　　　　　　　　　　73一一75，　118’v119
鼻翼家族　　　　　　6，8，12，42～
　　　　　　　　　　　46
泣き　　　　　　　　　　　　　　36
臼常9身辺・家庭　　　　　　　　　　　　36，　39
発謡煮　　　　　　　　　　6，8～io
言舌し考三　　　　　　　　　5，　14～16，　34，
　　　　　　　　　　　76，　78
話し手，聞き手の組　50～52，60～61，
　み合わせ　　　　　74～75
非親せき　　　　　　　　　　　　42
ひとり　　　　　　　　　　36，38
皮肉、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36～38
ふつう（ことばの調　　　　　36～39
　予）
文章　　　　　　　　　　　5，15，28
へりくだり　　　　　　　36，38
言方錐籍看　　　　　　　　 3，　5～6，　8，
　　　　　　　　　　　12，　25
みうち　　　　　　45～46，51～52，
　　　　　　　　　　　60tv61，　74
昔話　　　　　　　　　　　　36，38
要求表現　　　　　　13，30，57～61，
　　　　　　　　　　　121’一122
呼び名　　　　　　13，62～72，75～
　　　　　　　　　　　76，　123”“一126
話題　　　　　　　　　　35～36，38
communication上の　14，35～37，79
　function　rv80
’discourse　15，　28
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〔待遇表現関係要素・言語形式〕
　親族称呼だけ　　　　　　　62～72，　123～124
親族称呼＋CJA蕪　　62～72，123～124
　親族称呼十SAN　　　62～72，123～124
　姓だけ　　　　　　　　　　　　62～72，　123～124
　姓十SAN　　　　　　　　　62～72，　123～124
　姓一ト名だけ　　　　　　　　　62～72，　123～124
　姓十名十SAN　　　　62～72，123～124
姓川名（略）十SAN　62～72，123～124
　名だけ　　　　　　62～72，123～124
　名十CJAN　　　　　　62～72，123～124
　名十SAN　　　　　　62～72，81，123
　　　　　　　　　　　tv　124
　名（略）十C∫AN　62～72，123～124
　名＋親族称呼＋SAN　62～72，123～124
ANATA
ANOSAN
ANTA
BOKEf
CJOODAI
cjoodai
DAR
DARESAN
dawa
・DONATA
DES
GOS
goslnal
gosudawa
62A－72，　125N126
62”一72，　125“一126
62”v72，　81，　125
－s－P26
62一一72，　125一一126
　31一一32，　57”一61
31’w32，　57N61，
121’一122
30一一33，　46一一52，
78，　Si，　l18一一i19，
229一一220，　222
62’一72，　125’一126
31”一32，　121一一122
62’一72，　125A”126
30一・」33，　46N52，
78，　81，　118一一119，
131”一155，219”一222
31N32，　57一一61
31”v32，　57”v61，
121一一122
31N32，　57tv61，
121”一122
GOZAIMAS
GOZAINS
kudasai
KUDASAIMAS
｛〈udasaimase
KUDASAINS
l〈udasaiNse
：1〈lllDASAR
wtAS
・na圭
蟹AR
笹asal
NASAIMAS
職asalm段se
NASAINS
鍛asaiNse
NASAR
OMAI
eMAISAN
RAE
3e一一32，　46一一52，
127”一129
30’一32，　46”一52，
127’vi30
30’v32，　57tv61，
121”v122
　30r一一32，　57A”61
3e”一32，　57”一61，
121’一122
30＃一一32，　57N61，
30”一32，　57一一61
121一一122
　30”一32，　57”v61
30t－32，　46一一52，
156一一192，220一一223
30”v32，　57’一61，
三21～122
30”一32，　52”一61，
119’一120
30’一32，　57”一61，
121一一122
30’s一・32，　52”一61，
1三9～120
30一一32，　57一一61，
121”一122
3e一一32，　52一一61，
119一一120，　220，
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30’一32，　57’一61，
12三～122
30一一32，　52N61，
li9一一120，　220　tv
221，　223
62一一72，　125”一126
62’一72，　125”v126
30一一32，　52一一57，
119一一12e，　193一一
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　　　　　　　　　　　　玉94
　RARE　30一一32，　52・一・57，
　　　　　　　　　　　　119一一120，　193一一
　　　　　　　　　　　　218，　220一一222
　RE　30A－33，　57”一61
　SAQSJAR　’　30e－32，　52・一5Z
　　　　　　　　　　　　119一一120
　UCI　62”一72，　125”一126
　WASI　62A－72，　125”一126
　WATAKUSI　62N・72，　125tli－126
　WATASI’　62一一72，　125’一一126
〔雷語単位，文法用語その他〕
音素　　　　　　　　　　　　　　15
　間投助詞　　　　　　　　　　　　　33
　獲｛i碧男文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11，　27
形態音素　　　　　　　　　　　　11
　形態素　　　　　　　13，15，16，30～
　　　　　　　　　　　　33
　　～の段1階（処理の　　18～20，96～104
　　過程における）．
　　～の連続　　　　　　　　　　　　13
接続助詞　　　　　　　　　　　　　33
終助詞　　　　　　　　　　　　　33
単語　　　　　　　　　　　　　　王5
　短語　　　　　　　　　（形態素を見よ）
　中断文　　　　　　　　　　　11，27
　長語　　　　　　　　　（文飾を見よ）
　発話　　　　　　　　　　　　7～8，12
　普通文　　　　　　　　　　　　11，27
　］“！　5N6，　11，　15，
　　　　　　　　　　　16，　28”v29
　　～の種類　　　　　　　　　i1，27
　　～の段階（処理の　　17～18，83～90
　　過程におけ’る）
　文節　　　　　　　　　　　　　 5～6，　16
　　～の段1階（処理の　　　　18，90～96
　　過程における）
命令形　　　　　　　　　　　　　33
〔資料・テクストの種類・表記その他〕
　音韻蓑言誤
　　～テクスト
　音声表記テクスト
　形式不明の表記
　形態音韻表記
　　～テクスト
形態素の切れR
形態素の蓑記
　形態素の連続の表記
　促音（ッ）（の衷記）
　談話番号
　長母音にあたる母音
　音素の連続の（表記）
爆音（ン）（の表記）
　発話なしの表認
　付加情報
　文節の切れ自
　文の切れ昌
　文番号
　文字化資料
　録音資料
〔プPtグラム関係〕
　フローチャーート
　65　MATSUE
　65　MATSUE　1
　65　MATSUE　2
　65　MATSUE　3
　65　）va［ATSUE　5
　　　　　　　　　　　　　　　　11，　26
　　　　　　　　　10～1ユ，　76～77，
　　　　　　　　　　85
　　　　　　　　　　　　　　10，　76t－77
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　11，　25’一26
　　　　　　　　　11，　76’v77，　83　’v85
　　　　　　　　　　　　　　　　11，　26
　　　　　　　　　　　　　　　　25n－26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
誕し手：聞き手コード　　11，25，84
　　　　　　　　　　　10’vll，　16’一19
　　　　　　　　　　　　　　　　11，　26
　　　　　　　　　　　　　　　　il，　26
　　　　　　　　　　　11，　27，　40，　84
　　　　　　　　　　　10－v12，　76“一77
ヤ行音，拗音の半母音　　　　　　　26
にあたるもの（の蓑記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　2e一一24
　　　　16”一17
17，　82，　85”一87
17，　82，　87一一89
17，　82，　89－vgo
　　18，　82，　90
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　65　MATSUE　6
　65　MATSUE　6A
　65　MATSIJE　6B
　65　MATSUE　7
　65　MAT＄UE　7A
　65　MATSUE　7B
　65　MATSUE　8
　65　MATSUE　90N91
　65　MATSUE　9A
　65　MATSUE　PLT
〔レコーtド形式〕
　形態素（短語）段階
　　マスターファイル
　　のレコード形式
　　〈2．3　3．　1）　（＝）
　　の出力M／Tに同
　　じ〉
　原始入力紙テープの
　　レコード形式
　短語リストM／Tの
　　レコード形式
　長語リストM／Tの
　　レコード形式
　文節（長語）段階マ
　　スターーファイルの
　　レコード形式
　文段階マスターファ
　　イルのVロード形
　　式
〔作表形式〕
　度数付短語りストの
　　作表形式
　18；　82，　90t－9b
18，　82，　93”一95，
127e－130
18，　82，　95”一96，
　19，　83，　96’一97’
19，　83，　IOI・vlO3，
127n－143
20，　83，　103t－104，，
219’一222
　18，　83，　91一”93・
　19｛　83，　97・v99－
19，　83，　99”vlOl
　　　　82一一83・
96tv97，
83N85d
98N99・
　　92
　　91±
89t
99
度数付長語リストの
　作褒形式
65　MATSUE　6Aの
　作表形式
65　MATSUE　6Bの
　作蓑形式
　　　92’v93
95，　127tv130
　　　　　96
65MATSUE　7Aの
　作表形式
65MATSUE　7Bの
縁形式
102，　127・v143
103”vlO4，　219r一一
222
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?／3・6．　Summary
　　The　purpose　of　this　report　IS　to　show　some　of　the　results　of
．・an　investigaもion　into．honoriflc／expressions　spoken　in　a工ocaI
／community　ixx　Japan．　Since　the　analysis　of　the　data　is　not
・complete，　definite　conclusions　in　all　respects　have　not　been
reached．　Only　some　facts　about　the　system　of　honorific　exptes－
sions　and　outlines　of　the　processing　of　the　ma£erials　are　pre一
・sented　here．
　　The　present　study　is　based　on　the　materials　obtained　by　a
・so－called　“one－day　lnvestigation　of　verbal　behavior”　carried
cut　in　Matsue　（populatien　about　110，000），　the　capital　of　Shi一
：mane－prefecture　in　western　Japan．　The　investigation　was　a
part　of　the　research　project　on　“linguistic　life”　（this　term
・cevers　various　aspects　of　language　use　in　daily　life）　in　a　lo－
cal　comrnunity　conducted　by　the　Nationai　Language　Research
Institute　in　1963．
　　Two　points　might　be　mentioned　as　”Lhe　characteristics　of　the
present　study：　£irst，　the　analysis　of　henorific　expressions　in
the　materials　was　conslstently　made　from　the　polnt　of　view
ef　discourse．　Since　every　actual　use　of　honorific　expressions
．in施e　materials　is　always　found　in　a　discourse，　ma町of　the
・conditions　relating　to　the　seiection　of　the　elements　of　konorific
expressions　should　be　revealed　by　the　analysis　ef　discottrse．　ln
thls　study，　all　discourses　in　the　materials　were　classified　into
・several　categeries　according　to　their　functions　in　verbal　com－
munication　（greetings，　conversation　for　business，　chatting　etc．），
tone　of　speech　（neutral，　joking，　ironical，　complaining　etc．）　and
’topics　（matters　in　daily　1ife，　business，　gossip　etc．）．　And　every
Tactua1　use　of　the　honorific　expressions　including　polite　expres－
sions，　exalted　expessions，　demand　expressions　a｛nd　personal
names　as　well　as　prononns　were　examined　in　each　category　of
the　discourse．　For　example，　a　definite　difference　among　tlte
：morphem．es　used　in　exalted　expressi◎ns　was　feund　in　examin－
ing　the　discourses　in　which　they　appeared；　一RARE一　appear－
ed，　in　most　cases，　in　the　disceurses　of　gossip　and　was　used
for　the　third　person　194　times　out　of　a　total　of　201．　On　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230
other　hand，　一NASAR一　mainly　appeared　in　the　discourseg．　of’
top圭cs　related　to　da三王y玉圭fe　or　bus呈ness　ma£ters　and　was駁sed
for　the　addressee　54　times　out　of　a　total　of　60．　Secondly，　the－
cornputer　system　of　the　institute　was　used　for　the　processlng
o£　the　materlals．　The　instltute　has　been　carring　out　a　iarge・
scale　investigation　into　the　vocabulary　in　newspapers　since－
1965，　using　the　computer．　However，　the　present　study　is　£he
first　attempt　at　the　institute　in　processing　colloquial　la’nguagei
materials．　Lists　of　morphemes　and　words　with　their　frequen－
cies　and　other　lists　with　con£exts　in　KWOC　form　were　made・
for　further　linguistic　analysis．　Although　co－operative　relat1on一・
ships　be£ween　the　lingulstic　analysis　and　the　processing　by・
computer　remain　to　be　impuroved　in　many　respects，　the　attempt
will　suggest　seme　c1ues　for　the　development　of　stttdy　in　this，
field．
　In　this　study，　Fujlo　Minami　was　mainly　1n　charge　of　linguis－
tic　analysis　and　Akira　Matsumoto　in　charge　of　processingr
of　materials．　”
231
昭和46年3月
国立国語研究所
東京都北区稲付西山町
電話東京（900）3111（代表）
UDC
NDC
8e9．　56－085．　5－093．　16　：　681．　3
　　　　　　　　810．　9
　　本書の市販品発行所
東京都新宿匿市谷加賀町2の30　（260）5281
　株式会社　　秀英出版
国立國語硯究所刊行書一覧
麺立国語研究所報告
　1八丈島の言語調査秀英照版刊
　2言語生活の実態　〃　　一白涙市および付近の饅村における一
　3現代語の助詞・助三帰　 ?　　　　一一調法と実例一
　4婦人雑誌の用語　tt　　　　一現代語の語彙潤査一
　6地域社会の話語生活　 ?　　　一鶴職こおける爽態調査一
・6少　年　と　類　聞　〃　　　一小学生・中学生の新闘への接逓と理解一
7入門期の雷語能力　tr，8談話語の実態　〃9読みの実験的研究　ノ’　　　一音読にあらわれた読みあやまりの分析一
⑳低学年の読み旧き能力　 ?
91敬語と敬語意識　tt，12総合雑誌の矯語（前翻　”　　　　　一現代譜の語彙調査一
：13総合雑誌の用語（後編）　ll　　　　　一現代語の語彙講査一
a4中学年の読み書き能力　 ?
妬明治初期の新聞の用語　 ?
16　日本方言の記述的研究　明治書院刊
17　高学年の読み書き能力　秀英嵐版闘
18話しことばの文型（1）　〃　　　　　一一附話資料による研究一
19総舎雑誌の爾字　〃’20同音語の研究　〃21　現代雑誌九十種の用語用字（1）　　〃
　　　　　一総記および語彙表一
22　現代雑誌九十種の用語用宇（2）　　t’
　　　　　一一漢　字　衷一
れ
??
?
700円
500円
600円
180円
200円
最切れ
?
??
??
400円
晶切れ
??
??
800円
品切れ
550円
1，000円
1，000円
23
??????
30－1
30－2碍
30－3
30－4属
????
??????? ??
話しことばの文型（2）　　　　　一一独護資料i．こよる研究一
横組みの字形に関する研究
現代雑誌九十種の用語用字㈲　　　　　一分　　　　　　析一
小学生の言語能力の発達
共通語化の過程類　　義　　　語　　　の　　研　　究
戦後の圏民各層の文字生血
日本言語地図（1）　　　本言語地図（2）
日　　　　　本　　　　　言　　　　　禁裏　　　　　地　　　　　図　　　　　（3）
　　　本書語地図（4）
電子計算機による国語研究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）
　　　　　一親族語三碧と社会構造一
家庭における予どものコミェニケーショソ意識
電子計算機による国語研究（9）
社会講造と言語の関係についての墓礎i的研究（2）
　　　　一vキ・wケと競族呼称一
中学生の漢字習得に関する研’
電子計箕機による薪聞の語彙調査
電子計算機による新聞の語彙調査（1）
電子計算機による圏語研究（璽）
送1）がな意識の調査
待　　遇　　表　　現　　の　　実　　態
　　　　一一松江24時間調査黛料から一
国立国語研究所資料集
　i　国語関係判行書目（昭和17～24年）
　2　語　　　　　彙　　　　　調　　　　　査
　　　　　　　　一現代新諏用語の一傍一
　3送り仮名法資料集　4　明治以降園語関係刊行書闘
　5　沖　　　縄　　　語　　　辞　　　典
　　〃　　　　　550F華
　　〃　　　　　350円
　　〃　　　　ユ，000円
明治図書刊　　2，100円
秀英出版刊　　　品切れ
　　〃　　　　　750円
　　”　　　　　400円
大蔵省印劇局刊　晶切れ
　　tt　tt
　　〃　　　　8，　OOO円
　　〃　　　　S，　eOO円
秀英出｝t反刊　　　　　　450円
　　tt　　　　　250円
　　〃　　　　　350円
　　〃　　　　　450円
　　〃　　　　　450円
　　〃　　　　　　　　5，000円
　　〃　　　　　　　　i，300円
　　”　　　　2，800円
　　〃　　　　　700円
　　〃　　　　1，50G円
　　”　　　　　900円
秀英出版刊
　　tt
れ切
?
?
　　ft　tt
　　”　　　　　300円
大蔵省印刷局刊3，　000円
??? ??）?????彙?????????。 ?????????
国立国語硬究所論樂
　1　こ　　と　　ば
　2　こ　　と　ば　 の
　3　こ　と　ば　の
国立国語M究所年報　秀英出版刊??????? ? ? ? ??昭和24年度
昭和25年度
油壷26年度
昭和27年度
昭和28年度
昭和29年度
昭和30年度
昭和31年度
昭和32年度
艮召　禾il　33　年　度
日罵　和　34　年　度
国　語　年　鑑　秀英出版刊
　　昭和29年版
　　昭和30年版
　　昭和31年版
　　日召　和　32　年　｝1反
　　昭和33年版
　　fi謬　和　34　年　荒炭
　　昭和35年版
　　昭和36年版
　　臼嚢ヨ　和　37　年　片反
?????????研????
最切れ
　tt
160円
最切れ
240円
2GO円
品品れ
22G円
200円
編切れ
220円
450円
600円
晶切れ
　tr
　tt
　tt
550円
800円
贔切れ
秀英出版刊　　三，10◎円
　〃　　　　　　　　1，700円
　”　　　50G円
秀英出版刊　　鹸切れ
　〃　　　　750円
　〃　　　　80◎円
12　昭職35年度
13　昭和36年度
14　　　紹　和　37　年　度
15　昭和38年度
16　昭和39年度
17　昭和40年度
18　昭和41年度
19　昭和42年度
20　昭和43年度1
21　昭和44年度
昭和38年版
昭和39年版
昭和40年版
昭和41年版
昭和42年版
昭和43年版
昭和44年版
昭和45年版
35G円
160円
220円
250円
250円
250円
300円
300円
350円
4GO円
950円
韻切れ
1，100円
1，　100円
1，三〇〇円
1，200円
1，500円
1，500円
高校生・新聞鷺驕1鍵編
青年と・・・・…ケーシ・ソ齢講欝共著
秀英繊版刊　　280円
金沢書店刊　　晶切れ
o．
O．　1．
O．　2．
O　3．
O．　4．
O．　5．
1．　Analysis
1．　0．
1．　1．
1．　Z
1．　3．
1．　4．
1．　5．
1．　6．
1，　7．
??
Z1．
2．　2．
Z3
2．　4．
??
3．　1；
SOME　ASPECTS　OF　HONORIFIC　EXPRESSIONS
　　　　　　　　　in　special　reference　to　discourse　“　．
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3．　2．
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3．　4．
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Purpose　of　the　report
Outline　of　the　Matsue　inves’tl’gation
Oneday　inv．estigation　of　verbal　behavior
Linguistic　analysis　and　processing　of　rnaterials
Explanatory　notes　”
Structqre　of　honorific　expressions　in　．the　Matsue　dlalect
Discourse　’　’7’Kinds　of　discour＄es　and　kinds　of　speakers
Polite　expressions　’
Exalted　expressions
Demand　expressions
Personal　names　and　pronouns
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